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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　１　カジノ─Casino─







　リフト・ホテルにカジノがあることは公然の秘密だ。

　客たちは専用のエレベーターやエスカレーターでこっそりと地下に降りる。

　するとシャンデリアと電でん飾しよくで飾かざられた吹ふき抜ぬけの巨きよ大だいなホールがあって、眩め暈まいがするほどの光と色の奔ほん流りゆうの中に、大勢の人間がスロットやルーレットに興じる姿を見ることができる。

「……これが本当に違い法ほうだなんて」

　ロージーは華はなやかな地下世界を見回して、何度目かわからない溜ため息いきを吐ついた。

　入り口こそ係員がチェックしているけれど、カジノの中に一歩入れば、まったくこそこそしたところはない。

　ホールから続く扉とびらの向こうにはバカラやポーカーの専用室もあるし、レストランもある。従業員は誰だれもがきびきびと笑え顔がおで働き、多額のダッラ札が赤や白のチップに替かえられていく。

　このカジノの一日の売り上げを聞いて、ロージーは啞あ然ぜんとしたものだった。

　安全を買うために市長や判事に多額の賄わい賂ろを贈おくったり別名義で献けん金きんをする必要こそあったけれど、それでも真っ当に税金を納めるよりはずっと少ない出費で済む。

「まあ、大したもんですよ。ただ、おおっぴらに宣伝が打てませんからねえ。口コミである程度情報は出回っていますが、やはり集客が難しい」

　ロージーの呟つぶやきを拾ってそう答えたのは、エスカレーターで一いつ緒しよに地下に降りて来た人物だ。アルゴ合衆国で多数派を占しめるアングリーズ系の人間で、オールバックにした金きん髪ぱつと緑の目の優やさ男おとこだった。少しくたびれたような雰ふん囲い気きがあって、目はいつも眠ねむそうに半ば閉じられている。

　通り名はリッツ。歳は二十九と言っていた。

　このカジノにおけるロージーの補ほ佐さ役で、いわば教育係だ。

「……今度のショー、旨うまくいくと思いますか？」

　ロージーはおそるおそる、リッツに訊きいてみた。

　リッツは肩かたを竦すくめて、曖あい昧まいに言った。

「そう願いますがね」

　悄しよう然ぜんとして肩を落としたロージーを見て、リッツは言葉を重ねた。

「悪くはないと思うんですよ、ホテルに有名歌手を招いたり、映画スターを呼んでショーをするってのは。その後有名人にカジノで遊んでもらえば、客たちは有名人と遊ぶチャンスだってんで、カジノに流れるでしょうからね。それをチャリティーに結びつけるってのも面おも白しろい。不景気で金を使うことに罪悪感を覚えるようなやつらもいるでしょうが、チャリティーなんて言われたら、善人面づらするチャンスとばかりに喜んでやってくるでしょう。ただまあ、職しよく業ぎよう柄がら、何事も絶対なんてことはないって思っちまいましてね。時流ってものもありますから」

「はい……」

　フロアは客で賑にぎわっているように見えるけれど、集客数はここ一、二年右肩下がりだ。

（もっと、お客さんを集められれば。もっとこのカジノが賑やかになれば──私も、結果を出したことになる）

　このカジノのオーナーはパレデスという富ふ豪ごうで、ロージーはカジノとデ・コスタとの繫つなぎ役だ。何かカジノ内でトラブルがあればロージーの出番だし、それ以外にも、必要があればカジノに協力することになっている。

　比ひ較かく的てき受け身に回りがちな仕事だけれど、ロージーは積極的にカジノについて学び始めた。

　リッツを紹しよう介かいされて一ヶ月ほどが経たつ。

　プロの賭と博ばく師だったというリッツは、デ・コスタ・ファミリーの正式な構成員でもあり、優ゆう秀しゆうな教師でもあった。

　いかにして金かね離ばなれの良い上客を摑つかむか、その客に来てもらい続けるか。また、いかにしてイカサマや不正を抑よく止しし、発見するか。

　ロージーはリッツとともに毎日のようにフロアに出て客やディーラーの様子を見て学び、カジノ側に幾いくつか提案をした。

　元々定期的に行われていたショーやレビューの復活も、その一つだ。

　ただ、勿もち論ろん出費もかさむ。賭かけのようなところもあって、ショーの再開を一週間後に控ひかえたロージーははらはらしていた。

　ふと、自分への視線に気付いてリッツの方を見る。

　彼は遠えん慮りよなくロージーの顔を眺ながめていた。

「！　ど、どうかしたんですか？」

「いやあ……あなたが、噂うわさに聞いていたのと違ちがったもので」

　その答えに、ロージーはちょっと落ち込んだ。

（たぶん、悪い噂だ……）

　ロージーが臆おく病びようで、内気で、ボスの従妹いとこだから特別扱あつかいで入れただけで、とても組織の構成員としてやっていけない、というような。

「……私、やっぱり色々言われているんですね……」

　これまでの人生、けなされて否定されることばかりだったから、構成員の間で自分がどう噂されているのかくらい、予想はしていた。

　でも実際に聞くと、やはりちくちくと胸が痛む。

「まあ、そりゃあ。けど、案外積極的なんで驚おどろきましたよ。人の目を見て話せないってのは本当みたいですが」

　リッツはロージーの性格を見み抜ぬいてからは割合正直になんでも言ってくれる。ずけずけ言う癖くせに懐ふところにするっと入ってくる感じはいかにも世慣れていて、誰かに似ている……気もする。

「がっ、頑がん張ばればできるんですっ、凄すごく、大変、ですけど……」

　ふむ、とリッツは頷うなずいて、ロージーの顔を正面から見下ろした。

　じゃあどうぞ、目を合わせてみてください、ということだろう。

　ロージーは震ふるえを堪こらえて、顔を上げ、リッツの目を見た──一いつ瞬しゆんだけ。

　いざ待ち構えられているところへ目を合わせようとすると、緊きん張ちようしてうまくできない。

　汗あせをだらだら流しながらすぐに目を逸そらしたロージーを見て、リッツは、まあ、そのうち慣れますよ、とかなんとか言って、適当に励はげましてくれた。

「初めての縄なわ張ばりで張り切っている、って感じですかね？」

「そ、そう……それもあるんですけど」

　結局目を逸らしてしまったという自己嫌けん悪おから立ち直り、ロージーは躊躇ためらいがちに問いに答えた。

「……偉えらく、なりたく、て」

「は？」

「あのっ、だって、色々、成果を挙げたら、偉く、なれるでしょう……？」

「……まあ、そういうもんですね。あなたに上じよう昇しよう志向があったとは驚きですが」

　ロージーは恥はずかしくなって、やっぱり言わなければ良かったと深く後こう悔かいした。

「聞かなかったことにしてください……」

「いや、悪いなんて言ってませんよ。せいぜい楽しむことです。人生は一度きりですから」

「楽しむ……」

　そういえば、ダリオも同じ事を言っていた。

　ロージーはこわごわと目を上げ、もう一度リッツの顔を見た。

　視線が合うと、歴戦の賭博師はふっと微笑ほほえんだ。引き込まれて、ロージーも微笑みを返す。

「そう、目が合ったら笑いなさい。あなたみたいな人に微笑まれたら、相手も笑みを返しちまいますよ。ほら、もう一度笑ってごらんなさい」

「こ、こう？」

　でも、二度目の笑いは引きつった。

　リッツはロージーの顔をまじまじと見つめて、突とつ然ぜん笑い出した。

「まあ、そのうち慣れますよ」

　背中を向けて笑う彼に憮ぶ然ぜんとした視線を向けつつ、ロージーは一気に憂ゆう鬱うつな気分になる。

（……笑う練習が必要なのかな）

　真しん剣けんにそう考え、自分の頰ほおをぶにぶにと摘つまみつつ、視線を群衆に向ける。

　楽しそうな人々の中に、自然とダークブラウンの髪かみの男性を探してしまう。

　でも、目当ての人物はいない。

　ダークブラウンの髪、青い目の、大好きな人──ノア。

（ノアと、全然話してない……）

　以前なら、ノアは時間を作ってロージーの部屋に来てくれた。ノアから何か話すことは多くなかったけれど、ロージーの話をきちんと聞いてくれた。生まれて初めて過ごすそんな穏おだやかな時間は、とても幸せなものだった。

　でも、一ヶ月前くらいから、ノアはロージーを避さけるようになった。

　ノアがロージーとの婚こん約やくを断った頃ころからだ。

　自分たちが結けつ婚こんできないのはロージーだってわかっている。

　何しろ、誰だれにも秘密だけれど、ロージーとノアは同じ母から生まれた兄妹きようだいのはずなのだ。

　だから、たぶんノアは婚約を断ったから避けているわけではないのだと思う。

　それならどうして避けられているのか知りたいけれど、二人きりになるタイミングもないから、一ヶ月経った今でも理由を訊けずにいる。

　……ただ、心当たりは一応ある。




『もしも妹じゃなかったら、ノアは私を愛してくれないの？』




　避けられ始めた頃か、その直前だったと思うが、ロージーはノアについそう言ってしまった。おまえは俺の妹だからとノアに繰くり返し言われ、自分自身を見てもらえていない気がしたのだ。

　けれど、ノアはそんな仮定の話には答えてくれなかった。

　むしろ、あれからさらに避けられてしまっている。

（あんなこと言って、鬱うつ陶とうしいって思われたのかな。私、ノアに嫌きらわれたのかな……）

　そのことを考えるだけで酷ひどく落ち込んで、いつも泣きそうになる。

　その時、フロアに小さなざわめきが起こった。

　小さな変化も見み逃のがさないように、とリッツから教えられてきたロージーは、すぐに顔を上げた。

　けれど、人ひと垣がきが出来ていて、もう何が起こっているのかよくわからない。

「おや、ドン・ダリオだ」

　ロージーよりも頭一つ分は背が高いリッツが、同じ方向を見てそう呟つぶやく。

「ダリオが来てるんですか？」

　背せ伸のびすると、露ろ出しゆつの多いドレスを着た女たちやスーツの男たちに囲まれて、ちらっとあの特とく徴ちよう的な赤みがかったブロンドが見えた。

「会いに行かないんですか」

「ええと……その、みんなと話すのに忙いそがしそうだから」

　ロージーは気き後おくれして、人ひと混ごみに入るのを躊ちゆう躇ちよした。壁かべ際ぎわでおとなしくフロアを観察する作業に戻もどろうと視線をダリオからフロアに戻す。

「ほら、こういう風に注目が集まっている時こそ、イカサマ師が動くんだって、リッツさんも言っていたでしょう」

「そりゃあそうですけどね。あ、それから何度も言いましたが俺のことはリッツで結構です。通り名みたいなもんなんですから」

　そう言って、リッツはウェイトレスを呼んで何か言いつけた。

　ウェイトレスはすぐに人の間を巧たくみに縫ぬってダリオに近づき、彼にシェリー酒のグラスを渡わたすと、何事か耳打ちした。

　ダリオは周囲を取り巻く人々に何か言って、まっすぐにロージーの方にやってきた。

（!?）

　たぶん、あのウェイトレスがリッツから言われて、ロージーがいることをダリオに伝えたのだ。

　目立ちたくなかったロージーは思わずリッツを見る。

　リッツは素知らぬ顔で、自分に声を掛かけてきたディーラーと話し始めている。

「よお、ロザベラ！　今夜も一人にしとくのが危ないくらい可愛かわいいな」

　ダリオは陽気にそう言って、ロージーの手を取ってその手の甲こうにキスをした。

　周囲の視線が気になって、ロージーは顔を真っ赤にしてしまう。

「あっ、あのっ、やめて、その……」

「何を？」

「だっ、ダリオは目立つから……！」

「ロザベラだって、壁かべの花にはなれねえくらい目立つぜ？　もうちょい着き飾かざればな」

　言葉とともに、ダリオはロージーの蜂はち蜜みつ色の金きん髪ぱつをひとすくい指に絡からめる。

　ロージーが着ているのは、比ひ較かく的てきおとなしい黒いドレスだ。装そう飾しよく品はごく僅わずか。

「目立ちたくないの……」

「んー……悪目立ちってほどでもねえけど、流りゆう行こう遅おくれってそれはそれで浮うくぜ？」

「うぅ……」

　確かに、イミテーションを使った大ぶりなアクセサリーが好まれる流行からは、装飾品の少ないロージーの恰かつ好こうは少しずれているかもしれない。

「……でも、自分で選ぶとこうなっちゃうんだもの……」

　いつも服を選んでくれていたのは、ルチアだったから。

　そのルチアは、もうデ・コスタにはいない。どこへ行くのかも告げなかった。

「なら勉強しねえとな」

　にっ、と気持ちよく笑って、ダリオはロージーの頭を撫なでた。髪が乱れてしまわないように、という気き遣づかいが感じられる触ふれ方で、ロージーはその優やさしさがくすぐったくなった。

「あっ、あのね、ありがとう……いろんな人、紹しよう介かいしてくれて」

「ああ！　ショー成功するといいな」

　ダリオは映画界にも顔が利きく。彼の伝つ手てで有名スターを招待することができたのだ。

「そういえばさっきそこでノアのやつとすれ違ちがったけど──」

「ノアが来てるの!?」

　思わず、ロージーは大きな声で聞き返した。

　ダリオは驚おどろいて、明るい灰色の目をぱちくりと瞬またたかせる。

「ああ、会ってないのか。カジノ・マネージャーと話してたぜ」

「そう……」

　カジノに用があるのなら、ロージーを通してもいいし、総支配人であるカジノ・マネージャーに話してもいい。けれどあえてロージーを通さずに話を持って行った辺りに、ノアの強い拒きよ絶ぜつが感じられる。

　見るからにがっくりと肩かたを落としたロージーを前にして、ダリオはもどかしそうに言った。

「おい、気にするなよ。あいつは元から兄弟に挨あい拶さつもできねえくらい愛あい想そがねえんだ」

「ううん、私が、ノアを怒おこらせちゃったのかもって思うし……」

「ロザベラが？　なんでだよ」

「その、私、ずっと、ノアに頼たより切りだったから。ノアに、たくさん助けてもらって……ううん、今度のショーも、突然なのにダリオの頼たのみだからって忙しい人たちが来てくれるし。ノアは、私が、一人じゃ何もできない、ダメな子、だから……」

「おい！」

　突とつ然ぜんダリオは強い調子で呼びかけてきた。ロージーはびくっと震ふるえていつの間にか伏ふせていた顔を上げる。

　目の前に、ダリオの怒った顔があった。

「あのなあ、そんなに卑ひ屈くつになるなよ。ロザベラは悪くねーだろ。悪いのは一方的に理由も言わずにおまえを避けてるノアだろ。放ほうっておけよ、あんなやつ。俺がついてるんだからよ！」

　怒ど鳴なられたけれど、怯おびえるというよりは驚いて、ロージーはダリオを見つめた。

　ダリオはかんしゃくを爆ばく発はつさせたのではなくて、ロージーのために、怒ってくれているのだ。

　それがなんとなくわかって、ロージーの胸に温かいものが広がる。

「……ありがとう」

　小声でそっと告げると、ダリオは照れくさそうに頭を搔かいた。

「おまえをダメなんて言うやついたら、俺がハッ倒たおしてやるよ」

「……えっと、それは、遠えん慮りよしたいんだけど」

　でも、確かに、ダメな子、なんて自分で自分のことを言ってはいけない。

「落ち込むと、どうしても後ろ向きなこと考えちゃうの。ごめん、気をつけるね」

「だから謝るなって」

　ダリオは言って、ロージーの肩を軽く肘ひじで突つついた。

　最初は怖こわくて仕方なかったダリオと、最近は随ずい分ぶん気安く話せるようになった。まだ時々距きよ離りが近くてびっくりするし、夜中に二人きりになりたいとは思わないけれど、ダリオのことも色々わかってきた。好きな色とか、食べ物とか、好みの音楽とか。

（……ノアのことも、もっと知りたいのにな）

　今日こそは避さけられている理由を訊ききたいと思っても、そんな日に限ってノアはロージーを巧みに回かい避ひして、なけなしの気力も勇気も削そいでしまう。

　そして新しい縄なわ張ばりを手に入れたロージーは毎日目が回るほど忙しく、そうこうしているうちに一ヶ月が経たってしまった。

　出会った頃ころは冬だったウェストエンドは、春を迎むかえようとしていた。

　春から夏が、ウェストエンドの観光シーズンだ。




　ウェストエンドはアルゴ合衆国の西海岸にある大都市だ。

　商売や勉強や有名になる機会のために、人々はこの都市に集まってくる。

　好景気の時代には、観光を目的に来る者も増加傾けい向こうにあった。何週間にも亘わたるバカンスに、あるいは数日間のちょっとした旅行にと、温暖で雨が少なく、洗練されたウェストエンドは好まれた。ビーチにはパラソルが並び、水着姿の若者や子ども連れの家族で賑にぎわう。そういった時こそ、ホテルの最大の書き入れ時であり、カジノについても同じことが言えた。

　そのオンシーズンの始まりに催もよおされたショーは、まずまずの成功を収めた。

　けれど、ちょっとした問題も、あった。




「よそで暇ひま潰つぶせよ、じいさん」

　カジノに通じるエレベーターの前に、屈くつ強きような警備員とリッツ、それに小こ柄がらな男が一人いた。男はよれよれのスーツを着て、ネクタイはだらしなく緩ゆるめられて先せん端たんが肩にかかっていた。

　どうも、何かトラブルがあって、警備員が呼ばれたらしい。男は警備員に両りよう脇わきを固められて、ホテルの外へ連れて行かれようとしている。

「どうかしたんですか？」

　ロージーが近づいて問うと、警備員は戸と惑まどって足を止め、リッツは顔をしかめた。

「ドンナ・ロザベラを煩わずらわせるほどのことじゃありませんよ」

「でも、あの……何か、あったんですよね」

「ただの酔よっ払ぱらいです。いつもタダ酒飲みに来てるじいさんですよ」

　言われてみれば、男の顔には見覚えがある。特に問題を起こすわけではないけれど、毎日のように来てサービスドリンクを何なん杯ばいも飲んで、台を冷やかしていく男だ。

「でも、別に追い出すことは……」

「今日は特別な日で、特別な客もいるんです。飲んだくれのじいさんが問題起こすの待ってろってんですか？」

「あ、あの……でも」

　言葉に詰つまって、ロージーは警備員に捕つかまったままの客を見やった。男の顔は赤いけれど、足あし下もとはふらついてはいない。泥でい酔すいしてトラブルを起こす客に帰ってもらうのはカジノとしては普ふ通つうのこととは言え、今の彼がそこまで酔っているようには見えない。

「このじいさん、タダ酒飲みのくせに前にも問題起こしてましたからね」

　確かに、男は高額チップを賭かける常連客と問題を起こしたことがあった。

　でも、あれは常連客の方がカジノに来た女性にちょっかいを掛かけていて、それを見ていたこの男がワインを掛けたのだ。彼のやり方にも問題はあったけれど、常連客も問題なしとは言えない。

「あれは……その」

「それに、この後、ショーが終わって客が劇場からどっとこちらに流れます。今のうちにこういうのは外に出しておいた方がいいんですよ。こいつは客とは言えないんですから」

　ショーはホテル敷しき地ち内の専用劇場で開かれている。そろそろ夜も更ふけ、歌と踊りのショーを見終えた客が、内外から招いた著名人たちとともにカジノへ移動してくる時間だろう。

　リッツの言うことはもっともかもしれない。

（でも、なんだか……同じお客、なのに）

　それに、ここで放っておいたら、『二度と来ないように』この客を少々痛めつける程度はしそうだった。単に警備員ではなくてリッツが出て来たのも、そのためだろう。

　ロージーは言おうか言うまいか迷ってもじもじしながらも、口を開いた。

「でも、その人、賭けてるの見たことあり、ます。毎晩、一回だけ、ルーレットで遊んでいきますよね。タダ酒、ってわけじゃないです。いつもは、暴れたり、迷めい惑わくかけたりしませんし……一晩にチップ一枚でも賭けていたら、お客様、なんじゃないでしょうか……」

「しかし一枚ですよ？」

「そう、ですけど……」

　ちら、と話題の男の方を見る。六十代らしき男は、脂あぶらっ気のない白しら髪がと、眠ねむそうな目をしていた。今も自分の話なのに、どこか興味がなさそうに、子どもの持っている風船を眺ながめている。

「……カジノで大切なのは、一に集客、二にお客をつなぎ止めておくこと、って言ってたの、リッツです……太いお客様も大切ですけど、カジノにいらっしゃるのは、そういう方ばっかりじゃ、ありませんよね……？」

「…………」

　リッツはしばらく渋しぶっていたけれど、最後には、警備員を帰らせた。ロージーは放り出された客に謝った。

「も、申し訳ありません。お怪け我がは……」

「じいさん、今日は面めん倒どう起こすなよ」

　リッツがそう言うと、男は白目が目立つ目でじろりとリッツを睨にらみつけて、初めて口を開いた。

「黙だまれ、俺は好きにさせてもらう。怪我もない、触さわるな」

「え、ええと……」

　手を貸そうとして撥はね除のけられたロージーは、たじろいで身を竦すくめる。

「だいたいなんだ、こんな非合法の賭と場ばで働くなんぞ、若いなら真ま面じ目めに働け！」

「毎晩毎晩タダ酒飲みに来てるじいさんに言われたくねえよ」

　リッツはそう言い放って、ロージーをちらっと見て、だからいやだったのに、というような顔をした。ロージーは申し訳なくなって小さくなり、もう一度、男に声をかけた。

「あの、お客様……」

「帰る。次はもっといい酒を用意しておけ」

　大おお股またでのしのしと歩いてエントランスへ向かう男を見送り、ロージーは背後の咳せき払ばらいに気付いておそるおそる振ふり返った。

　リッツが、苦い顔で立っている。

　やっぱり自分が割って入ったのは間ま違ちがっていた気もして、ロージーは小さな声で謝った。

「……ごめんなさい」

「謝るくらいならしなきゃいいでしょうに」

　リッツは呆あきれたように言い捨てたけれど、すぐに気を取り直したようすで、ロージーの肩かたを軽く叩たたいた。

「さっさと戻もどりましょう。夜はこれからですよ」

　その通り──今日はショーの日なのだ。

　ロージーはエレベーター係が呼んだエレベーターに乗って、リッツとともに地下へ降りた。




　もうすぐ日付が変わろうという時間帯になっても、カジノから人は去らない。

　ショーは成功と言えるだろうし、それによるカジノへの集客もかなりのものだ。

　けれど、今後もこれだけの集客を維い持じするためには、今回以上の刺し激げきが必要になるだろう。

（……何か考えないと）

　目の前の成功にほっとしながらも、ロージーはフロアを歩き、客や従業員の様子を観察していた。今のところ酔って騒さわいだ客が何人か連れ出されたり、イカサマが二件見つかった他ほかは大きな問題も起こっていない。

「ふぁ……」

　小さなあくびが漏もれてしまい、見られていないかと恥はずかしくなって周囲を見回す。

　カジノでの仕事を受け持ってから、生活はすっかり夜型になっていたけれど、朝にはデ・コスタの屋や敷しきで朝食会があるから、睡すい眠みん時じ間かんは随ずい分ぶん減った。

　ふと、視線の先に、ちらちらと人々の間を動く細い足が見えた。

（子ども？）

　すでに深夜だというのに、子どもがカジノにいる。それも、動きからすると、他に大人がそばにいるようには見えない。

　子ども用のスーツを着た、身なりの良い男の子だ。十歳にもなっていないだろうか。

（親とはぐれたのかな？）

　カジノに熱中した親と離はなれてしまう子どもは珍めずらしくない。ロージーは保護しようと小さな後ろ姿を追いかけた。

　子どもはすぐに立ち止まった。どうやら、ウェイトレスからジュースを貰もらうのが目的だったらしい。

「あなた……」

　そっと声をかけると、子どもはびくっと震ふるえて、コップを取り落としそうになりながら振り返った。大きな茶色の目をしている。

「ええと、大人の人と、はぐれた？　それとも、どこにいるか、ちゃんとわかってる？」

「…………おねえさん、どなたですか」

「私は、ロザベラ、というの。困ったことがあったら……」

「あっ、わかります、写真で見たんだ！　じゃあ、デ・コスタのお嬢じようさんなんですね」

　ロージーの写真は、一いつ般ぱんに出回っていないはずだ。

　家族写真は撮とったことがあるが、エミリオはロージーの写真が出回るのを嫌きらっていて、新聞や雑誌にも撮られないよう気を遣つかっている。

　撮られたとしたら、隠かくし撮りだ。

　ロージーが思わず身を硬かたくする間に、子どもはロージーの手を取って、内ない緒しよ話ばなしをするように、顔を近づけてきた。

「聞いて。僕、きっと殺される」

「!?　何、を、言って……」

「僕が死んだら、それが事故でも自殺でも、あいつの仕し業わざだよ」

「あいつ？」

「サルヴァトーレ・デスデーリ。おねえさんなら知ってるでしょう？」

　知らない名前だ。

「あいつが来ちゃう……」

　そう呟つぶやくと、戸と惑まどうロージーから手を離し、子どもは背を向けてまた駆かけ出した。
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「ま、待って……！」

　ロージーは追いかけようとしたけれど、大人の足の間をくぐり抜ぬけていく子どもには敵かなわない。結局見失って、賑にぎやかな人の流れの中に立ち尽つくした。

「サルヴァトーレ・デスデーリ……って、誰だれ？」

　小こ綺ぎ麗れいな、良家の子ども。

　それがロージーをデ・コスタの娘むすめと見み抜ぬいて、不思議な言葉を残していった。

（リッツに相談してみよう）

　ロージーはいつもより少し装そう飾しよくの多いドレスを翻ひるがえして、リッツを探しに群衆の中に入っていった。

　だから、その後ろをダリオが数人の男たちを連れて通り過ぎたことに、気付かなかった。




　大きな茶色の目は、黒いインク一色で刷られた新聞ではただの灰色だった。

　賑わうカジノ──新聞ではホテル地下の遊ゆう戯ぎ場、となっている──から九歳の子どもが誘ゆう拐かいされた事件は、センセーショナルな話題をさらって、数紙で号外も出た。

　エミリオは『ライト』紙の夕刊を見出しが見えるように折りたたんで、デスクの上に放ほうり投げた。

　デスクの上には、他にも数紙の号外と夕刊がある。

　犯人からの要求もないことから、警察は翌朝には事件を公表した。たちまちのうちにラジオで事件が報道され、新聞各紙も取り上げた。明日にはタブロイド紙も書き立てるだろう。

　何しろ、誘拐された子どもは、市長選に出馬している有力候補の一人息むす子こ、アンドリュー・ベイカーだったのだ。

「……参ったねえ」

　エミリオが椅い子すの背に体重を預ける、ぎしり、という音が聞こえた。

　朝から何かと忙いそがしかったが、夕方になっても彼は撫なでつけた髪かみにも服装にも一分の乱れも許さず、表情にすら、疲ひ労ろうを見せてはいない。

　それでも、声には僅わずかに面倒そうな、物もの憂うい雰ふん囲い気きがある。

　ロージーも疲つかれてはいた。

　アンドリュー少年の行方ゆくえ不明が発覚したのが夜中の一時。それから対応に追われ、警察に任意で話を訊かれ、解放されたのは昼になってからだ。その頃ころには市内が蜂はちの巣をつついたような騒ぎになっていた。

　そこへ、ライト紙の夕刊だ。

　ロージーはちらりとデスクの上に放り投げられた紙面に目をやった。

　それは、他紙の記事と違ちがって、単に事件のあらましを述べただけに留とどまらなかった。

　見出しには、『某ぼう有力一族関かん与よか』という文字が躍おどる。

『有力一族』について、ライト紙は『ウェストエンド建設にも関かかわった有力者の子孫』『海運会社等数社を経営』『現当主もミルズ市長の個人的な相談相手』と書いている。イニシャルさえ明確には出てこないが、知っている者が読めば、デ・コスタがこの誘拐事件に関わっていると受け取れる内容だ。

　アリスタ・ファミリーとの抗こう争そうが激化した時にも、デ・コスタが犯罪に関与しているというような批判はあった。だがそれはあくまで企き業ぎよう犯罪とか談合疑ぎ惑わくとかで、こういった暴力犯罪への関かん与よ疑惑ではなかった。

（でも、誘拐なんて知らない。私が何も知らされていないだけ？）

　関与していたのなら、理由は明白だ。選挙戦はベイカー議員が優勢だが、息子を人ひと質じちに取られた彼が選挙戦を降りれば、現職のミルズ市長が勝つ。ミルズ市長はエミリオの『友人』だから、これまで通りの便べん宜ぎを受けられる。

（まさか、本当に？　でも、それなら私にだって、何か言うはず……）

　いや、そうだろうか。

　幾いくらあのカジノがロージーの縄なわ張ばりであっても、エミリオがそれを尊重するとは限らない。

　ロージーは確かにエミリオに認められて今の地位を得たけれど、彼の用心深さも知っていた。

　ロージーを関わらせない方が成功率が高いと思えば、彼はロージーを排はい除じよして計画を進めるだろう。

　でも、ロージーも、もう出会った頃の怯おびえてばかりだった少女ではない。

　勿もち論ろんまだ怖こわいことはあるけれど、少なくともエミリオの前では、怯きよう懦だなところを見せるよりは、無理をしてでも強くありたいと思う。彼は他人の涙なみだで笑える人だから。

　気がつくと、ロージーは探さぐるような目でエミリオを見ていた。

　エミリオもロージーを見み透すかすように見つめてくる。

「確かく認にんするけれど、君は何も知らない？　何かおかしなことはなかったかな？　なんでもいいんだが」

　エミリオの目にある疑惑の色に気付いて、ロージーの中の疑念が小さくなる。

（エミリオも私を疑ってる？　彼も、何も知らないから？）

　ロージーは迷いながらも、デスクの夕刊をもう一度ちらりと見て答えた。

「……私から、報告できるようなことは、ないの。ただ、この子が誘拐される前に……」

　けれど、その時、書しよ斎さいの扉とびらがノックもなしに開けられた。

　飛び込んで来たのは、ダリオだ。確か明け方から仕事で郊こう外がいに出ていたはずだが、報しらせを受けて戻もどってきたらしい。エミリオは弟の顔を一いち瞥べつし、眉まゆを顰ひそめた。

「何故なぜ戻った。あちらでおとなしくしていろと言っただろう」

「俺だけ隠れ家がに潜せん伏ぷくしてろって言うのか！　んなことできるか！」

　ダリオは激げつ昂こうしていたけれど、エミリオは抑おさえた怒いかりを感じさせる低い声で言った。

「命令だよ、ダリオ。当分おとなしくして、目立つことは避さけるんだ。おまえの行動が、私たちの足を引っ張るかもしれないんだよ」

「っ、なんだってんだよクソったれ！」

　ダリオは怒ど鳴なって、手近にあった年代ものの壺つぼを蹴けり飛ばした。オリエンタルな赤い花、牡ぼ丹たんが描えがかれた壺は飾かざり棚だなに当たって割れた。

「ダリオ……」

　名前を呼んだけれど、ロージーもかける言葉が見つからない。

　何しろ、ライト紙の記事で主に疑いがかけられているのは、『当主の弟』『先代の三男』、つまりはダリオなのだ。

　警察も同じ情報を得ていたらしく、朝からダリオの供述を求めて、何度も屋や敷しきに問い合わせてきている。

　ダリオは、目の前に情報を流る布ふした当人がいるかのように、怒りに燃えた目をしていた。

「俺は誘拐なんて知らなかった。嵌はめられたんだ」

「……だが、あの情報を流した人間は、ご丁てい寧ねいに新聞社に証しよう拠こ写真まで送りつけたそうだよ」

　エミリオは、ダリオに厳しい眼まな差ざしを向けたまま、デスクの引き出しから封ふう筒とうを取り出した。

「ライト紙は元々あまり私たちに好意的じゃなかったが、なんとか写真の掲けい載さいは取りやめさせた。だが、同じ写真を警察も摑つかんでいる」

　封筒をデスクに置く。ダリオは奪うばい取るように封筒を摑むと、中身を引っ張り出した。

　ロージーも、彼の後ろからそれを覗のぞき込む。

　それは、一枚の写真だった。

　写真には、昨夜のショーにも招いた有名な映画スターが、誰かと談だん笑しようしているところが写っている。場所はリフト・ホテルのカジノだ。飾り付けや花か瓶びんの花からしても、昨夜で間ま違ちがいない。昨夜は特別華はなやかに飾り付けていたのだ。

　彼らの後ろで、小さくてわかりにくいが、ダリオが一枚の扉を開けて中へ身体からだを半分入れているところが見える。

　ロージーの記き憶おくでは、扉の先には控ひかえの間があって、その先には限られた上客のための特別室があるはずだ。

　警察の調査では、アンドリューは、深夜十二時から十二時二十分頃ごろまでの間にこの特別室から連れ去られている。

　壁かべ時計の針が指すのは、十二時ちょうど。事件の直前だ。

「これ……いつの間に？」

　カジノは違い法ほうだし、カメラマンは入れていない。カメラの持ち込みも遠えん慮りよして貰もらったはずだ。

　エミリオは面めん倒どう臭くさそうな調子で言った。

「『違法カジノと有名スター』『映画界の黒い噂うわさ』……そういうタイトルで記事を書きたかった功名心溢あふれる記者が、こっそりカメラを持ち込んだ、とかじゃないのかい？　昨夜はそういった事件はなかった？」

「一件あったけれど、カメラもフィルムも没ぼつ収しゆうしたから……」

「じゃあ、他ほかにもあったんだろう。かなり遠くから撮とっているね。それでもフラッシュが焚たかれたら気付きそうなものだけれど」

　ロージーは写真をじっと見つめ、記憶を手繰たぐった。

「……昨夜、十二時ちょうどにクラッカーを配って鳴らしたの。もしかしたら、その時物もの陰かげから撮られたのかもしれない」

　クラッカーの音と光に紛まぎれて、物陰から撮ったのだとしたら、かなり計画的だ。

「そのイベントについて事前に知っていたのは？」

「会場のスタッフならみんな知ってた」

　ロージーはエミリオからの問いにそう答え、唇くちびるを嚙かむ。

　万ばん全ぜんの態勢で臨のぞんだはずだったけれど、こんなふうに写真を撮らせてしまった。会場内に味方がいるのなら、カメラを事前に持ち込んでおくことは可能だっただろう。

　フロアスタッフはディーラーを含ふくめれば二百人を超こえる。その中から内通者を見つけ出すのは至難の業わざだ。カジノの常として従業員の身辺調査は当然しているが、その網あみをすり抜ぬけられてしまった。

「すぐに調査する」

　ロージーの言葉に、エミリオは首を振ふった。

「今いま頃ごろは高飛びしているかもしれない。とにかく、今問題なのは、この写真だ。事件の直前に少年がいたはずの部屋に入ったとなれば、警察は事情を聞きたがる。その時なんて言うつもりだい、ダリオ？」

　ダリオは口を噤つぐんで写真を掌てのひらの中でくしゃくしゃに握にぎりしめた。

　エミリオは、ロージーに目配せをする。出て行け、という意味なのはわかった。

（話を聞きたい……あのカジノで起こったことなら私も無関係じゃない……）

　リフト・ホテルのカジノはロージーにとって初めての『縄張り』だ。自分の守るべき場所で事件が起こったのに、話を聞けないなんて悔くやしい。

　エミリオの言葉は絶対だけれど──

「あのっ、私……」

「ロザベラもいてくれ」

　そう言ったのは、ダリオだった。

　彼は、ロージーに申し訳なさそうな顔を向けた。

「おまえの縄張りでとんでもねえ騒さわぎ起こしちまって、悪かったな」

　いつになく元気がない。

　今度のことはやはりダリオにも相当応こたえたのだろう。

「ううん……」

　ロージーがちらりと見ると、エミリオは仕方ないというように一つ頷うなずいてから、ダリオを促うながした。

「話しなさい」

　ダリオは、重い口を開いた。




　現職のミルズ市長は、三選を目指して市長選を戦っているが、対たい抗こう馬ばのベイカー議員の方が今のところ優勢だ。ベイカーは汚お職しよくと組織犯罪の一いつ掃そうを掲かかげる清せい廉れんな政治家で、先のデ・コスタ・ファミリーとアリスタ・ファミリーの抗こう争そうに疲ひ弊へいした市民から支持を得ている。

　ところが、ベイカー議員の奥方はかなりのギャンブル好きで、あのショーの日も、リフト・ホテルの地下カジノにお忍しのびで遊びに来ていた。九歳の息むす子こを連れて、だ。

　そして、その息子、アンドリューは忽こつ然ぜんと姿を消した。いなくなった状じよう況きようから、警察は誘ゆう拐かいと睨にらんでいる。

「三日前、ミルズに懇こん願がんされた」

　ダリオは椅い子すに浅く腰こしを下ろすと、前まえ屈かがみになり、肘ひじをついて語り出した。

「このままじゃ選挙で負ける、そしたらデ・コスタだって困るだろう、ってな。選挙戦はエミリオがどうにかする、こっちに任せておけと言ってもしつこくて、結局ちょっとだけ手助けするってことになった」

「おまえのところにも行ったのか」

　エミリオが吐はき捨てるように呟つぶやいた。

「私にも泣いてすがりついてきたよ。選挙戦で負けそうだ、そうしたらこれまでのことが全部明るみに出るかもしれない、それでいいのかと脅おどすような口調だった。今の差なら手立てはあるから任せろと幾いくら言っても聞かなかった。あれに乗ったのか」

「……しょうがねえだろ、本当にしつこかったんだよ！」

　エミリオの目は冷たい。ダリオは引き下がった。

「わかったよ、俺が悪かった。あんたに相談すべきだった。とにかく、それで俺はやつの頼たのみを聞くことにした。話は簡単だった。勿もち論ろん、子どもの誘拐なんて大それたものじゃない。ただ、ちょっと脅すだけさ」

　どうやって、とエミリオが目だけで先を促す。

　ダリオは躊躇ためらうように一度ロージーを見て、すぐに視線を逸そらした。

「──あの部屋に、ベイカーの女によう房ぼうとその逢あい引き相手がいるって話だったんだ」

「え」

　かっ、とロージーの頰ほおに熱が上る。

「しかも相手は選挙対策を一手に担になってるベイカーの秘書だって話だ。現場を押さえれば言い逃のがれはできねえ。あとは秘書を脅して情報を手に入れれば、ベイカーの選挙対策を逆手に取るも、ベイカーに不利な情報を流すも、どうぞご自由に、ってことだ」

「……なるほどね、それであの夜カジノへ？」

「ああ。写真の通り、十二時頃に控えの間に入って、特別室の鍵かぎをこじ開けたが、中には誰だれもいなかった。女も、間男も、噂のガキも」

　ダリオはそう言って立ち上がると、デスクの上の新聞をこつりと指で叩たたいた。写真の中の少年は、セーラー帽ぼうを被かぶってやや緊きん張ちようした面おも持もちでこちらを見ている。

「嵌はめられたんだ」

　誰に？

　この話を持ってきたのは、ミルズ市長だ。

　でも、ミルズにダリオを嵌める理由はないはずだ。

　それとも、誰かがこの情報を得て、罠わなを仕し掛かけておいたのだろうか。

「……室内の様子は？」

「変わったことはなかった。窓は開いていたが、他に荒あらされた様子はねえ」

　ダリオの話はそれで終わった。

「……事情はわかった。おまえは隠かくれ家がにいなさい」

「エミリオ！」

　ダリオは、いつものかんしゃくのためというよりは、強い意思を込めて声を荒あらげた。

「俺がやったへまだ。俺が片をつける」

「どうやって？」

　エミリオは呆あきれた様子だ。

　ダリオは自分が写った写真をデスクに叩き付けて言った。

「これを撮ったやつを見つける。『映画界の黒い噂うわさ』？　こいつを撮ったやつの狙ねらいはそんなんじゃねえ、俺だ。十二時ちょうどってのは、俺がミルズから指定された時間とぴったり一いつ致ちする。これを撮ったやつが、ミルズと一いつ緒しよになって俺を嵌めたんだ。それからあの行方ゆくえ不明のガキを見つける。ガキが見つかれば、俺への疑いも晴れるさ」

「彼らを捜さがすために、市内をうろつくのかい？　冗じよう談だんじゃない。それで警察に捕つかまったらどうする？　さっきの事情をバカ丁てい寧ねいに説明するのか。おまえが犯罪行こう為いをしようとしていたのは事実だろう。それとも部屋を間ま違ちがえたとでも言うのか？　いいかい、有力候補の息子が誘拐されたんだ。しかも、我々の縄なわ張ばりでだ。市民の関心だって高い。これは全国ニュースものの大事件なんだよ──我々の友人たちだってさすがに警察を抑おさえきれない。あの連れん邦ぽう検事もいるしね」

　連邦検事──選挙によって選出される地方検事とは違ちがって、中央政府から任命されて送り込まれて来る。近年やってきたのはまだ若いアレックス・リーという男だ。

　ウェストエンドの判事はエミリオの賄わい賂ろを受け取っているけれど、アレックスはたぶんそういうタイプではない。

　ダリオは部屋を出て行こうとする。

「待ちなさい、ダリオ」

「見つからなきゃいいんだろう。あんたにこれ以上迷めい惑わくはかけねえよ」

「ダリオ！」

　エミリオがダリオの手首を摑つかんで引き留めた。かなり力が入っているのが傍はた目めにもわかった。

　ダリオが振ふり返り、エミリオを睨みつける。エミリオの目は相変わらず冷ややかだが、苛いら立だちが滲にじんでいるように見える。彼がここまで感情を表すのは珍めずらしい。

（ダリオも、エミリオも、凄すごく、怒おこってる……）

　他ほかに人がいない以上自分が止めなくてはいけない気がしたけれど、本気で感情を昂たかぶらせた二人の間に割って入るのはかなり恐おそろしいことだ。

「ふ、二人とも……」

　勇気を振り絞しぼって、ようやくそう声を掛かける。

　でも、ロージーの制止の前に、ダリオがエミリオの手を振り払はらって部屋を出ようとした。

　エミリオは扉とびらを押さえつけようとするけれど、その前にダリオが扉を開ける。

　開けたところに、ちょうどノアが立っていた。

　ノアはノックしようとしていたらしく、驚おどろいた顔で右の拳こぶしを軽く掲げていた。

　すぐに兄弟の様子がおかしいことに気付く。

「……何してんだ、おまえら」

「ノア、隠れ家にダリオを連れて行ってくれ」

「！　ふざけるのもいい加減にしろ！　誰がおとなしくしてるって──」

「これは命令だ、ダリオ」

　ダリオが拳を握にぎり締しめるのが見えた。殴なぐるかもしれない、とロージーが思った時、ノアがダリオの振り上げかけた拳を摑んだ。

「わかった。俺が連れていく」

「ノア、てめえ！」

「頼んだよ。後でもう一度部屋に来てくれ」

　エミリオは溜ため息いきを吐ついて、ノアとダリオを送り出した。

　ノアは去り際ぎわ、室内にいたロージーに一いつ瞬しゆんだけ目を留めた。

　でも、目が合ったと思った時には、彼はもう顔を背そむけ、廊ろう下かに出てしまった。

「あ……」

　ノアと、また話せなかった。

　それに、今までのノアならロージーに何か一言かけた気がする。こんなことで怯おびえてるなとか、びくびくするな、とか。

　兄弟きようだい喧げん嘩かを前にして、肝きもを抜ぬかれて小さくなっていた自分が恥はずかしくなって、ロージーは俯うつむいてしまう。

（私が、なんとか、できたら良かったのに。ダリオは、きっと、家族で喧嘩するのなんかいやだろうに）

　以前、ダリオは、子どもの頃ころ家族を変えたいと思っていたのだと語ってくれた。

　そんなふうに思っていたのなら、今だって家族でぎすぎすするのは嫌いやなはずだ。ちゃんと話し合うよう、ロージーが言えればよかったのだ。ダリオだって、ちょっときっかけがあったら素す直なおになれたかもしれないのに。

（ダリオは、自分の責任だと思ってるんだ。だから、責任を取りたくて、自分で調べたいって言ったんだ。エミリオは、嫌がったけれど……）

　自分は随ずい分ぶん変われたと思うけれど、それでもまだまだ、こんなふうにうまくできないことが多くて、落ち込んでしまう。

　ぱん、という音が聞こえて、我に返って顔を上げた。

　エミリオが、デスクに浅く腰こし掛かけて、ロージーを見ていた。さっきの音は、彼が手を叩いた音らしい。

「さあ、待たせたが、話をしよう。確か、途と中ちゆうだったね？」

「あ、うん……」

　エミリオに促うながされてさっきまでダリオが座っていた椅い子すに腰こしを下ろす。ちょうどデスクの新聞が目に入った。大きな目の男の子……

（そうだ。あの子のことを話していたんだ。あの子が、言ったこと……）

　ロージーは、昨夜のことを思い出しながら、ゆっくりと語った。

「誘ゆう拐かいされる前に、カジノでこの子と話をしたの。親とはぐれたのかと思って。でも、この子は私がロザベラと名乗っただけで、デ・コスタの娘むすめだって気付いたの。写真を見たって言ってた。それから、自分はきっと殺されるって言って……自分がどんなふうに死んでも、ある人の仕し業わざだって」

　ロージーは顔を上げ、自分を見つめるエミリオにその名を告げた。

「その人の名前は、サルヴァトーレ・デスデーリだ、って」

「……デスデーリ？」

　エミリオの表情が変わったのがわかった。

　ロージーは頷うなずいて続けた。

「私なら知っているって言っていたけれど、私はそんな名前の人は知らない。もっと詳くわしく聞きたかったけれど、あの子はあいつが来るって言って、逃にげ出して……追いかけたけど、見失ってしまった。サルヴァトーレ・デスデーリについて、エミリオは何か知っているの？」

　エミリオは、今のロージーの話に戸と惑まどっているみたいだった。

「ああ、だがそんな子どもが知っていていい話じゃない。その子は、君の写真をどこで見たかは言っていたかい？　その名前の人物をどこで知ったかは？」

「いいえ……あの、誰だれなの、デスデーリって……」

「デスデーリ家は、我々デ・コスタ家の分家だよ。最近まで残っていた、最後の分家だ」

　ロージーは驚いて、つぶらな青い目を瞬またたかせた。

「分家……？　って、同じ血を引いている、ってこと？」

「ああ。この大陸に来る前は、デ・コスタにも分家があった。三つだけね。そのうちの二つは新大陸渡と航こう前に断絶して、デスデーリ家も……十九年前に、最後の息むす子こが死んで断絶したよ」

　デ・コスタは母系遺伝で異能の力を子に引き継つぐ。異能の流出を防ぐため、決して他家に娘を嫁とつがせたりはしないのだと思っていた。

「驚いたかい？」

「あの……意外で」

「そうだね。分家は、本家に血筋を供給するための保険のようなものさ。本家の我々だけでは、必ずしもうまく血筋を残せるとは限らないから」

「供……給……？」

　エミリオの言葉を理解した途と端たん、背筋がぞわりと総毛立った。

　本家に血筋を供給するためにいる。

　それは、つまり、ロージーがこの屋や敷しきで求められているのと同じ、ただ子を産むための道具だということだ。

「……ぶ、分家の人たちは、それを受け入れていたの……!?」

「男たちは同じ商売をしていて、実質的には一心同体だったからね。あちらの娘をこちらが娶めとったり、必要な場合は逆もあった」

　エミリオは嘆たん息そく混じりに呟つぶやいた。

「だが、結局は他の二つの家も、十九年前に滅ほろんだデスデーリ家も、デ・コスタ家に反逆したんだよ。血で血を洗う抗こう争そうの結果、彼らは滅んで我々は生き延びた。サルヴァトーレ・デスデーリは、その抗争の中で行方ゆくえ不明になった少年の名前だね。死体も残さないようなやり方で始末されたんだろうと思われていた。それが、デスデーリ家の最後の息子。当時……そうだな、ちょうどその子どもと同じくらいの歳だったかな」

　エミリオがその子ども、と言ったのは、新聞の一面を飾かざるアンドリュー・ベイカーのことだ。

「……サルヴァトーレが生きていると思う？」

「いや。死体こそ出なかったが、彼が逃げた痕こん跡せきもなかった。何しろまだ子どもだ」

「でも、彼もデ・コスタの男でしょう？」

　エミリオは驚いたように軽く目を瞠みはって、それから微笑ほほえんだ。

「そうだね。分家だが、確かに我々と同じ血を引いている。我々の同類だ」

　ロージーはもう一度、アンドリューの写真を見た。

　サルヴァトーレ、抗争で死んだとされている子ども。

　デ・コスタの血を引いて育った彼がどんな教育をされたのかはわからないけれど、ダリオがぽつりと語った彼自身の子ども時代の思い出から考えると、普ふ通つうの子どもとは少し違ちがっていたかもしれない。ダリオが初めて銃じゆうに触ふれたのは十の時だと言っていた。屋敷には幼い頃から色々な男が出入りする。法律よりも名めい誉よと連帯を重んじるように教え込まれる。

　何より、サルヴァトーレはダリオやノアと同じ血を引いている。

「……彼は、《力》を持っていたの？」

　エミリオは、口の端はしだけを歪ゆがめるような笑えみを浮うかべて言った。

「ああ、一族の男なら、普通はね」

　唯ゆい一いつ《力》を持たないエミリオの皮肉に気付いて、ロージーは狼ろう狽ばいする。その反応を面おも白しろがるように、エミリオはくすくすと笑った。




『《力》のない子にも、価値はあるの』




　ひと月前、ロージーがエミリオに言った言葉だ。

　ロージーには挑ちよう発はつするつもりも嘲あざけるつもりもなかったけれど、そう聞こえた可能性はある。実際、あの瞬しゆん間かん、エミリオは驚きよう愕がくし、……たぶん、少なからず動どう揺ようしていた。

　でも、あれ以降、エミリオがそういった部分をロージーに見せることはなくなった。

　本当に気にしていないのか、それとも、気にしていない風を装よそおっているのか。

　ロージーは話を変えることにした。

「……それで、サルヴァトーレのことは、ウェストエンドでは有名なの？」

「いいや。公式には、行方不明になった少年、というだけの存在だ。二十年前ウェストエンドに住んでいた人間なら抗争のことは知っているだろうし、デスデーリの名前を覚えている者もいるだろう。だが、詳しよう細さいを報道した者はいないよ。本当に、どこで知ったのか……」

　大人なら、探たん偵ていを雇やとえばわかる情報かもしれない。でも、相手は九歳の子どもだ。

（誰かの話を盗ぬすみ聞きしたとか……？）

「……ダリオは、少し甘やかされて育ってしまったね」

　ふとエミリオが、扉とびらの方に視線をやって呟いた。

　ダリオは華はなやかで、憎にくめない魅み力りよくのある青年だけれど、かなり我が儘ままだし、かんしゃく持ちだ。

　それでいて、たぶん、一人前だと認められたいという思いは強い。

（……この後、ダリオはやっぱりおとなしくなんてしていられないんじゃないのかな）

　ロージーはそのことをエミリオがどう考えているのか気になって、彼を見た。

　エミリオは視線に気付いて、軽く肩かたを竦すくめた。

「あの子の首に縄なわをかけて、ノアに四六時中見張っていろとは言えないよ」

　でも、そうしなければ、ダリオを止められる者はいない。

「……ダリオも、デ・コスタの男だから？」

　ダリオも、《力》を持ち、デ・コスタの教育を受けてきた。『名誉』を重んじる、特とく殊しゆな掟おきての中で生きてきた。

　それを、籠かごの中に閉じ込め続けることはできないだろう。

「君もわかってきたようで、嬉うれしいね」

　エミリオはそう言って、ロージーに退室を命じた。




　ダリオはその日の夜のうちに隠かくれ家がを抜ぬけ出した。

　結局、エミリオの言葉通りだった。ダリオを止められる者は《力》を持つノアしかいなかったし、ノアにダリオのお守もりだけをさせておくわけにはいかない。

　ロージーがそれを告げられたのは、朝食会の後のことだった。幹部にはダリオが抜け出したことは伏ふせられている。

　二階の廊ろう下かには、大きな出窓がある。

　その明るい出窓の前で立ち止まり、ロージーはエミリオに尋たずねた。

「どうして私に教えてくれたの？」

「どうせ抜け出すと君は思っていただろう」

　その通りだ。幹部の何人かも勘かんづいているだろう。ダリオは、はっきり言って無む鉄てつ砲ぽうなところがある。

「……エミリオ、お願いがあるの」

「お願い？　君が、私に？」

　エミリオはわざと大げさに不思議そうな顔をして聞き返す。

「君は私の助けを借りるくらいなら舌をかみ切るかと思ったけれど」

　一ヶ月前にやり合ったことを、彼はやはり忘れてはいなかった。

　嫌いやみにひるみそうになりながらも、顔を上げる。

「……許しが欲しいの」

　言ってごらん、とエミリオが目で促うながす。

　ちょうど窓から陽光が差し込んでいた。春を迎むかえて力強さを増した朝の光が顔を射るようだった。

　その眩まぶしさに抗あらがって、ロージーはエミリオの目を見たまま言った。

「ダリオを捜さがしたい。それに、あのアンドリュー・ベイカーも」

「……何故なぜ、君にそんなことをする権利があると思う？　カメラに関してはなかなか防ぎ切れることではなかったし、今回だけは君の責任は問わないが、今後も君が関かん与よすることじゃない」

　エミリオはゆっくりと目を細める。いたぶるように、試ためすように。

「この件は、そもそも、私の縄なわ張ばりで起こったことだから。だから、私にも関かかわる権利が、あると、思うの」

　緊きん張ちようし、少し詰つまりそうになったけれど、そう言い切った。

　エミリオは、ふぅん、と呟いて顎あごに手をあてがう。

「……カジノの仕事は、当分休みだったね」

「ええ、あんなことがあったから。記者も警察も多いし、しばらくは賭と場ばを閉めるわ」

　せっかくのショーの再開も無む駄だになってしまったかもしれない。

　だからといって、ただ残念がっていては、本当に何もかも無駄になる。

「せめて、その間、あの二人を捜すことを許して欲しいの」

　少しの沈ちん黙もくの後、エミリオは頷うなずいた。

「いいだろう。ただし、無理はしないこと。何かわかったら、私に連れん絡らくを。いいね？」

　視界の端はしでちらりと影かげが動いたような気がして振ふり向くと、ハンチング帽ぼうの男が立っていた。

　エミリオの直属の部下で、ロージーの外出中は彼女の護衛を任されている、《クモ》だ。

「わかった。ありがとう、エミリオ。よろしくお願いします……《クモ》、さん」

《クモ》は、壁かべが作る影の中で、小さく頷いた。
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　話が終わり、ロザベラが自室に戻もどるのを見届けてから、ノアは廊ろう下かを歩いてエミリオに近づいた。

　エミリオは足音か気配に気付いて振り返り、いつものように紳しん士しぶった穏おだやかな笑みを見せる。

「やあ、ノア。ロザベラに挨あい拶さつかい？」

「……いや、あんたと話がしたかっただけさ」

　エミリオがわざわざロザベラの名前を出したのは、ノアがロザベラが部屋に入るのを待って声をかけてきたことに気付いているからだ。

　怒いかりであれ苛いら立だちであれ、反応を見せれば相手を喜ばせるだけだとわかっていたので、ノアはいつもの冷れい淡たんな態度を貫つらぬく。

「ダリオの捜そう索さくをロザベラだけに任せるわけではないだろう。人手はいるか？」

「いや、いいよ。こちらでなんとかする。仕事があれば声をかけるよ」

　エミリオは特に表情を変えず、笑みを浮かべたままそう答えた。

　ダリオを特別心配していたり、焦あせったりしている様子は見せない。

　それでも、心配なはずなのだ。そうでなくては困る。

　ノアは窓の明るさを避さけるようにカーテンの手前で立ち止まった。

「……鎖くさりでもつけて監かん禁きんしておくべきだったんじゃないか？」

「さして意味はないんじゃないかな。ダリオはやると決めたらその通りにする子だから」

「迷めい惑わくなやつだ」

「警察に見つかるほどバカじゃない。行方ゆくえは追うがね」

「問題は警察だけじゃないだろう。誰だれがあのバカを嵌はめたか、だ。もしアリスタが関わっていたらどうする。警察には無理でも、やつらには見つけられるかもしれない」

　エミリオが、訝いぶかしげな顔をする。

「彼らが戻ってきたと言うのかい？　まだ危険だろう、あれから一ヶ月しか経たっていない」

「だが、アリスタの関係者が潜せん伏ぷくして、まだ俺たちを狙ねらっている可能性もある。アリスタ以外にも幾いくらでも敵がいる。今回のは、警察のやり方にしてはまどろっこしい。警察だけを気にしていりゃいいってわけじゃない。あんただってわかってるだろ」

「ノアは心配性しようだね」

　本気か、単にノアの追及をかわすためか、エミリオは笑えみを深めてそう言った。

「警察以外にも目は光らせるよ。有望なのは、市長選絡がらみだけれどね。どのみち、ダリオの伝つ手てや事情を知っている我々より早くダリオを見つけ出せる組織があるのかい？　さ、君は自分の仕事に戻りなさい。それから──」

　すれ違ちがいざま、エミリオはくすりと笑う。

「ロザベラに、少しは優やさしくしてあげたら？」

　一いつ瞬しゆん苛いら立だちが表に出そうになったが、ノアは冷静に、囁ささやき返した。

「この時期にダリオがこれ以上何かやらかしたら、あんたも俺もタダじゃすまないぞ」

　くく、と笑いを漏もらし、エミリオは廊下を歩いていく。

　長い年月をこの兄と付き合ってきたノアには、エミリオの僅わずかな変化でも感じ取れる自信があった。心情を表に出すことの少ない男だが、多少は漏れるものだ。

　それでも、今回はほとんど変化は窺うかがえなかった。

　そこが却かえって、おかしい。いつものエミリオよりも、感情を内に押し込めている感じがする。

　ダリオがいなくなったのだから、苛立ちが出て来てもおかしくはないのに、それすら表面上のことに感じられた。

　もう少し、彼の様子を見る必要があるだろう。

　ノアは後ろ姿を見送ってから、自分も玄げん関かんホールへ向かった。







　２　ホット・チョコレート─Hot chocolate─







　ダリオはたぶんウェストエンドのあちこちに隠かくれ家ががある。それはノアやエミリオが知っているものばかりではないだろう。

　もしそこに閉じこもってしまったら、ロージーではとても行方を追えない。

　でも、ダリオは隠れるために飛び出したわけではない。

（ダリオは、この事件の真犯人を見つけたいんだ。自分を嵌めた犯人を。だから、ダリオが最初に行くとしたら──市長のところ）

　ベイカー議員は、以前から市長とデ・コスタの『好ましからざる繫つながり』について痛つう烈れつな批判を繰くり返してきたから、ベイカーの支持者たちは、今回の誘ゆう拐かいの裏には市長がいるに違いないと考えた。

　事件以来、市長はエミリオたちとの接せつ触しよくを拒こばんでいる。自分まで巻き添ぞえは食いたくない、ということなのだろうけれど、デ・コスタから長く逃にげ続けられるわけでもない。

　エミリオは、あっさりと彼のスケジュールを入手し、市長が夜の十時には支し援えん者である友人たちとナイトクラブに集まることを突つき止めた。

「さすがに警察も今回の事件は無視できない。市長選の有力候補の息むす子こが誘拐されてはね。だから、これは警察のマークの薄うすい君に行って欲しい。私からのメッセージを伝えるんだ。他ほかの人間にはわからないように。できるね？」

　ナイトクラブの住所と名前のメモを渡わたされて、ロージーは頷いた。

　昼間はダリオの行方を追ってあちこち話を聞いていた。情報は入ってくるものの、彼の現在の居場所は相変わらずわからないままだった。

　市長には、ロージーも会ってみたかった。

　ダリオを罠わなに嵌めたのが彼なら、いったい何故なぜそんなことをしたのか訊ききたかったし、他を捜さがすよりは、ダリオと遭そう遇ぐうする可能性もあるように思えた。

「ありがとう」

　エミリオは理解できない、というように目を丸くした。

「私は君に仕事を頼たのんだんだけど、わかってる？」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　礼を言ったのは、エミリオがロージーをこの件に関わらせてくれるからだ。

　エミリオは帽ぼう子しを取りながら、相変わらず理解不能だとでも言いたげな顔をしていた。彼の帰宅後すぐにロージーが階上から降りてきたので、玄関ホールで彼女にあらましを説明し、仕事を命じたのだ。

「エミリオも、ダリオが心配？」

　エミリオが家族を心配するなんてこときっとないのだろうけれど、ロージーはそう尋たずねた。

　階段を上りかけていたエミリオは、驚おどろいたように立ち止まって、ロージーを振ふり返った。

「心配？　まさか。彼をどうこうできる人間はこのウェストエンドにいないよ。……まあ、頭に血が昇のぼっていなければ、だけれど」

「ダリオは……」

　逆の立場なら、ダリオはなんだかんだ言って、エミリオのことを心配しただろう。

　ダリオも以前は、エミリオたち家族に仲良くして欲しいと願っていたのだから。

　その頃ころはきっと、エミリオのことだって嫌きらいじゃなかったはずだ。嫌いな人に仲良くして欲しいなんて思う子はいないからだ。

　今はどうかはわからないけれど、その頃のことを思い出して語るダリオは、悲しそうな顔をしていた。

　黙だまり込んだロージーを置いて、エミリオは階段を上がっていった。

　ふと顔を上げると、ノアが階段の上からロージーを見下ろしていた。

「！　ノア」

　ロージーの声が聞こえなかったはずはないのに、ノアは冷たい表情でロージーに背を向けて、階段を上がっていく。

（話、しなくちゃ。私、ノアともう何日も話してない。どうしよう、なんて言ったらいいの、どうして、ノアは……）

「わ、私のこと、嫌いになった？」

　ロージーはそう口走っていた。

　よりによってなんて訊き方をしてしまったんだ、と思うけれど、出た言葉は取り返せない。

「私、何か、したの？　ノアは、どうして私をそんなふうに、避けて、いるの？」

「おまえが気にするようなことじゃない」

　ノアが振り返らずに言って、廊ろう下かを歩いて自分の部屋へ入ろうとする。

「でも、あの、私が悪いんだよね？　何か、怒おこらせること、したんだよね？」

「そうじゃない」

「じゃあ、お話、しよう？」

「…………」

　ノアはロージーを無視して、自分の部屋へ向かう。ロージーはその背中を追いかけながらも、泣きそうになっていた。

（どうして？　どうしたらいいの？　私、私本当に嫌われたんだ）

　怖こわくて、動転して、混乱していた。愛されていなかったロージーを愛してくれたのはノアだけだ。ノアがロージーを愛して支えてくれた。愛されていると確信できた。少しずつ、自信を持つことができた。変わることができた。

　それなのに、こんな態度を取られては、すべてが揺ゆらいでしまう。

「ノア！」

　気がつくと、ロージーは彼の名前を叫さけんでいた。

　でも、ノアを止めることはできなかった。




　ウェストエンドでも繁はん華かな界かい隈わいにある『ブルームーン』は、歴史ある高級ナイトクラブだ。店内には大きなステージがあり、一流のダンサーや歌手のショーが見られる。

　店内は照明が抑おさえられ、テーブルは着き飾かざった女たちと盛装した男たちで埋うまっている。壁かべ際ぎわには、距きよ離りがあってもショーを見やすいよう他より高い位置に作られた席があって、ビロードのカーテンが左右から垂れて、周囲の席からの目め隠かくしになっていた。

　有名人や政治家が好むそのブースに、ロージーは一人そっと座っていた。

　陽気な音楽に合わせてダンサーたちが足を揃そろえて踊おどり、観客の目はステージに向けられていた。

　その中を、店員に案内されて来る男が一人。そばには護衛らしき屈くつ強きような男が付き添そっている。

　護衛を連れた男は、カーテンの向こうからロージーの席を覗のぞき込んで、驚いた顔をした。

　自分と友人の席だと案内された場所に、見知った友人ではなく、まだ若い少女が一人で座っていたからだ。

　男が後ろの案内役に文句を言おうとしたので、ロージーはすぐに立ち上がって、彼と対面した。

「ミルズ市長ですね。お会いできて光栄です。お待ちしておりました」

　あらかじめ考えておいた言葉なら、つっかえることは随ずい分ぶん少なくなった。

　できるだけ俯うつむかず、自分がデ・コスタの代表だと意識して、背筋を伸のばす。目が合った時に、教えられた通りににこりと微笑ほほえむと、相手もちょっと頰ほおを緩ゆるめてくれるのがわかった。

　まだあまりうまくは笑えないけれど、それでもできるだけ穏おだやかな態度で、ロージーは自己紹しよう介かいした。

「私はロザベラと言います。従兄いとこの使いで来ました」

「ロ──」

　初対面の少女の顔を見て、名乗った名前を口の中で繰り返し、そしておそらくは従兄という言葉に反応して、男の、ミルズの顔色が変わっていく。

　青ざめた彼は、振り返って護衛に命じた。

「み、見張ってろ」

　上うわ擦ずった声だった。

　突とつ然ぜんのデ・コスタの訪問に、ミルズはうろたえている。

「それで、どんなご用かな、その──何故、彼はあなたをここへ？」

　ショーを見やすいように、席はすべてステージの方を向いている。ロージーは自分が座っていた大きなソファを勧すすめ、自分も彼の隣となりに座った。

「従兄からの伝言を預かって参りました。あなたと話し合いたいそうです」

「話？　い、いや、私は今は選挙戦が……」

「ご理解ください。あなたからの頼みを聞いて、私の従兄は事件に巻き込まれたのです」

「だが、私もあんなことになるとは思っていなかったんだ！」

　ミルズは声を荒あらげた直後、自分の声の大きさに気付いて、周囲を気にしながら声を潜ひそめた。

「本当だ、私は知っていることはすべて彼に話した。これ以上話すことはない」

「……従兄を嵌はめた者に心当たりはありませんか？」

　ミルズは目を逸そらし、考えるような素そ振ぶりを見せて、首を振った。

「わからない。私も、本当に困っているんだ。こんなことになって、私まで共犯だと疑われて……とにかく、もう会いに来ないでくれ。ほとぼりが冷めるまでは距離を取ろう」

「……私たちと縁えんを切りたいのでしょうか？」

「そ、そこまでは言っていない。それに写真を撮とられたと聞いたぞ、それはこっちの問題じゃない、そちらの落ち度だ！」

　強い調子で言って、落ち着かなくなったのか、ミルズは立ち上がった。

「私はもう失礼するよ、用事を思い出したのでね」

　ミルズにはこの後用事なんかない。あからさまな噓うそだったけれど、ロージーは落ち着いた声で言った。

「従兄はあなたに会いたいと申しております。今度の選挙でも、必ず力に……」

「もういい、私は行くからなっ」

　慌あわてた様子で、ミルズは席から離はなれようとする。

　ロージーは彼のジャケットのポケットにメモを一枚滑すべり込ませた。

　ミルズはぎくりとしてロージーを見つめる。

　ロージーは落ち着いた声こわ音ねで言った──微笑んで。

「お待ちしております」

　ミルズは何も言わず、席を離れた。

　ロージーは彼がカーテンの向こう側に消えて、護衛とともに足音高く去って行くのを確かく認にんしてから、息を吐はき出し、ソファの背にすがりついた。

（……相変わらず慣れない。怖い。でも、ちゃんと、出来た……）

　ロージーの仕事は二つ。ダリオへの罠わなについて話し、ミルズの態度を確認すること。ミルズにエミリオとの会合場所のメモを渡わたすこと。電話では不在と言い張って逃にげ続けてきたミルズも、こうしてロージーが出向いて面会を求めた以上、拒こばむことはしないだろう。それではデ・コスタの面めん目ぼくを潰つぶすことになる。

（後は、市長が会合場所に来てくれれば……ダリオには会えなかったけど、仕事は果たした）

　どきどきと逸はやっていた心臓の音が、少しずつ落ち着いてくる。

　初めてデ・コスタの人間として外部の者と会ったのは、ウェストエンドに来たばかりの頃ころだった、とふと思い出す。

　エミリオの取引相手である東洋趣しゆ味みの医者と出会った直後も、こんなふうにどきどきして泣いてしまった。

（あの時は、ノアがそばにいてくれた……）

　兄だとは明かされていなかったから警けい戒かいしていたけれど、ノアはロージーの涙なみだを拭ぬぐってくれた。

　ノアの優やさしい乾かわいた指先を思い出して、なんだか無む性しように悲しくなってしまう。

　落ち込んだ気分を振ふり払はらおうと、ロージーは頭を振った。

（ううん、ノアがいなくても、今はもう大だい丈じよう夫ぶ。今まではノアに頼たよってばっかりだった。これからは、それじゃいけない。ノアも、私が頼ってばかりだったから、呆あきれたか、鍛きたえ直そうとして突つき放してる……のかも。私が、一人前になれば）

　そうしたら、またノアはロージーの方を向いてくれるかもしれない。

（愛して、くれる、かも）

　でもそんなふうに願うのは自分には分不相応というか、傲ごう慢まんなことのようにも思えて、ちょっと気が引ける。

　ロージーは十分な時間が過ぎたことに気付いて、立ち上がった。

　一応周囲に勘かんぐられないようミルズの後からすぐ出て行くことは避さけて待っていたけれど、今いま頃ごろはもうミルズも店外に出ただろう。

　そろそろ帰ろう。

　その時突然、ロージーの目の前でカーテンが音を立てて開かれた。

　ロージーは驚おどろいて身を硬くする。

「やあ、やっぱりあんただった」

　精せい悍かんな顔立ち。白い歯が褐かつ色しよくの肌はだに美しい対比を作る。黒い巻き毛と黒い目はメルキス系特有のものだ。

　リカルド・エストレージャ。

　快活に笑う男は、メルキス系の犯罪組織、アリスタ・ファミリーの若頭。

　一ヶ月前、ロージーの誘ゆう拐かいに失敗してウェストエンドを逃げ出した彼が、目の前にいた。

「ど……どうし、て」

　別人ではない。彼の顔をロージーはよく覚えている。愛あい嬌きようのある顔で、ロージーをからかい、脅おどした。

　あの日ベッドの上で間近に迫せまった彼の顔を、見み間ま違ちがえるはずがない。

　あの日とは違って、リカルドは癖くせのある髪かみを撫なでつけて整せい髪はつ料で整えているし、着ているものも洗いざらしのシャツと革かわのズボンではなくて、光こう沢たくのあるディナージャケットに黒い蝶ちようネクタイという夜会用の礼服だったけれど。

「ここが会員制じゃないからかな？」

　リカルドは笑ってロージーの肩かたをそっと押した。それだけで、力が入っていなかったロージーはソファにすとんと腰こしを落としてしまう。

　その隣に座り、リカルドは長い足を優ゆう雅がに組んだ。

「良い店だな。美味うまい酒、音楽、そして美女！　な、あんたのことさ、ロザベラ？」

「ひ、人を呼ぶわ。そうしたら、あなたは捕つかまる……」

「俺が？　俺はガルシア。メルキスから三日前に来たばかりの美術商だよ。何の罪も犯おかしちゃいない」

　身分を偽いつわって、再びウェストエンドに潜もぐり込んだのだ。

「無む駄だよ、あなたがリカルドだってことは、私が証言できる……！」

「ならやってみな」

　挑ちよう発はつするでもなく、リカルドはそう言う。

　ロージーは声を上げようとして戸と惑まどった。

（単に身分を偽っただけじゃない。たぶん、誰だれか後ろ盾だてを摑つかまえたんだ。パレデスに代わる、後ろ盾……政治家かもしれないし、警察の関係者かも）

　新たな後ろ盾によって守られているのなら、リカルドはすぐに釈しやく放ほうされるかもしれない。

　ロージーは唾つばを飲み込み、ただ座ったままずりずりと後あと退ずさってリカルドから離れた。

「何の、目的で、私の前に、現れたの……また、誘拐するつもり？」

「ただの挨あい拶さつさ。この衆目の中で誘拐は無理……いや、そうだな、あんたが自発的についてきてくれれば可能だな」

「そんなこと……っ！」

　するわけがない。

　見くびられたくなくてできるだけ強い眼まな差ざしで彼を睨にらみつけるけれど、青ざめていては意味がなかった。

　リカルドは小こ馬ば鹿かにしたように笑い、悠ゆう然ぜんと腕うでを伸のばす。ロージーの編み上げた髪の先に彼の指先が触ふれそうになった時──

　オートマチック・ピストルの銃じゆう口こうが、リカルドのこめかみに押し当てられた。

「は……おいおい、物ぶつ騒そうだな」

　リカルドは笑って言いながらも、ロージーに伸ばしていた手を下ろす。

　突とつ然ぜん現れ、リカルドに銃を突きつけた人物は、銃を下ろさずに言った。
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「目的はなんだ」

「あんたの従妹いとこが欲しい、ってところかな」

　リカルドは銃の持ち主を横目で見て、45口径の銃口を恐おそれもせずに答える。

　人形のように美しい顔に、すぐにでも引き金を引けそうな冷たい表情を浮うかべているのは──ここにいるはずのない、ノアだ。

「……帰るぞ、ロザベラ」

　ノアに声をかけられても、ロージーは呆ぼう然ぜんとしていた。カーテンで遮さえぎられて他ほかの者には見えないだろうけれど、目の前でノアがリカルドに銃を突きつけているのだ。

「来い」

　命じられて、ロージーの身体からだはようやく反応した。ソファから飛び上がるように立って、ノアのそばに駆かけ寄る。ノアは彼女の腰を抱だいて、銃をゆっくりと下ろした。

　リカルドは、ロージーとノアが去って行くまで、笑え顔がおで手をひらひらと振っていた。
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　カーテンの向こうから現れた少女がちらっとリカルドを見て、彼の隣となりに滑り込んできた。

「ふられちまった」

「ざまあみろ」

　ボブカットに黒いドレス姿の少女は、見た目に似合わない口の悪さでそう言い返す。目はステージのダンサーを追っている。

「ありゃ、レオは？」

「裏で呻うめいてる」

「あー……やっぱりあいつ一人じゃ無理だよなあ」

　仲間のレオにはロザベラの護衛を引きつけておくよう言っておいた。相手はエミリオの護衛でもある凄すご腕うでの東洋人だから、レオだけでは荷が重いかな、とはちらっと思っていたのだが。

　デ・コスタの次男まで出て来るとは思っていなかった。

　とりあえず、レオは生きているようなので良しとしよう。

「なあ、あいつらって仲良いの？　ほら、次男とロザベラ」

「……良かったと思うよ」

　少女は──かつてロザベラの身の回りの世話をしていたルチアはそう答えた。

「屋や敷しきにいた頃、二人が話しているのを時々見た。次男の方は素っ気なかったけど、でも……」

「ロザベラに惚ほれてた？」

　ルチアはじろりとリカルドを睨んだ。

「あんたはそんなふうにしか考えられないんだね」

「じゃあおまえの見立てを教えろよ」

「あいつ、ロザベラと一いつ緒しよの時は凄く優やさしい目をすることがあるし、しょっちゅうロザベラを叱しかるけど、思いやってるのがわかるって言うか……」

　視線をステージに戻もどし、ルチアは小さな声で言った。

「兄貴があたしを叱る時と同じなんだ。従妹ってよりかは、妹に接してるみたいだ」

　ルチアの兄、ジョットは、ロザベラに殺されたらしい。

　そのためにルチアはロザベラを恨うらみ、兄の仇かたきを取るため、デ・コスタと対立するアリスタに近づいた。

「それ、おかしくないか？　ロザベラは嫁よめ入いりのためにあの家に来たんだから、妹扱あつかいしてる場合じゃねーだろ。あの男もデ・コスタの人間なら、ロザベラを将来の嫁として見てるはずだ」

「……じゃあ、本当の兄妹きようだいなら？」

「はあ？　それ、本気で言ってんのか？」

「わかんないよ。とにかく、そう見えたってだけさ」

「兄妹、ねえ」

　二人の様子を、特に挑発された時のノアの表情の変化を思い出しながら、リカルドは呟つぶやいた。

「俺には兄妹には見えなかったけどなあ」

「……下世話な男」

　ルチアは不快そうに鼻を鳴らし、立ち上がった。
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「ノア、どうして、ここに、いるの」

　出会ったばかりの頃ころのように、ロージーの言葉は途と切ぎれ途切れになってしまう。

　ロージーは、《クモ》一人だけを連れて来た。ノアは一緒ではなかった。

　いつの間にかそばにいた《クモ》が、クロークに預けていたロージーのコートを肩にかけてくれる。

「あ、ありがとう……」

　ロージーは礼を言いつつ、もう一度ノアの様子を窺うかがった。

　ノアはクロークで帽ぼう子しを受け取って被かぶり直すと、すぐにまたロージーの腰を抱かかえるようにして、店の外に出た。

　初春の夜の風は心ここ地ちよく、緊きん張ちようして火ほ照てっていたロージーの肌はだを撫なでていく。

　薄うすいドレスの裾すそが翻ひるがえるのを気にしつつ、ロージーは懸けん命めいにノアの歩ほ幅はばについていき、すぐに通りに停とめてあった車の助手席に押し込まれた。

《クモ》がドアを閉めてくれる。これはノアの車だから、《クモ》はやってきた車で戻るのだろう。

　ノアと二人きり、狭せまい空間にいることに気付いて、ロージーの混乱は余計に深まる。

「あっ、あのっ、答えて、ノア……」

　ノアはすぐに車を発進させた。スロットルレバーを操作する彼の右手に、ロージーは自分の手を重ねた。

「ノア」

「…………」

　ノアは黙だまって速度を上げていく。

　夜の十時半を過ぎた頃だろうか。闇やみは車のヘッドライトや店のネオンに押しやられ、空には星も見えない。

　待ち続けたロージーに、ノアは幹線道路に出てから、ようやく口を開いた。

「おまえの後を追ってきた」

「私一人じゃ、仕事できない、って思った？」

「……違ちがう」

　ノアは考えながら、言葉を選んで言った。

「俺が勝手に心配しただけだ。おまえを信用していなかったわけじゃない」

「同じこと、じゃないの……？」

　こんなふうだから嫌きらわれてしまうのだろうかと、ロージーは肩かたを落とす。

「ごめんね。私、心配させてばっかりで」

　惨みじめで悲しくて、胸から直接言葉が零こぼれてしまうみたいに、ロージーは喋しやべり続けた。

「こんなんで、愛されたいなんて、酷ひどいよね……」

　突とつ然ぜん、ノアがブレーキをかけた。車を沿道に停めて、ロージーの顔を見て言う。

「そうじゃない」

　はっきりと告げられて、ロージーは瞬まばたきした。その拍ひよう子しに涙なみだが零れてしまって、ノアは苦しそうな顔をする。

「おまえが悪いわけじゃない。俺がおまえを守りたいだけだ。だからついて来たんだ。謝るべきなのは俺だ。……すまなかった」

「！　ち、違うよ、どうしてノアが謝るの？　ごめんね、ううん、ありがとう、助けてくれて。私一人だったら、やっぱり、その、困ってたし」

　待っていれば《クモ》が助けに来てくれたかもしれないが、それでも少しでも早くあの場から逃のがれたかったから、ノアの助けは、純じゆん粋すいにありがたかった。

　今なら言えそうな気がして、ロージーはずっと気になっていたことを、もう一度訊きいてみようとした。

「よかったら、教えて、欲しいんだけど。ノアは、私のこと、き……嫌いに、なっ……」

　最後まで言う前に、ノアが遮さえぎるように言った。

「嫌いになったわけじゃない」

「…………」

　では、愛されているのだろうか。

　ノアはなんだか苛いら立だっているみたいだった。隠かくしていることがあるような感じがした。

（愛してくれているから、私を守りたいって言ってくれる……そうなんだよね？　でも、それならどうして、私と話してくれないの？　私に、何か怒おこっているみたいに見える……）

　以前はあんなにすんなりと理解できたことが、今はよくわからなくなっている。

　後ろで《クモ》の車が停まったことに気付いて、ノアがまた車を出した。《クモ》の運転する車も後からついてくる。

「仕事はうまくいったのか」

「……うん、たぶん……」

　力なく答えながらも、ロージーは泣きそうな気持ちのまま、俯うつむいて助手席に座っていた。




　日付が変わる頃、ロージーは自室にいたエミリオを訪ねた。

　ガウンに袖そでを通したエミリオは、ソファに腰こしを下ろして何かアルコールの匂においのするものを飲みながら報告を聞き、考え込むように顎あごに指をやった。

「さて、どう思う、ロザベラ」

　戸と惑まどうロージーに微笑ほほえみかけ、彼はさらに促うながす。

「市長だよ。直接会ったのは君だから、君の意見も聞きたいかな」

　ロージーは一いつ拍ぱく置いて、考えをまとめてから口を開いた。

「……市長の態度は、おかしい、と思うの。落ち着かないみたいだったし、逃にげるみたいに帰って行った。デ・コスタとの付き合いをこれからもしていきたいのなら、そんな態度取るかな、と思ったの。彼は、もう、デ・コスタと付き合うつもりがないから、逃げてるのかも……」

「彼が裏切った、と思う？」

　そうだ、と言うには少し抵てい抗こうがあった。ミルズへの死し刑けい宣告のようにも思えて。

　でも、エミリオはこんなふうに言っていても、ロージーの答えを聞く前から考えを決めているはずだ。そう思うと少し気楽になれて、自分の意見を口にできた。

「……そう、思う」

　私も同意見だよ、とエミリオは言ってにっこりと笑った。

「ミルズは裏切り者だろう。……我々は一いち蓮れん托たく生しようだということを、彼にも理解していて欲しかったのだけれどね。会合場所と日時は伝えた？」

　ロージーは頷うなずいた。

　熱いチョコレートを出してもらっていたけれど、報告に必死で飲む余よ裕ゆうなんてなかった。エミリオは改めて彼女に仕草でそれを勧すすめ、ロージーはおずおずとカップを手に取った。

　チョコレートはかなり温ぬるくなって表面に膜まくができていた。それでも、甘さとカカオの香かおりが張り詰つめていた神経に優やさしい。

「……ねえ、ロザベラ、問題はなんだと思う？」

「え？」

　甘さにとろけていたロージーは、ハッとして顔を上げた。

　問題、と言われて考え込む。

　勿もち論ろん、裏切りは重大な問題だ。

　裏に誰だれかいるのなら、それが誰かというのを突つき止める必要もある。

　ダリオのことだってある。

　でも、当面一番問題なのは──

「……市長選のこと？」

「そう」

　エミリオは切り子のグラスに新しく琥こ珀はく色いろの液体を注いで、笑えみを深めた。

「ミルズに裏切りの代だい償しようを払はらわせる必要はある。裏切りをそそのかした者の正体と狙ねらいを摑つかむ必要もある。黒幕が警察や検察なら、新聞に情報を流すよりも、密ひそかに捜そう査さを進めていきなりダリオを逮たい捕ほした方が良かったはずだからね。君が会ったというリカルドのことも考えた方がいい。だが、早さつ急きゆうに対処しなければならないのは、市長選だ。息むす子こが誘ゆう拐かいされたことで、ベイカーには圧あつ倒とう的な同情票が集まっている。もしこのままミルズが負けてベイカーが勝つことになれば、市政府と我々の関係も終わる。それは避さけたい」

「でも、もう投票日まで一週間くらいでしょう。今からミルズ市長に代わる候補者を擁よう立りつすることはできない……」

「そこだよ。泡ほう沫まつ候補もいるが、この市長選はベイカーとミルズの一いつ騎き打うちだ。片や我々の敵、片や裏切り者。どちらがマシかは難しいが、裏切り者を懐かい柔じゆうする方が、まあ、可能性があるように思える。一度我々を裏切っているのだから、利益次し第だいではもう一度彼の『雇こ用よう主』を裏切らせることもできるだろう。彼の忠誠心なんてそんなものさ」

　それに対して、ベイカーは相当の堅かた物ぶつとして知られている。デ・コスタとしては可能な限り落ちて欲しい候補だ。

　ミルズなら、裏切りの理由が保身にしろ、金にしろ、こちらがそれ以上のものを提供できれば寝ね返がえる。

「……でも、どうしてそんなことを私に訊くの？」

「別に、さっき言った通りだよ。君が直接ミルズに会ったからね、印象を教えて欲しくて」

　でも、とまたロージーは繰くり返してしまう。

「私が何を言っても、エミリオがそれで考えを変えるなんてこと、きっとないのに」

　エミリオはその答えがおかしかったのか、いきなり笑い出した。

「ふふ、そうだね、いや、そうだねなんて言ってはいけないね。君にも考えて欲しかった、というのもあるかな。前回の……パレデスの一件で、君はちゃんと実力を示しただろう？　君はきちんと考えて動けば結果を出せるはずだ。だから、色々なことを考える訓練を積むべきだと思ったんだよ」

　そして、魅み力りよく的なウィンクをして付け加える。

「ノアにも言われたよ。君が結果を出せないのなら、君を使っている私に問題があるのかもしれない、とね。だからというわけじゃないが、少しは私も君を構ってあげるべきかなと思っていてね」

　……エミリオの考えがよくわからず、ロージーは不安になってくる。

（私を、教育したいと思っている、ということ？　私が前に言ったことで、私に腹を立てているわけじゃ、ないの？　腹を立てているけれど、それとは別に、私を教育して、使えるようにしたいということ……？）

　しかし、エミリオから教えてもらえるというのであれば、それに越こしたことはない。

（……エミリオが何を考えていても、私が、彼から教えられたことを吸収できればいいんだ。偉えらくなれば、全部、変えられる）

　ロージーは不安を抱いだきつつも、エミリオにそっと礼を言った。

「ありがとう」

「……飲んでから行きなさい。甘いものは好きだろう？」

　ロージーは勧められるままに、とろけるように濃こくて甘いチョコレートのカップにもう一度口をつけた。
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　ロザベラが部屋に戻もどると、エミリオはグラスを片手にレコードの棚たなを眺ながめた。

　エミリオの部屋は密談にも使うため、ある程度の防音はされていた。下の階にいるロザベラがうるさくて眠ねむれないのではないかという恐おそれはない。

　同じ階のノアは……まあ、気にすることもないだろう。

　けれど結局どれか一枚を選ぶということもなく、そのまま彼の目はレコードプレイヤーのそばに置かれた写真に向けられる。

　家族で撮とった随ずい分ぶん昔の写真だ。

　母に抱かれたダリオはまだ幼児で、ノアはそっぽを向いて、エミリオは警けい戒かいするような目をカメラに向けていた。父も母も無表情だった。

　ロザベラを『教育』してみようと思ったのは、ここ数週間のことだ。

　勿もち論ろん純じゆん粋すいにそれがデ・コスタの利益になると考えたからだが、同時にちょっとした趣しゆ味みのためでもある。

「あの子はどんなふうに育つだろうね」

　声に出して呟つぶやくと余計に楽しくなってくる。

　この屋や敷しきに来た時のロザベラを思い出す。可か憐れんで美しくはあったけれど、ただ震ふるえているだけだった、特に魅力もない少女。

　それが、一ヶ月前には、面めん倒どうな老人を一人罠わなに嵌はめてくれた。

　これからも彼女は変わっていくのだと、エミリオはその時確信したのだ。

　どうせなら、徹てつ底てい的に変わって欲しい、とも思った。

　もっと冷れい酷こくに、狡こう猾かつに、良心なんて吹ふき飛ばすくらいの変化を。

　その変化を想像するだけで、笑い出したくなるような、背筋がぞくぞくするような興奮がこみ上げてくる。

　どうせなら、自分がそこに少しでも手を貸してみたい。

「君の『妹』は、将来有望かもね、ノア」

　父から撲ぶたれて腫はれた頰ほおのまま写真に写った幼いノア。握にぎりしめた掌てのひらの中には鞭むちの傷もあったはずだ。

　幼いノアの輪りん郭かくを指で擦こすって、ふふ、と肩かたを震わせて笑った。







　３　エレベーター─Elevator─







　翌朝、エミリオはいつも通りの時間に屋敷を出た。警察はかなりあからさまに張り付いていて、エミリオの乗った車のすぐ後ろをついていく。

　それを二階の出窓から見送ったロージーは、振ふり返って、待っていてくれた《クモ》に声を掛かけた。

「出かけます」

　事件以来閉へい鎖さしていたカジノだが、エミリオやオーナーのパレデスと連れん絡らくを取り合い、事態に変化がなければ明日からの再開を決定していた。

（カジノが再開したら、時間がなくなる。ダリオを早く見つけないと）

　今日はダリオを捜さがすために一日時間を取らせてもらった。

　再開準備のための最終打ち合わせは今日の夜からで、従業員ではないとはいえ、ロージーも顔を出しておくようにと言われている。それまでに進展がなければ、ダリオのことは彼自身に任せるしかない。

（昨日は、隠かくれ家がを当たってダメだった。それなら……）

　考えながら、ロージーは廊ろう下かを歩き出し、《クモ》は静かについてくる。

　階段を降りたところで、それ以外の足音が混ざった。

　俯うつむいて考えを巡めぐらせていたロージーは、顔を上げた。

　玄げん関かん扉とびらの前にいたノアが、階段の方へやってくるところだった。

「ノア……」

　ノアからロージーに近づくなんて、最近では珍めずらしい。ロージーの心臓は何故なぜかどきりと強く鳴った。怖こわいからか、嬉うれしいからかは、よくわからない。

　美しい光こう沢たくがあるけれど陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きの黒のスーツを着て、青白い顔をした彼は、装そう塡てん済みの拳けん銃じゆうのように張り詰つめて見えた。

　ノアの口から出て来たのは、叱しつ責せきに近い言葉だった。

「おまえがダリオを捜していると昨夜エミリオから聞いた。エミリオがなんと言ったかは知らないが、おまえは自分のことだけ考えていればいいんだ」

　困って黙だまってしまったロージーを見下ろして、ノアの不ふ機き嫌げんさは募つのっていくように見える。

「……そんなに、あのバカを捜したいのか？」

　なんと言っていいかわからず、ただ小さく頷うなずいた。

「どうして放ほうっておかない」

「だ、だって……」

　前夜と同じくしどろもどろになりながら、ロージーは不器用に答える。

「家族、だから……」

　その答えに、あまり自信はない。

　ダリオは怖くて、あまり近づきたくない相手だ。

　でも、やっぱり、無事でいて欲しいと思う。

　ロージーを励はげまそうとしてかもしれないけれど、彼は自分がロージーのせいで変わったんだと言ってくれたから。

「心配、なの。こんなふうに、罠に、嵌められて」

　上手うまく説明できなくて、でも懸けん命めいに答えた。

「この家じゃあ、家族でも助け合うとは限らない」

　ノアは突つき放すように言った。

　酷ひどい言葉だと思う。

　でも、ノアだって単に冷たいだけの人じゃない。

　そういう考えに至る、理由があるのだ。

「サルヴァトーレ・デスデーリ、みたいに？」

「──その名前をどこで聞いた？」

　ノアは少なからず驚おどろいた顔をしていた。

　ロージーは、エミリオにも話した事をかいつまんでノアに語った。

「……それで、エミリオから教えて貰もらったの。デスデーリ家のことと、サルヴァトーレっていう子がいなくなったっていう話を。サルヴァトーレも、デ・コスタの抗こう争そうの犠ぎ牲せいになったんでしょう？　ノアは、きっと、そういう話をたくさん知ってるんでしょう……？」

　ノアは肯こう定ていしなかったけれど、否定もしなかった。ただ、何か深く考え込んでいるようだ。誘ゆう拐かいされた子どもがサルヴァトーレの名前を口にした件くだりが気になったのかもしれない。

　ロージーは深呼吸して、話を続けた。

「私、ノアが家族だからって助け合おうと思えないの、わかるよ。でも、私は、サルヴァトーレみたいに、不幸になる子が現れるのはいやなの。もう、そんな子は現れて欲しくない。ダリオのことも、家族だから力になりたい、って思う」

　ノアは口を横一文字に結んで、じっとロージーを見つめていて、ロージーは怯ひるみそうになった。

　でも次の瞬しゆん間かん、不思議なことに、ノアの顔に力ない表情が浮うかんだ。

（泣きそう？）

　そんなことあるわけないのに、ロージーは何故かそう思ってしまった。

　ノアの腕うでが伸のびて、ロージーの髪かみにそっと触ふれた。蜂はち蜜みつ色の髪を指で梳すくその手つきが、いつになく優やさしくて──直接ロージーの頰や額に触れないよう、気を遣つかっているのがわかる。

　そんな気遣い、要いらないのに。

「俺が同じ立場でも捜しに行くのか」

　ノアの態度に気を取られて、返答が遅おくれた。ロージーは妙みような沈ちん黙もくを埋うめるように、慌あわてて答えた。

「さ、捜すよ。心配だもの……」

「俺は犯罪で生きてきた人間だ」

　ノアからさっきまでの弱々しい表情は消えた。ただいつも以上に感情のない顔で、淡たん々たんと続ける。

「そんな人間がもし嵌められたとしても、それは自じ業ごう自じ得とくじゃないのか？」

「そんなこと……っ！」

「今回のことが事実無根だろうが関係ない。俺たちはそれ以上の罪を犯おかしてきたんだ」

　ロージーは、ノアが覗のぞかせた表情の意味がわかった気がした。

（ノアは、やっぱり、犯罪行こう為いはしたくないんだ。優しい人だもの。でも、法を犯してるから、罪悪感があって、こんなことを言うんだ）

　ノアの腕を摑つかんで、訴うつたえた。

「どうなっても、私はノアの味方だよ。ノアが嵌められても、どこかへ行ってしまっても、私は、ノアの味方なの。だって、あ、愛してる、から……っ」

　いっそ勢いよく言えてしまったらよかったのに、やっぱり言葉にするのは少し恥はずかしくて、ロージーは顔を真っ赤に染めて俯いてしまう。

　ノアの腕から指を離はなそうとしたけれど、ノアはその手を摑んだ。

「何故だ」

　そんなことを訊きかれるとは思っていなかった。

　言葉に詰まったロージーに、ノアは指をいっそう強く絡からめ、さらに問いかける。

「兄妹きようだい、だからか」

「あ……」

　兄妹だから好き、ノアがノアだから好き。

　どちらも、ロージーにとっては本当のことだ。

　でも……




『もしも妹じゃなかったら、ノアは私を愛してくれないの？』




　かつて自分がノアに投げかけた問いだ。

　ノアはそんな仮定は無意味だと言って答えてくれなかった。ノアにとって、自分はあくまで妹だから好意の対象になっているのだろう。

（ノアがノアだから好き、って言いたい。でも、私から、ノアにこんなこと言っても、迷めい惑わくに思われるかもしれない。気持ち悪い、って、思われるかもしれない……）

　どう言ったらいいのか迷ううちに、ノアの手にいっそうの力が籠こもるのがわかった。

　怖くなったロージーは俯いて、つい頷いてしまう。

「なら、どうして俺は」

　ノアは、低い声で呟つぶやいた。

「ダリオやエミリオを愛せない？」

「────！」

　ロージーは勢いよく顔を上げた。

　愛せない。

　ノアは虚こ空くうみたいな目をしていた。闇やみ夜よみたいな青だった。

　もしかしたら、ノアだって兄弟たちを愛そうと努力したかもしれない。

　でも、十八年間、彼は本当に、誇こ張ちよう無しに、彼らを愛して来なかったのだ。

（私のことは愛してくれたのに）

　彼らと自分の何が違ちがうだろう。性別？　性格？　立場？　育った環かん境きよう？

　確かに、違うことはありすぎる。

　そして、性格こそ違うけれど、自分と同じ性別、同じ環境で育ち、同じような立場を獲かく得とくした兄弟たちを、彼は愛せないと言うのだ。

（ノアは、自分自身を、愛せてるの？）

　深い、闇やみのような業ごうを感じて、ロージーは言葉を失う。

　ノアの手がするりと離れて、彼は三階へ上がっていった。

　いつの間にか外に出ていた《クモ》は、車を玄げん関かん前の車寄せに停とめて待っていた。




　ノアには止められたけれど、ロージーはダリオを捜さがしに行った。

「なんですか、朝から」

　眠ねむそうと言えば常時眠そうな目をしたリッツは、呆あきれた顔でそう言った。

　朝から開いている小さなダイナーに彼を呼び出したロージーは、奥の席で小さくなる。

「ごめんなさい……」

「前にも言いましたけどね、謝るくらいなら最初からやらないでくださいよ。あなたみたいな人に謝られると、こっちに妙な罪悪感がのし掛かかるんですから」

　堂々としてろ、とリッツは言いたいのだろう。さらに謝るわけにもいかず、ロージーは言葉に詰つまる。

「それでご用件は？　マフィン食べに来たわけじゃないんでしょう？」

　そう言いながら、リッツはロージーの前の席に腰こしを下ろし、ウェイトレスにコーヒーを注文した。

「あの、今日、もし良かったら、一日付き合って欲しいんです」

「はあ？」

　店内にはラジオ放送のチェロ演奏が流れ、人のざわめきもあったけれど、ロージーは念のため、声を潜ひそめた。

「ダ、ダリオのこと、聞いてます？」

「ああ、実は姿をくらましてるって──」

　その時、曲が終わって、客から何か言われた店員がラジオのチューニングをいじった。チャンネルが変わって、雑音の後に朝のニュースを知らせるアナウンサーの声が聞こえてきた。

『……依い然ぜんとして全容は解明されておりません。警察発表によると、アンドリュー・ベイカー君九歳は……』

　ちょうど、あの事件のことを伝えるニュースが流れてきた。どちらからともなく黙だまって、ラジオに耳を傾かたむける。

　その時、アナウンサーの声がちょっとひっくり返った。

『今入ったニュースです。ウェストエンド市警は、重要参考人として行方ゆくえを捜そう索さくしていたダリオ・デ・コスタ氏と本日未明銃じゆう撃げき戦せんになったと発表しました。氏は現在も逃とう走そう中であり、警察は市民に注意を呼びかけるとともに、公務執しつ行こう妨ぼう害がいと未成年者略取の容疑で逮たい捕ほ状じようを……』

　ホットミルクを飲もうとしていたロージーの手が震ふるえ、カップの中でミルクがみっともないくらい躍おどった。

　リッツはその手にそっと触ふれて、カップをテーブルに下ろさせ、困ったような目を向けた。

「今の、ドンナ・ロザベラも初耳……ですよね」

　ロージーが頷うなずくのを見て、リッツは周囲をさりげなく見回し、不ふ審しんがられていないか確かく認にんした。

「わかりました。これを飲んだら出ましょう。話は追々聞きます。まあ……想像はついてますがね」

　リッツはコーヒーを啜すすってから、その味についてぶつぶつ文句を言った。

　ロージーは青ざめたままラジオに耳を澄すまし、ミルクが冷めるのを待った。




　ダリオ捜しを手伝って欲しくて呼び出した、と聞くと、リッツはやっぱりね、という顔をした。

「それで、これからどうするんですか」

　並んで歩道を歩きながら、リッツはそう尋たずねてきた。

「……やっぱり、ダリオを捜したい……と思います」

「でしょうね」

　動どう揺ようが治まってくると、恐おそろしい想像が頭を掠かすめる。今朝の銃撃戦は逃にげられたみたいだけれど、もし見つかって、また銃撃を受けたりしたら、とか。

　警察より早く、ダリオを見つける。

　それが、自分ができる最大のことに思えた。

「手伝って、もらえませんか」

「その前に、一つお尋ねしたいんですが。なんで俺なんですかね？」

「感じが……あの、」

　ロージーは言葉に詰まりながらも答えた。

「感じが、似ているんです。ダリオと、あなたが」

「はあ？　そいつは光栄なことですが、俺としては似てるなんて思ったことはないんですがね」

「ギャンブラー、なところが似てる、気がします……」

「……そうですかねえ」

　リッツは納なつ得とくできない様子だ。

　ロージーは、さらに頼たのみ込んだ。

「お願いします。あなたは、あちこちに顔が利きくって聞いています。今、ダリオについての情報はなんでも欲しいんです」

　リッツは渋じゆう面めんでロージーを見ていたが、諦あきらめたように言った。

「……知り合いに電話してみますんで、ちょいと待っててもらえませんか？」

「！　はっ、はい、ありがとうございます！」

　ロージーはその場で立ち止まって彼に礼を言った。

　リッツは周囲の目が気になったのか、やめてください、と口早に言って、ロージーの肩かたを押して通りを急ぐ。

「断るのも怖こわいもので」

「あっ……」

　リッツの呟きを聞いて、ロージーも考えてみればリッツにあまり選せん択たくの余地がなかったことに気付く。

　何しろ、ロージーはエミリオの従妹いとこで、ロージーが捜したいのはエミリオの弟であるダリオなのだ。これを断ったら組織で生きていけないかもしれない、と思うのは無理もない。

「ご、ごめんなさい。あの、でも、別にこれは命令というわけではなくて……」

「わかってますよ」

　からかっただけです、と今にも笑い出しそうな顔で、リッツは付け加えた。

「ま、どのみちあなたのお世話ってのは俺の役目ですからね。じゃあ、ちょいとお待ちを」

　リッツは、目に付いた電話ボックスに入って行った。

　待つ間、ロージーの心は期待と諦めの間を行ったり来たりしていた。そのうちに諦めに傾きかけた頃ころ、リッツがボックスから出て来て、ロージーにそっと耳打ちした。

「警察発表があってから、動きがあったようです。港の方で情報屋ともめたという話です。ついさっきですよ。警察は、目もく撃げき場所から、船で逃とう亡ぼうの可能性が高いと判断してるようです。情報屋のところへ行ってみますか？」

　ロージーは頷きかけたけれど、少し考えて首を横に振ふった。

「……陽動、のような気がします」

「陽動？」

「ええと……リッツが、教えてくれましたよね。他人の目を欺あざむこうとする人間は、騒さわぎが起こった時を狙ねらうって。騒ぎが起こらないのなら、自分で起こすこともあるって。イカサマ師二人がぐるになって、片方が陽動のために騒いで、ディーラーや従業員の注目を集めるとか……」

　不安も迷いもあったけれど、リッツは比ひ較かく的てき話しやすく、言葉はすんなりと出て来た。

「リッツは、あの、賭と博ばく師なんですよね」

「ええ、まあ、そんな感じのものですが。むしろ──ああ」

　リッツはロージーの意図に気付いて、にやりと笑った。

「なるほど、あなたの見る目は確かなようだ。俺は賭博師としては行ぎよう儀ぎの良い方じゃない。俺とドン・ダリオは似たタイプ、なんですね？　行儀の悪い賭博師。ちょいと……そう、手て癖くせの悪い、ね」

　意図が伝わって、しかも相手が怒おこっていないことに気付いて、ロージーは胸を撫なで下ろす。

「そう、です。あの、ごめんなさい……」

「いいんですよ、納得できました。ドン・ダリオも、カジノのイカサマ師と同じ手を使ったかも、と思うんですね。でも、根こん拠きよはなんです？　手癖の悪い賭博師って以外に」

「ダリオは、たぶん逃げないと思うんです。彼は、自分を嵌はめた人間を見つけようとしていたので……だから、逃げたように見せかけようとしただけじゃないかと。それに、私、昨日は一日ダリオの情報を追って彼の行きそうな場所に行ってみたんですけど、全部空から振ぶりでした。私の要領が悪いせいだって最初は思ってたんですけど、こんなに情報がばらばら出て来るのに本人が見つからないんですから、ダリオはわざと情報をばらまいて攪かく乱らんしてるのかも……って思ったんです」

　リッツは口笛を吹ふく。

「悪くないんじゃないでしょうかね。俺が教師ならあと一点で及きゆう第だい点をあげるところです」

　何が足りないのかは、わかっている。

「……結局、ダリオがどこにいるのか、まだわからないんです」

　リッツは目立たないように、またゆっくりと歩き出した。ロージーでも余よ裕ゆうを持ってついていける速度だった。

「情報屋といざこざを起こした、港にいる、船で逃げようとしている。この三つがドン・ダリオの流した偽にせ情報だとします。この逆を言うのなら、ドン・ダリオは港にはいないし、船で逃げようとはしていない。なんだってこんな噂うわさをわざわざ流したのか、考えてみましょう」

「……イカサマを仕し掛かけようとしているから……」

　言葉はおかしい気がするけれど、リッツは同意した。

「そう、俺もそう思います。イカサマじゃありませんが、何か、目立つかもしれないことです。ちょっとした賭かけです。思うに、非常線を抜ぬけて移動するか、重要人物に接せつ触しよくしようとしている、ってところじゃないですかね」

　この事件で、ダリオがどうしても会いたいと思っているのは、たぶんミルズ市長だ。市長に会って、真意を問い質ただしたいはずなのだ。

　けれど、ミルズのガードは固い。ミルズのところに行けば、警察に捕つかまる可能性も高い。

「……もし市長のところに姿を見せたら、私ではもうどうしようも……」

「俺もお手上げですね。そこまでぶち切れていないことを願うしかないでしょう。陽動やら何やら使う頭があるくらいですから」

「じゃあ、移動のため？　隠かくれ家がを移ったとか？」

　市長候補の息むす子こが誘ゆう拐かいされてその容疑者が逃とう走そう中ということになれば、警察は検問を始めたはずだ。今いる隠れ家が危なくなって場所を移ろうにも、検問の穴を見つける必要がある。港で騒ぎを起こし、そちらに警察が人員を割さけば、その穴を作ることもできるかもしれない。

「そのために警察の目をどこかに引きつけておきたかった、という可能性は、まあありますが……」

　リッツは言葉を濁にごした。

　ロージーは気になったけれど、彼は誤ご魔ま化かすように話題を戻もどしてしまう。

「とにかく、隠れ家を移った可能性はありますね。どこか、彼が安心できる場所は知っていますか？　俺に言う必要はありませんよ、あんまり知りたくありませんし、その場にいたくもないですから」

　知る者は僅わずかで、ダリオが安心できそうな場所、なおかつ港側ではない。

　ロージーは昨日も市内のあちこちを調べ回ったが、すでに調べた隠れ家に、今日ダリオがいる可能性だってある。選せん択たく肢しはかなり広く、その中から一つを選ぶのは難しい。

「……もしかしたら」

　懸けん命めいに考えて、思いついたのは、一いつ軒けんの隠れ家。

　かなり郊こう外がいにあったから、昨日は直接足を運ぶことはなかった場所だ。ダリオなら、もっと市内の、動きやすい場所に潜せん伏ぷくして様子を窺うかがっていると思って、意識の外に置いてしまっていた。ダリオについての情報も、市内の中心部に集中していたから。

　でも、今まで振り回されていた情報が、すべてダリオの誘ゆう導どうだとするなら──

「ありがとう、リッツ。私、行ってみます」

　どういたしまして、とリッツは満まん更ざらでもなさそうな顔で言い、懐ふところから煙草たばこの箱を取り出した。

　その時、黒いセダンがすぐ横に停とまった。

　運転席には、神秘的な目の東洋系の男性。

　ロージーは思わず相好を崩くずし、改めてリッツに挨あい拶さつをしてから、助手席に滑すべり込んだ。




　ロージーは《クモ》の運転する車で、ウェストエンドの郊外に出た。

　山の手の方の、まだ半分森みたいなところだ。森が切り開かれて閑かん静せいな住宅街になっている中を突つっ切って──そこが検問を迂う回かいするための抜け道だった──狭せまい山道に入る。

　抜け道を調べたり、検問がある道を大きく迂回したりするのに、随ずい分ぶん時間を食ってしまったから、もう日は高い。

「追っ手はありません」

　何度も後ろを振り返って警戒するロージーに、《クモ》は前を向いてハンドルを握にぎったままそう言った。

「そうですね、ごめんなさい……」

　山道を行く車は、この一台きりだ。舗ほ装そうされているものの、道は徐じよ々じよに険しくなり、落石注意の看板も目に付く。

　それでも、やがてそれを抜けた。

「あっ、そこの脇わき道みちです！」

　ロージーは目印を見つけて、声を上げた。

　赤い樹皮を持った大きな杉すぎの木の陰かげに隠れるように、小さな狭い未舗装の道があった。轍わだちの付いたその道へ、《クモ》は車を乗り入れる。

　酷ひどい砂じや利り道だったから、このセダンのサスペンションでは衝しよ撃うげきを吸収し切れず、がたがたという振しん動どうが伝わってきた。車内の取っ手に摑つかまって、ロージーはそれをやり過ごす。

　そんな道を、十五分ほども進んだだろうか。

　前方に開けた土地と、古びた木造の建物が見えてきた。




　木造三階建ての建物は、かつて療りよう養よう所じよだった。

　風土病の患かん者じやを収容していた施し設せつで、伝でん染せん性を恐おそれた政府によって当時は隔かく離り政策がとられていた。

　広い農場は草や若木が生えて自然に回帰しようとしている。建物も風化が進んでいる。

　でも、確か、地下室にはワインの樽たるや缶かん詰づめが備び蓄ちくされているはずだ。

　ロージーは下手へたをすれば抜けてしまいそうな床ゆかを小走りで駆かけ抜け、蔦つたやその他ほかの植物に侵しん食しよくされつつある廃はい屋おくの中を見て回った。

（外に車が隠されていた。轍も新しい。ダリオはここにいる。でも、どこ……地下室はどこ？）

　ダリオから「何かあった時のために」と教えられていたものの、地下室の入り口がわからない。普ふ通つう、入ってすぐか、裏手か、とにかくわかりやすいところにあるものだと思っていたけれど……

　ロージーはホールに戻った。脆もろくなって破れたり汚よごれたりしている壁かべ紙がみをじっと見つめる。小さな違い和わ感かんも見み逃のがさないように。

　すると、一部だけ、壁紙が他より白っぽいところを見つけた。たぶん、新しい壁紙を貼はって、他と違ちがいが出ないように破いたり絵の具で汚したりして加工したものだ。それでも、全体の黄ばみ方からすると、ごく僅かに違和感がある。

　ロージーはその壁紙に指を這はわせて、指先で凹でこ凸ぼこを確かく認にんしていった。

「！」

　僅かな引っかかりに指をかけて手前に引っ張る。壁かべに見えたところに、扉とびらが隠されていたのだ。

　けれど、確かに扉は確認できたのに、１インチ以上開かない。

　向こう側から鍵かぎがかけられている。耳を扉に当てると、微かすかに音が聞こえた気がした。

　と、思った瞬しゆん間かん。

《クモ》がロージーの腰こしを抱だいて扉から引きはがして押し倒たおした。その直後、どん、という重い音が響ひびき、偽ぎ装そう扉とびらに穴が開いた。

「ひっ、いっ……！」

　遅おくればせながら耳を押さえて、ロージーは涙なみだ目めで顔を上げる。銃じゆう撃げきを受けたのだ。たぶん、ショットガン。扉には散さん弾だん特有の大きな穴が開いている。《クモ》が庇かばってくれなかったら、あの穴がロージーの腹に開いていた。

　扉の向こうの人物は、外したと見るや得え物ものを持ち替かえたようだった。

　すでに開いていた穴から、新たな弾たまが室内にばらまかれる。

　たぶん、これはサブマシンガン。

　がちがちと歯の根が合わないくらい震ふるえながらも、ロージーは声を張り上げた。

「ダリオ、私っ、私ロザベラよ！　ダリオっ、きゃあっ！」

《クモ》がロージーを抱きかかえてその場を逃にげて、別の壁かべ際ぎわへ。やっと発はつ砲ぽう音が止やみ、穴だらけになった扉の向こうから、声が聞こえてきた。

「ロザベラ？」

「そうよ！　撃うたないで、私と《クモ》さんだけだから！　い、今からそっちへ行くから！」

　ロージーは膝ひざの震えを堪こらえつつ、自分の足でなんとか立ち上がって、ゆっくりと扉へ近づいた。扉の向こうで小さな音がする。たぶん鍵が開いたのだろう。

　穴に指をかけて、ロージーは隠し扉を手前に開けた。

　真っ暗な、地下へと続く階段が、奈な落らくへの入り口みたいに続いている。

　その一段目に、ダリオが荒あらい息を吐はいて座っていた。

「ダリオ……！」

　ロージーはやっと彼を見つけた喜びに泣き笑いになって、それから、彼の右の腿ももに白い包帯が見えることに気付いて、笑いを引っ込めた。

「怪け我が、してるの……!?」

　ダリオは問いに答えず、まばゆい外の光に目を細めた。

「悪い、ドレス、汚れちまったな」

　ロージーのドレスは確かに銃弾を避よけた時に床の泥どろで汚れていた。

「……っ！　そうじゃないでしょう、ダリオ！」

　さらにドレスが汚れるのも気にせず、ロージーは彼の傍かたわらに膝を突いた。




　ダリオはよく寝ねているようだ。

　ロージーはやっと少しだけ安あん堵どして、彼の寝顔を見つめていた。

　疲ひ労ろうのせいか出血のせいか、いつもより顔色が悪い。デ・コスタお抱かかえの医師が言うところでは、幸い傷は弾が掠かすっただけで、そう深いものではなく、今は多少引きずっても、二週間もおとなしくしていれば元通り走れるようになるそうだ。

　たぶん、最初の警察との銃撃戦で傷を負ったのだ。

（休んだり、食べたりする余よ裕ゆうはあったのかな……）

　一日二日で変わるわけもないと思うけれど、少し輪りん郭かくが尖とがって見える。やつれたというほどではなくて、幼さが削そがれたような。

（あ、そうだ）

　起きた時に自分がそばにいなくても驚おどろかないように、メモを残そう。

　ロージーはサイドテーブルの上にあったメモ帳とペンを手に取った。

　ペンを取る時、かたり、と小さな音が漏もれた。

　いきなり、ダリオが目を開け、青ざめた顔でベッドの上に飛び起きた。

「！　だ、ダリオ、私だよ、あの……」

　ダリオは室内と、柔やわらかなベッドと、清潔なシーツ、それから自分の足を包む新しい包帯を順じゆん繰ぐりに見て、最後にロージーと目を合わせた。

「ここ、どこだ？　俺、確かロザベラに山の中で会って……」

「あっ、あの、連れて、戻もどったの。ここは、ホテルだよ。リフト・ホテルの、最上階のお部屋。常連のお客様が、こっそり来て、こっそり泊とまっていけるようにしてる部屋なの。あ、大だい丈じよう夫ぶ、つけられていないから、ゆっくり休んで……」

「検問はどうした!?」

　ダリオが混乱しているせいか、ロージーはだんだん落ち着いてきた。

「検問は、港や市内から出て行く車を重点的に調べているの。だから、市内へ入る抜ぬけ道なら結構あって。《クモ》さんと一いつ緒しよに、地図を調べて、あと、リッツが協力してくれて……」

　ダリオの顔はいっそう青ざめた。

「何言ってんだ！　捜そう索さくが続いているだろう！　ここなんか、デ・コスタの息がかかってんだから真っ先に調べられるだろうが！」

「も、もう調べた後だよ。それに、ホテルは港とは反対側だし……」

　リフト・ホテルや海水浴場は沿岸部の南側にある。港があるのは北の入り江えだから、同じ沿岸部でも少し距きよ離りがある。

「調べた後って──今昼だろ、まだ」

「昼というか、もう朝なんだけど……一日後の……」

　分厚いカーテンの向こうで太陽は一ひと巡めぐりした後だ。

　ダリオはしばらく口を開けてロージーを見つめていたけれど、突とつ然ぜん眩め暈まいでもしたのか、ぱたりと枕まくらに頭を落とした。

「噓うそだろ……あー、そういえば何度か目が覚めたような……」

「きっと凄すごく疲つかれてたんだよ。あの、私たちが会ったのが夕方なの。道調べたりするのに結構時間もかかって……私も道ちょっと間ま違ちがえちゃったから。それから、夜にこっちに来て、ダリオは車でもうとうとしていたけど、ベッドに行ったらすぐ寝ちゃったの。あの……身体からだ、大丈夫？　お医者様は、休めばよくなるっておっしゃってたから、ゆっくり休んでね。あっ、お医者様も、ちゃんと組織のお抱えの人を呼んだから、通報の心配はないからね」

「つかなんでわざわざ市内まで連れて来たんだよ」

「だって、あんな山奥にお医者様呼べないもの。それに、あんまり目立たない場所だとダリオすぐ出歩くじゃない」

「なん……っ」

　また忙せわしく顔を上げ、絶句したダリオに、ロージーはもじもじしながら言った。

「怪我が治ってないのに出歩いて欲しくないの。それに、私は最初気付かなかったけど、ダリオがわざわざ昨日あんなふうに噂うわさを流して警察の目を引いたのは、怪我をしていたからでしょう？　怪我をして、思うように動けないから、念のために警察をそっちに引きつけておいた……それなら、今度も無理に出て行くかもしれないじゃない？　でも、ここは港側じゃないけど沿岸部だから、ここから中心部の方へ行くには、たぶんまだ警けい戒かいが厳しいと思う」

　リッツが気づきつつも言葉を濁にごしていたのは、ダリオの怪我の可能性だった。確かに、普ふ段だんのダリオなら、派手なカーチェイスをやってでも包ほう囲い網もうを抜けていた、気がする。

　ダリオはロージーが話すにつれて次し第だいに俯うつむき、最後にはベッドにごろんと横になってロージーに背を向けた。

「……恰かつ好こう悪わりぃ」

　ロージーが覗のぞき込もうとすると、もぞ、とシーツを持ち上げて顔を隠かくす。

「恰好悪くないよ、生きてたんだから」

「恰好悪いなら死んだ方がマシだ」

　ロージーは衝しよう動どうに駆かられてシーツを摑つかみ、それをダリオからはぎ取った。白い清潔なシーツがふわりと宙を舞まい、その向こうに驚いて目を大きく見開いたダリオの顔が現れた。

「何すんだよ！」

「ダリオのバカ！」

　ロージーからそんな言葉が飛び出すとは思ってもいなかったのだろう、ダリオはぎょっとした様子で身を引いた。

　ロージーだって、自分にこんな直接的な言葉で他人を罵ののしることができるなんて思わなかった。

　でも、腹が立ってしまったし、悲しかった。

「私がどれだけ心配したと思ってるの？　恰好悪くても、私はダリオが生きてる方がいいのに！」

　真っ赤な顔で、涙目で自分を睨にらむロージーを見て、ダリオはかなり狼ろう狽ばいしていた。

「い……いや、だってよ、ロザベラに、助けられちまって……逆だろ、こういうの普ふ通つう。俺が恰好良くロザベラを助けるんだよ、そうでなくちゃいけないんだよ」

「いけない、なんて誰だれが決めたの？」

「……う……、とにかくそういうもんなんだよ！　昔っから！」

　ダリオはきっとわかっていないのだ、とロージーは思った。ダリオが殺されてしまうんじゃないかとロージーがどれだけ心配したのか、わかっていない。傷ついたダリオを見て、どんな気持ちになったのか、想像もしていないのだ。

　もはや、言葉で言って聞かせてもダメだ。

　ロージーはそう悟さとり、きつい表情で、彼に命じた。

「ここにいて。絶対に部屋から出ないで。私を心配させたんだから、それくらいのことはちゃんと守って。今は、怪我を治すのを優先させるの。わかった？」

　ダリオはばつが悪そうな顔で、そっぽを向いた。

　それでもロージーが諦あきらめずにじっと動かず待っていると、彼は居い心ごこ地ち悪そうに身じろぎして、ついには頷うなずいた。

「……わかったよ……」

　やっと望んだ答えを得られて、ロージーは吊つり上げていた眦まなじりを下げた。

「約束よ？」

　はにかむように笑うロージーを見て、ダリオは、お、おう、と少しだけ曖あい昧まいな返事をした。

　ロージーはほっとして、部屋を出た。

　このフロアには従業員も限られた者しか入ることができない。エレベーターもこの部屋専用のもので、直接カジノや駐ちゆう車しや場まで行くことができる。

　ダリオを連れてきてからは、掃そう除じにも入らないように計らってもらっている。

　けれど、その廊ろう下かに、一人の人間がいた。

　扉とびらを閉めて振ふり返り、それに気付いたロージーは驚いて固まる──いたのは、ノアだった。

（怒おこってる……？）

　顔にはどんな表情も浮うかんでいない。

　でも、その裏に、押し殺した怒いかりを感じる。

「ロザベラ。何故なぜ、ダリオを連れてきた？」

　詰きつ問もんするみたいな口調だった。やっぱり怒っている、と確信して、ロージーは一歩後あと退ずさる。

　扉が背中に付いたけれど、扉を軋きしませてダリオを不安がらせたくなかったから、すぐに背中を浮かした。

「何故、って、だって、怪け我がしてたの。助け、ないと」

　ロージーたちがホテルへダリオを運び込み、診しん察さつを受けさせたのが六時間ほど前のことだ。すぐにでもエミリオに知らせたかったが、彼は仕事のために外がい泊はくする予定で連れん絡らくがつかなかったし、ノアも行方ゆくえがわからなかった。その後、ロージーは会議に出たりと忙しかった。

　ロージーが今日はカジノで過ごすと知ると《クモ》はエミリオに報告に戻ると言っていたから、合流できていればエミリオにはもう伝わっているはずだ。

　でも、ノアには、ロージーからは何も言っていない。

　怒られるのかな、とはちらっと思っていた。

　だって、ノアの言うことに背そむいてしまったから。

（でも、助けたかったんだもの）

　自分は間違ったことをしていない……はずだ。

　ノアは怖こわいくらいにゆっくりと距離を詰つめてくる。

「ダリオが手配されたのはわかっているだろう。匿かくまっているのがばれればおまえまで罪に問われるぞ」

「わ、わかって、る」

　ロージーはノアから逃のがれるように、壁かべを背中にして、じりじりと彼の横を回り込もうとする。でも、ゆったりと造られていても廊下は廊下に過ぎず、ノアが数歩動けばロージーは捕つかまってしまうだろう。

　そしてロージーが想像していたよりもずっと早いタイミングで、ノアが踏ふみ込み、ロージーの顔のすぐ横に左手を突ついて、進路を遮さえぎった。

　ノアの右手が上がりかける──叩たたかれるかと思ったけれど、その手はすぐに下りて、ただ堪こらえるように固く拳こぶしを作った。叩こうとしたのではなく触ふれようとしただけなのかもしれない。

　激情が零こぼれ出そうになったのは一いつ瞬しゆんのことで、ノアの声は平静に聞こえた。

「おまえは自分のことだけ考えていればいい。ダリオのことはエミリオや俺に任せておけばよかったんだ。何故動いた」

　家族、だから。

　同じ言葉を繰くり返すことの無意味さを悟り、ロージーは唇くちびるを嚙かむ。

　ノアは、家族だから助けたいなんて思わないのだ。

　たぶん、彼は本気でダリオのこともエミリオのことも愛してなんかいない。

　そんな彼に、家族だから助けたい、なんて言っても、通じない。

「……ダリオは、私を、助けてくれたの。励はげましてくれたりも、したの。だから、力に、なりたいの」

「やつが好きか？」

「それは、」

　なんだかわけがわからなくなってきて、ロージーは涙なみだ目めになってしまう。

　好きか、という今のノアの問いが、どういう意味なのかわからない。

　従兄いとことして？　仲間として？　それとも、将来の結けつ婚こん相手として？

「わ、わからないよ、ノア……」

　わからないのは、自分じゃなくてノアの気持ちだ。

　ノアが、何を意図しているのか、わからない。

　この叩き付けられる怒りの理由が、わからない。

（私が心配なんだよね？　でも、何か、変だよ。それだけじゃない、よ……）

　彼の目を見るのが怖くて、ロージーは目を逸そらしてしまう。

「ロザベラ」

　ノアの手が、ロージーの顎あごを摑んで持ち上げた。

（ダメだ、怖い……！）

　今までにない恐きよう怖ふを感じて、ロージーは急にノアの胸を押して距きよ離りを取って、叫さけぶように早口で言った。

「わっ、私、カジノに行かなくちゃ！　今日から、再開、してるから……！」

　ノアの返答を待たず、彼の腕うでの下をかいくぐり、エレベーターの中に逃にげ込む。

　叩くようにボタンを押したけれど間に合わず、ノアが滑すべり込んできた。

「あっ……」

　扉が閉まり、エレベーターが下降を開始する。

　狭せまい籠かごの中にノアと二人きりだ。

　追い詰められた。

（失敗、した……）

　逃げられなかったばかりか、自分からノアに機会を提供したようなものだ。

　いや、単に話すだけなら、ロージーだってずっと望んでいたことだ。

　今日のノアは怖い。今まで手を上げられたことなんかなかったけれど、今日は叩かれるかもしれないとさえ思う。

　でも、エレベーターの隅すみで小さくなるロージーに、ノアはそれ以上近づこうとはしなかった。

　ただ、問いを繰り返しただけだった。

「……ダリオを、愛しているのか」

　好きなのか、愛しているのか──答えなければもう逃げられない。

　ロージーは色を失った唇を開いた。

「愛しているよ。家族だもの……」

「家族か」

　ノアは意味を量りかねているように呟つぶやいた。想像通りの反応だった──そこまでは。

　ノアは、ロージーとは反対側の壁にもたれかかり、額をこつりと扉側の壁にぶつけて、独り言みたいに囁ささやいた。




「俺には、おまえだけが家族で、おまえだけが愛いとおしい」




　ロージーの心臓が、きゅっと縮こまった。

　どきどきと耳の奥で心音が喧やかましい。呼吸が苦しくなって、エレベーターの浮ふ遊ゆう感かんも相まって、頭に血が昇のぼる。

　愛されている。

　真しん摯しに、ひたむきに、ただ一人だけ、愛されている。

　その重みでロージーの薄うすっぺらい胸は潰つぶされそうで、けれど同時に心が浮き立つ。

　気がつくとロージーはノアの方へ一歩、近づいていた。

　ノアが気け怠だるげに顔を上げて、目が合う。同じ色のはずなのに、ノアの目は暗く、陰かげりがあった。今自分の目はどんなふうにノアに見えているのだろうかと気になった。

　エレベーターは下降を続ける。

　その駆く動どう音にかき消されそうな声で、ノアは、ロージー、と彼女の名前を呼んだ。

「キスしてくれ」

　──キス。

　考えてみれば、毎日のようにしていた挨あい拶さつのキスさえ、このひと月はしていなかった。

　最後のキスは、ノアからの、あの優やさしい額へのキス。

　ロージーはよろめくように彼のすぐそばに立った。

　けれど、彼の顔を見上げながら、迷ってしまう。

（キス、って、どの、キス？）

　いつもしていたのは挨拶のキスだ。頰ほおを合わせてのエアキス、あるいは軽く触れる程度の。

　でも確信が持てない。彼が本当に望んでいるのは、もしかしたらひと月前のキスのやり直しでは？　婚こん約やくの──

（違ちがう。そうじゃない。私たちの、キスでいいんだ。いつも通りの、キスが、したい）

　迷ったけれど、いつも通りのキスが、一番、伝わる気がする。

　自分も、ノアを、愛していると。

　ノアの肩かたに軽く手をかけて、つま先立ちになって、頰にそっと触れるだけのキスをする。
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　キスをする直前と直後、二度目が合った。

　キスをする直前のノアは、傷ついて、不安そうな、少し幼い目をしていた。

　キスをした直後は、与あたえられたものに安あん堵どして、でも、どうしてかまだちょっと飢うえているような目をしている。

　二度目のキスが欲しいのかと、ロージーは反対側の頰にもキスをした。今度は少し長く。

　でも、相変わらずノアは何か言いたげな、満たされてはいないような顔をしている。

　ロージーは他ほかのやり方を知らなかったから、かかとを床ゆかにつけて、彼から離はなれた。

　離れると同時にエレベーターが軽く振しん動どうし、目的のフロアへと着いた。

　扉とびらが開いて、外の賑にぎやかな音楽とざわめきが流れ込み、二人きりの空間は泡あわみたいに消え去った。
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　ノアの身体からだには、育ての母マリアの呪のろいが、重しのように纏まとわり付いている。

　父と子と一族を憎ぞう悪おし、その破は滅めつを願いながら死んでいった美しくも冷れい酷こくなマリアの呪い。

　彼女のことを思う時、我が身に流れる一族の血を意識せずにはいられない。ノアの身に流れる血の一いつ滴てきは、一族の女たちの振ふり絞しぼった涙の一滴だ。実母も一族の男たちの犠ぎ牲せいになった。

　死んでしまった彼女たちを救うことはもうできない。

　だから、せめてロザベラを守りたかった。

　一族の血の呪いから遠いところで暮らさせ、それができないのなら、この血ち溜だまりの中から彼女だけでも救いだしたかった。自分がそのためにどれだけ手を汚よごしても気にならない。

　大事な妹。

　彼女はエミリオやダリオとは違う。育ってきた世界も、考え方も違う。

　エミリオやダリオのように、人を痛めつけて平気でいられるような人間ではない。罪を犯おかすことを恐おそれる、普ふ通つうの、善良な人間だ。

　それなのに、その彼女が、ダリオを『家族』として受け入れつつある。

　ノアと同列の『家族』だと。

　それが、許せなかった。

　我が身にわき上がる怒いかりが嫉しつ妬とゆえのことだと、ノアは気付いている。気付けないほど愚おろかなら楽だった。けれど気付いた以上、彼女を拘こう束そくするような言動は慎つつしむべきだ。嫉妬はあくまでノアの一方的な感情で、ロザベラには何も関係ないのだから。

（それでも、俺は）

　優しい唇くちびるの感かん触しよくが離れていくのを名残なごり惜おしく感じながら、ノアはロザベラの目を見つめる。

　青い、澄すんだ目は、ノアの心を受け止めようとしている。ノアに、心を開いて欲しいと言っている。

（俺は怖こわいんだ）

　エミリオも、ダリオも、ノアにとっては破滅させねばならない相手だ。マリアの、女たちの憎悪と悲ひ哀あいが、ノアをそう追い立てる。このすべてを終わらせなければ、そうしなければ自分の生まれ落ちた意味はないのだと。

（おまえが、やつらに染まっていくのが怖い）

　そんなことはないと思いたいが、彼女の才能に周りも気づき始めている。今はまだ幼くとも、やがて組織を支えるほどの力を振るうようになるかもしれない。

　そして、それだけではなく。

（……俺の裏切りを知った時、おまえが俺を恨うらむのが、怖い）

　自分に向けられる優しい眼まな差ざしが、いつか怒りと憎悪と悲しみに陰るところを想像するだけで、足あし下もとが崩くずれ落ちるような強い不安に襲おそわれる。

　これほどまでに、彼女がダリオに構うようになるとは思ってもいなかったのに。

　以前はもっと、彼女の前で安心していられたのに。

　今は、そばにいるだけで、息が苦しい。

　彼女の前でだけは、自分の存在が木の葉よりももっと儚はかないものに思える。

　離れた彼女を追って、ノアは手を伸のばそうとした。抱だき寄せて、愛していると言いたかった。何が未来に起こるとしても、自分は彼女を愛しているのだと、それだけは信じて欲しいと強く願った。

　けれど、エレベーターは呆あつ気けなく地下に着いて、扉が開いた。

　二人きりの世界の余よ韻いんは、絡からみ合って外れない視線にだけ残された。
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　ロージーがカジノに下りると、すぐにリッツが駆かけ寄ってきた。

「問題です、ドンナ・ロザベラ」

　リッツは挨拶もそこそこに、苦にが虫むしを嚙かみ潰したような顔で、そう言った。







　４　スタッドポーカー─Stud Poker─







　盛装したリカルドは魅み力りよく的な男性に見えた。

　タキシードの上からでもわかるたくましい身体に、センスの良い着こなし。黒くろ髪かみを撫なでつけた姿はどこか知的な雰ふん囲い気きもあって、メルキスの美術商という肩かた書がきに真実味を加えていた。

　その彼が、ロージーの姿を認め、白い歯を見せてにっこりと笑った。ナイトクラブで会った時にはなかった片かた眼鏡めがねは、変装のつもりだろう。

「よお。会いに来たぜ、ロザベラ」

　彼の傍かたわらには、ロージーに憎悪の冷たい視線を向けてくる少女──ルチア。

　シンプルな黒いドレスに身を包んだルチアの身体は以前見た時よりも小さく見える。リカルドのような大おお柄がらな人間のそばにいるせいかもしれないし、瘦やせてしまったのかもしれない。

　ここにルチアがいるのは、かなりまずい。

　何故なぜならルチアはリカルドらによるロージー誘ゆう拐かい事件の直後にデ・コスタでの仕事を辞やめているからだ。ロージーが庇かばったから、彼女が誘拐に関かかわっているというのは確定していないけれど、それでもこうしてリカルドとともに現れれば、彼女の裏切りが明白になってしまう。

（でも……これが、ルチアの選んだことなら、仕方ないんだ）

　ルチアの姿に少なからず動どう揺ようしてしまったけれど、リカルドや後ろで見守ってくれているノア、大勢の客の前で、動揺は見せられない。

　リカルドの前のテーブルに視線を移し、ロージーは気持ちを切り替かえる。

　そこには、大量のチップがある。

　リッツが報しらせてきた『問題』とは、このことだ。

　開店早々リカルドが現れ、このバカラ・テーブルで勝ち続けているのだ。

　疲つかれ切ったディーラーが悔くやしそうな目をロージーに向ける。ロージーはディーラーへ向かって一つ頷うなずいてから、リカルドに向き直った。

「お客様、別室にお飲み物をご用意いたしました。よろしければ、そちらへ……」

「あんたと勝負をしたいな、ロザベラ」

　ロージーの誘さそいを無視して、リカルドはそう言う。

「あんたと、差しで、勝負したい。勝ったら、あんたが欲しいね」

「……あいにくと、そのようなゲームは当店では対応しておりません」

「じゃあ、あんたと勝負、それでいい」

　相手のペースに吞のまれまいと一いつ拍ぱくおいてから、ロージーは手でバカラ・ルームから出る扉を示した。

「それでは、こちらへどうぞ」

　先に立って歩いていると、様子を見守っていたリッツが目配せしてきた。その男を消す準備はある、ということだろう。

　けれど、ロージーはこっそりと首を振る。

（カジノは再開したばかりだし、上にはダリオもいる。これ以上、ここで問題を起こして警察の注意を引きたくない……）

　早く別室に入ってしまいたかったけれど、焦あせりを表に出さないよう、早足になるのは堪こらえる。

　やっと別室の、今日はまだ開けていないポーカー・ルームにたどり着く。

　部屋には、すでに酒のワゴンが用意されている。

　大きな額がく縁ぶちの下のソファを勧すすめたけれど、リカルドはポーカー・テーブルを囲む椅い子すの一つに腰こしを下ろし、ソファにはルチアが座った。

　リカルドは椅子の座り心ごこ地ちを確かめるように背もたれに体重を掛かけ、ロージーを見やった。

「さあ──始めようぜ」

　ロージーは、青ざめながらもテーブルに向かった。




　最初に、ディーラーを誰だれにするかで少しもめた。

　カジノのディーラーに任せるのは第三者が入ってくるみたいで嫌いやだ、とリカルドが言ったのだ。

　ロージーもできればこの部屋に第三者を入れるべきではない、と感じていた。リカルドが何を言い出すかわからない。カジノの従業員に、デ・コスタとアリスタの抗こう争そうの実情など知られたくはなかった。

「じゃ、おまえやれよ」

　話を振られて顔をしかめたのは、ルチアだ。

「あたし、カジノゲームなんてわかんないよ」

「ポーカーくらいやったことあるだろ。配るだけだよ。あ、スタッドポーカーだからな、三枚目は表向きに配るんだぞ。全部で七枚で……」

「五枚じゃないの？」

「セブンカード・スタッドポーカーなんだよ。七枚配ってそこから五枚選んで役作るの」

　何それ、と呟つぶやきながらも、ルチアは立ち上がってテーブルにやってきた。

「ロザベラもそれでいいな？」

　リカルドに訊きかれて、ロージーは少し考えてから頷いた。こちらにはノアとリッツもいる。今の会話が演技でルチアが実はポーカーに詳くわしくても、何かイカサマをしようとすればノアとリッツの目を欺あざむく必要がある。特にリッツはプロの賭と博ばく師だ。

　ロージーはリッツが用意したチップを参加費としてテーブルに支し払はらう。

　リカルドも参加費を置き、ルチアが慣れない手つきでカードを配り始めた。

　──セブンカード・スタッドポーカーは、最初に二枚の伏ふせたカードと一枚の表向きのカードを配る。その時点で一回目の賭かけが行われ、それが終わると次の段階に進む。

　四枚目から六枚目までは表向き。七枚目が裏向きで、一枚配られるごとに賭けが行われる。

　七枚揃そろったところで最後の賭けが行われ、手札を開示して決着。七枚の中から五枚を選び、普ふ通つうのポーカーと同じく、ワンペアやスリーカード、フルハウスなど、役の高低によって勝敗が決まる。

　つまり、七枚中四枚が相手にも見えている状態で勝負することになる。

（駆け引きと技術が必要なゲームだ）

　五枚目まで揃ったところで、ロージーの手札は、伏せ札を合わせるとキングと三のツーペア。

　双そう方ほうの賭けが終わると、ルチアが慣れない手つきで六枚目を配る。表向きに配られた札は、リカルドはダイヤのエース、ロージーは──

「なんで俺のところに来ない？」

　唐とう突とつに、リカルドがそう言った。ロージーは自分に配られたハートのキングを目の端はしで捉とらえながら、顔を上げた。

「あんたデ・コスタで楽しい思いしてるわけじゃねえだろ？　そりゃあ縄なわ張ばりは貰もらったさ──立派なもんだ。だが、これから先、何がある？　あのエミリオって従兄いとこに尻しつ尾ぽ振ふって生きていくのか？　やつがあんたを家族として真っ当に扱あつかうとは思えないけどな」

　無視、しようかとも思った。

　リカルドはたぶんロージーを揺ゆさぶりたいのだ。動揺させて、隙すきを作らせたい。それに乗ってはいけない、と思う。

　でも、リカルドがちらりとノアを見て言った。

「そっちの従兄も、本質はエミリオと同じだろうさ。家族さえ愛せないデ・コスタの男だ」

　──胸が、引きつるように痛んだ。

　思わず、口を開いていた。

「そんなことない」

　リカルドが笑う。相手の話術に乗ってしまったことに気付いたけれど、もう遅おそい。

「どうしてそう言える？　こいつがどんなやつか、あんた知っているのか？　悪いことは言わねえよ、デ・コスタの男を信用するなんて、止やめときな」

「ノアは……っ！」

　声を荒あららげた瞬しゆん間かん、肩かたにふっと触ふれるものがあった。確かな温度と重さが、ロージーの心を優やさしく撫なでる。

　見上げると、ノアが肩に手を置いていた。強い眼まな差ざしはリカルドに注がれている。

　ロージーは彼の手に自分の手を重ね、改めてリカルドに向き直った。

（こんなことで、負けない）

　表向きの札だけだと、リカルドの役はエースのワンペア。エースが伏せ札にもあれば、スリーカード。伏せ札でワンペアが出来ているのなら、ツーペア。エースは一枚ロージーの手元にあるから、現時点で可能性はフルハウスまで。フルハウスはツーペアとスリーカードからなり、かなり高い役になる。

　一方、ロージーはキング三枚のフルハウス。相手がエース三枚のフルハウスなら負けだ。

「ベット」

　相手の様子を窺うかがうためにも、高額チップをテーブルに押しやる。

　リカルドは──

「レイズ」

　迷わず、賭け金をつり上げた。

（私の表向きはツーペア。少なくとも、リカルドにはそれ以上の手がある）

　正直、ロージーとしては勝負に乗り気ではなかった。

　けれど、リカルドが先さき程ほど荒あら稼かせぎした金額は、経営が傾かたむくほどではないとはいえ、かなりの損失になる。

　幾いくら賭け事に積極的ではないロージーでも、ここで退く手はないというのはわかる。

（……ノアも見てる。恰かつ好こう悪いところ、見せたくない……）

　背中を伸のばして、宣言する。

「コール」

　リカルドと同額になるよう、チップを追加する。

　場に出たチップは、かなりの額になる。

（はったり？　それとも、本当にフルハウス以上の手が出来ているの？）

　ロージーは考え過ぎて頭ががんがんと痛くなってくる。

　ルチアが、七枚目を伏せて配る。

　これで、手札が完成する。

　ロージーの手札は、スペードの──エース。それまでの札と合わせて、エース二枚がロージーの手札に入った。

（これでリカルドにエース三枚の可能性はない！）

　見た瞬間、思わず顔に出そうになった。

　ちらっとリカルドの方を見ると、彼も自身の手札を確かく認にんしていた。

　表情は読めないから、彼の表になっている手札を確認する。

　スペードの七、九、ハートのエース、ダイヤのエース。

　一いつ瞬しゆんだけ、不安が過よぎる。

（伏せ札次し第だいではストレートフラッシュ……？）

　ストレートは五枚が連番、フラッシュは五枚のマークスートが同じ場合の役だ。ストレートフラッシュなら、五枚が連番で、なおかつハートならハート、スペードならスペード等、マークスートが統一されていなければならない。この場合、伏せ札がスペードの五、六、八等でストレートフラッシュが完成する。

　でも、ストレートフラッシュなんて、普通なら七万分の一、高い役が出来やすいセブンカード・スタッドポーカーでも数千分の一という確率だ。

　それに、もしストレートフラッシュなら賭け金を上げるタイミングがおかしい。彼はダイヤのエースが来た時に賭け金を上げた。スペードの七と九を使ったストレートフラッシュなら、ダイヤのエースは関係ない。

（ダイヤのエース絡がらみでのレイズなら、あの時点でエースはワンペアまで、最大でフルハウス。フルハウス同士の場合は、三枚あるカードの強さで比べる。こっちはキングが三枚あるから絶対に負けない……！）

　心臓が口から飛び出そうだったけれど、リカルドのさらなるレイズにも迷わず応じる。

　そしてついにショー・ダウン、札を開く時が来た。

　ロージーの手は、キングが三枚、エースが二枚のフルハウス。

　リカルドは──

「…………っ！」

　彼の伏せ札を見た瞬間、ロージーは椅い子すから立ち上がっていた。

　リカルドの伏せ札は、スペードの六、八、十。

　表向きのスペードの七、九と合わせて、ストレートフラッシュの完成だ。

「座りな、ロザベラ」

　リカルドの声はほとんど耳に入っていなかったけれど、ロージーはかくりと膝ひざを折るように椅子に腰こしを下ろした。

　高額チップの山が、リカルドの前へかき集められる。

　ロージーはリカルドの手札を凝ぎよう視しする。

　おかしい。

　リカルドの手札が揃そろったのは、最後の一枚、しかもスペードの十だ。

　たった一枚のそのカードがなければ、彼の手札はエースのワンペアのみ。

　リカルドのレイズの時点で、ロージーの手札は表向きの札だけでツーペア。エースとはいってもワンペアでは負けている。はったりにしても、ロージーは降りなかったのだから失敗している。彼が勝ったのはただの運だ。

「どうして……こんな賭け方をしたの？」

「あんたのそういう顔が見たかったからだよ」

　リカルドの声には愉ゆ悦えつが含ふくまれている。嫌いやらしい笑いではない。心底、この状じよう況きようを愉ゆ快かいだと思っているだけの笑いだ。

（彼はリスクがどれほどあっても、気にしていない。彼の目的はお金じゃないからだ）

　ロージーは恐きよう怖ふさえ覚えながらも理解した。

　ゆっくりと顔を上げると、案の定、こちらを見ていたリカルドと目が合う。

（彼の目的は、私だ。私と、遊ぶこと……）

　そう、ロージーは誤解していた。

　彼は勝負師かもしれないけれど、今は別に金を稼かせぎに来ているわけではない。

　最初から言っていたではないか。

　彼は、ロージーに会いに来たのだ。

　まともじゃない。

「……おかしな、人、なのね」

　渇かわいてねばつく口で、そう呟つぶやいた。

　その言葉に満足したみたいに、リカルドは笑えみを深くした。目の端はしに笑い皺じわができて、余計に愛あい嬌きようが増した。

「大だい丈じよう夫ぶさ。あんたも結構、おかしいから」

　ルチアが二度目のゲームのためにカードを配ろうとするのを制して、彼は言った。

「どうだ、次でおしまいにしないか？　ちまちま賭けていくのは、性しように合わないんだ。代わりに、ノー・リミットで」

　ノー・リミット。

　ロージーはぞっとしてリカルドの前に積み上げられたチップを見た。

　次で最後、しかもノー・リミットということは、リカルドはこのチップをすべて賭けるつもりだろう。今のポーカー勝負もかなりのハイ・リミットだったというのに。

　それまで見ているだけだったリッツが寄ってきて、耳元で囁ささやいた。

「受けちゃあいけません」

　他人の言葉で、少し落ち着くことができた。

　ロージーは呼吸を整え、リッツを振ふり返って、微び笑しようした。

「ありがとう、心配かけてごめんなさい」

　それから、答えを待つリカルドに向き直る。

「これは私とあなたの個人的な勝負で、カジノは関係ありません。おわかりいただけますね？」

　事務的な口調に戻もどしたのは、その方が相手に弱みを見せずに済むように思えたからだ。

　リカルドは、頰ほお杖づえをついて言った。

「わかってるさ」

「それでは、私はこの勝負は受けられません。あなたの賭けに応じるだけのチップは持ち合わせていませんから」

「それなら、あんた自身を賭ければいいだろう？」

　ロージーは、背後でノアが動くのを感じた。銃じゆうを抜ぬいたか、懐ふところに手を入れたか。リカルドも、ノアの方に注意を向けた。

　けれど、ロージーはその動きを無視して言った。

「私自身を賭ける気はありませんが、どうしてもとおっしゃるのなら、条件があります」

「ロザベラ、挑ちよう発はつに乗るな」

　ノアが咎とがめるように言ったけれど、なんと返していいのかわからず、ロージーは彼の制止も振り切った。

「条件は、ディーラーをこちらの用意した人間に交こう替たいすること。場所を移すこと」

「場所？　どこにだ」

「カジノフロアにテーブルを作ります。……目立つ場所に」

「衆目の中でポーカー勝負ってわけか？　俺としてはあんたと二人きりに近い方がいいんだけどな。あんたもそうじゃねえの？」

　確かに、リカルドが何を言うかわからないという不安はある。彼は《力》ある子を産むというロージーの役割についてまで勘かんづいている。

　けれど、リカルドにしても、ギャラリーに指名手配犯と気付かれて通報されたくはないだろう。秘密の暴ばく露ろなんてして目立つのは論外で、口を噤つぐんでおとなしくしているのが一番だ。

　何より人に囲まれている方が、ロージーもリカルドの言葉を雑音として聞き流せそうだった。

「私としてもどうせリスクを冒おかすのならカジノが盛り上がった方が良いですから」

　さらりと言うロージーを見て、リカルドは苦笑を漏もらす。

「しょうがねえな。それくらいは譲じよう歩ほするか。で、ディーラーは誰だれにやらせるんだ」

「カジノのディーラーに。おおっぴらにするのなら、当然そうする必要があります」

「ふぅん、ルチアがディーラーだとやりにくいから、じゃないのか」

「……違ちがいます」

　ルチアの方を見てはいなかったが、突つき刺さすような視線はずっと感じていた。

「ルチアがいるから、私はこの勝負を受けるんです。約束、したことがあるので」

　いつか組織を変えるという、ロージーの一方的な誓ちかい。

　ルチアは離はなれてしまったけれど、ロージーは今もそのために生きている。

「そのためには、あなたにチップをお返しいただいて、静かにお帰りいただく必要があります」

「で、金はどうやって用意する？　やっぱりあんたを──」

「繰くり返しますが、私自身を賭けることはありません。テーブルの準備もありますから、しばらくお待ちください。私は賭け金を用意してきます」

　一息に言って、ロージーは立ち上がって部屋を出た。

　ノアが追いかけてきて、肩かたを摑つかまれた。

「ロザベラ！」

　ノアは眉み間けんにきつく眉まゆ根ねを寄せていた。ロージーでなくとも、彼が怒おこっているのがわかる。

　リカルドに見せていた表面的な強さを捨てて、ロージーは力なく項うな垂だれた。

「ごめん、ノア。でも、無理はしないから、大丈夫──」

「取り消せ。あんなのは無む茶ちやだ、わかってるだろう！」

「ノア、好きだよ」

　ロージーは彼のジャケットをぎゅっと摑んで言った。俯うつむいていたからノアがどんな顔をしているのかはわからなかったけれど、そのまま続ける。

「でも、ここは私の縄なわ張ばりなの。私が──守らないと」

　ノアは肩を抱だくように手を上げたけれど、結局触ふれないまま拳こぶしをだらりと下ろした。

「……勝手にしろ」

　呻うめくような声で、ノアは言った。




　おろしたてのカードの、硬かたくさらりとした感かん触しよくを味わいながら、ロージーは七枚目のカードを確かく認にんし終えた。

　表向きの札は、ロージーがクラブの七、ダイヤの七、ハートの九、ハートの十。リカルドがダイヤのキング、スペードの八、ダイヤの八、ダイヤの六。

　表向きはロージーが七のワンペア、リカルドが八のワンペア。

　最後の賭けを前にして、ロージーの顔は青ざめ、指は勝手に震ふるえていた。

「……っ！」

　あまりにみっともなく震える指を隠かくそうと、せめてテーブルの上で拳を作る。

　それをめざとく見つけて、向かいに座るリカルドは嘲ちよう笑しようを浮うかべる。

「そう気張るなよ……あんたの魂たましいを賭かけてるわけじゃない。たかがこれっぽっちの金だぜ？」

　これっぽっちの。

　そう言う彼の目の前には、目も眩くらむようなチップの山。

　ロージーとリカルドの勝負は注目を浴びていた。

　ノー・リミットで、互たがいの前には高額チップが山のように積まれているのだ。庶しよ民みんの年収の数十倍にもなる、何万ダッラという大金だ。

　目の前には金、背中には大勢の人々の視線。

　ロージーが今までに経験したことのないプレッシャーだった。

「何か飲んだ方がいいんじゃねえのか？　飲み物を作らせた方がいい、落ち着いて考えろよ」

　ロージーは渇いた喉のどを唾つばで湿しめらせ、テーブルに視点を固定して言った。

「……早く、賭けて」

「おいおい、せめて目くらい見て言ってくれよ」

　ロージーは顔を上げてリカルドをキッと睨にらんだ──けれど余よ裕ゆうの笑みを浮かべるリカルドと目が合うと、すぐに逸そらしてしまう。

（リカルドは、ずっと強気に賭けてきた）

　彼はこれまで繰り返し、賭け金をつり上げてきた。ロージーはそれに応じるので精せい一いつ杯ぱい、ずっと守勢に回ってきた。

　でも、まだ彼の手元には莫ばく大だいな金額のチップが残っている。

　彼はこの最後の賭けで、チップの全額を賭けるつもりだろう。

　ロージーは受けることも、降りることもできる。

（降りる……）

　降りれば、これまでに賭けた分のチップを失う羽目になる。

　でも、このままリカルドが全額を賭けて、自分も応じ、負ければ、その損失を遥はるかに上回る額を失うことになる。数万ダッラ──ロージーが、帳ちよう簿ぼ上でしか扱あつかったことがない金額だ。

　勝てるか、どうか。ロージーはもう一度頭の中で自分の札を確認した。

　ロージーの伏ふせ札はクラブの八、スペードのジャック、クラブのジャック。

　七、八、九、十、ジャック、という連番のストレートだ。

　ストレートは、同一マークスートからなるフラッシュよりは下、スリーカードよりは上の役だ。

　もしもリカルドにフラッシュ以上の役があればロージーの負け。表向きの札だけでダイヤが三枚揃そろっているから、二枚のダイヤが伏せ札にあればフラッシュが完成するし、ワンペアがあるからさらに上のフルハウスの可能性もある。

「俺の目も見られないくらい怯おびえてんのか？」

　挑発されても、ロージーは唇くちびるを嚙かむだけで顔を上げられない。リカルドも見物人も、ロージーの震える手と苦く渋じゆうの表情に気付いている。哀あわれみの視線さえ向けられて、泣きそうな顔で小さくなる少女。降りるのも時間の問題だ、そう思われているのは感じていた。

「あのアパートメントでのあんたは、俺をもう少し楽しませてくれたんだがな」

　嘲あざ笑わらうような、残念そうな声。リカルドが高額チップの山をすべてテーブルの中央に押しやり、ざら、という音を立ててその山の端はしが崩くずれた。

「ベット」

　リカルドの宣言を聞いたロージーの背筋をぞくりと冷たいものが駆かけ抜ぬける。

（賭けた）

　テーブルを囲む見物人から驚きよう嘆たんの呟つぶやきが漏れ、輪の外側へと、波のうねりのように広がる。

　彼らの注目は、追い詰つめられた兎うさぎのような怯える少女に向けられた。この勝負を受けるのか、それともやはり恐おそれをなして降りるのか。

　ロージーは姿勢を正し、まっすぐにリカルドを見つめ──

　──微笑ほほえんだ。
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　リカルドがロージーの変化に気付いた。

　でももう遅おそい。彼は賭けたのだ。

「コール」

　ロージーははっきりとそう宣言し、手持ちのチップをすべて賭けた。

　声は掠かすれも震えもしていなかった。

「!?」

　怯えていたはずの少女の変へん貌ぼうぶりに、周囲もざわめいた。

　ロージーは、こちらをじっと見つめてくるリカルドの視線を受け止めた。

　心臓はこれまでになく強く胸の中で暴れていたけれど、もう怯ひるんではいなかった。

（リカルドの手は高くない）

　そう信じるのには、理由がある。

　上がり続ける賭け金に焦しよう燥そうを覚えてはいたけれど、どんな手札であってもリカルドから降りることはまずないだろう、というのはわかっていた。

　彼はロージーと遊びに来ている。ロージーを怖こわがらせ、怯えさせるためには、とにかく彼自身が降りないことだ。そうしてたった一度しかない勝負をできるだけ長く楽しむのだ。

　ロージーもできれば勝ちたいが、彼よりは勝負に拘こだわっていない。要は、できるだけこちらに少ない損失で彼に出て行って貰もらえばいいのだから。

　だから、リカルドは勝っていても負けていても降りない。

　けれど、賭け方には差が出て来る。

　手札で勝っている自信があるのなら、彼はたぶん、緩かん急きゆうの変化をつけて賭けを楽しんだだろう。賭け金が大きい方が、その瞬しゆん間かんはよりロージーをどぎまぎさせられるけれど、続けて大きく賭けてばかりではロージーに降りられてしまうかもしれないからだ。ロージーと長くゲームを楽しむためには、ロージーにゲームから降りてもらっては困るはずだ。

　だが、今回のリカルドは、何度も強気に、大きな額を賭け続けた。ロージーを揺ゆさぶり、プレッシャーをかけ、ロージーがゲームを降りるよう仕向けた。

　自分が勝つために、というよりは、そうすることで、ロージーの敗北に歪ゆがむ顔を見るために。

　けれど、ロージーは、恐きよう怖ふとプレッシャーを撥はね除のけ続け、リカルドがロージーの考えに気付いて逃にげないよう、ずっと弱気に振ふる舞まってきた。

　リカルドに、最後の賭けをさせるために。

　これで、勝負が決まる。

　ショー・ダウンだ。

　ゆっくりとカードがめくられていく。

　リカルドの伏せ札はハートのキング、ダイヤの二……これでダイヤは四枚。

（あと一枚ダイヤが来ればフラッシュが完成してしまう……）

　無む謀ぼうな勝負ではないと思っていても、緊きん張ちようはどんどん大きくなっていく。頭痛は激しさを増し、がんがんと脳天を鎚つちで殴なぐられているみたいで、今では眩め暈まいを覚える程ほどだ。

　目に入った汗あせを瞬まばたきで追い出し、しっかりと、最後の一枚を見届ける。

　……最後の一枚は、スペードのエース。

　リカルドの手札はキングと八のツーペア。

　ロージーの勝ちだ。

　ロージーがそれを理解するとほぼ同時に、周囲の見物人が一いつ斉せいに沸わいた。

　ロージーはびっくりして身を竦すくめて見回した。

　上品に着き飾かざった人々が、耳が痛くなるほどの歓かん声せいを上げ、口々に興奮した口調で、ロージーとリカルドの健けん闘とうを称たたえる言葉だの、目の眩むようなチップの山についての感想だの、ロージーの無謀な勝負師ぶりを揶や揄ゆする言葉だのをまくし立てている。誰だれもが頰ほおを上気させ、目を輝かがやかせて。

　ロージーはその様子にただ圧あつ倒とうされた。

　じわじわと、そういえば自分はとんでもない勝負をしてしまったのだった、ということに思い至る──ざらりという音が聞こえて視線をテーブルに戻もどすと、ディーラーによって自分の前にかき集められた高額チップの山が、雪崩なだれを起こしていた。

　そして、ロージーは気付いた。

（……また、目立ってる……）

　ロージーはデ・コスタの代表としてこの賭と場ばに来ている。

　デ・コスタがカジノ経営に関かかわるようになった、という情報自体は知られてまずいものではないが、ロージーの素す性じようが探さぐられれば、エミリオは喜ばないだろう。ロージーがデ・コスタの関係者として顔を知られるようになれば、その分危険も増えるからだ。

　けれど、疲つかれていたロージーは、その不安を投げ出した。

（エミリオも、カジノの相談役を任せた時点で私の顔が知られるのはもう諦あきらめてるよね……たぶん……）

「あまりひやひやさせないでください、ドンナ」

　肩かたにそっと触ふれて耳元で囁ささやいたのは、リッツだ。ロージーははにかみ、けれどすぐにその笑えみを消してリカルドを見やった。

　リカルドは、椅い子すからゆっくりと立ち上がり、ロージーの方にやってきた。

「今回は騙だまされた。前より演技に磨みがきがかかったか？」

　そう言うリカルドも、大金を失ったというのにまったく気にしていないような、涼すずしい顔だ。こちらは演技ではないだろう──純じゆん粋すいに、なんとも思っていないのだ。

　ロージーはリッツに向けていた年相応の笑みではなく、デ・コスタの女として相応ふさわしい笑みを浮うかべ、小鳥が囀さえずるような愛らしい声で尋たずねた。

「楽しんでいただけましたか？」

　実際に恐ろしい思いを味わったので演技というほどのものかはわからないけれど、確かにロージーは意識的に怯えた態度を取っていた。リカルドが万が一にも勝負を降りることがないよう──そして、彼を楽しませ、負かすために。

　満足させなければ、はっきりと負かさなければ、彼がおとなしく引き下がるとは思えなかったから。

「……！」

　リカルドは驚おどろきに目を見開いたかと思うと、次の瞬間には笑い出した。

「はは！　とんでもねえ女だな！　さすがだよ、ロザベラ。今回は俺の負けだ。あんたの負けた顔が見たくて、つい欲よくが出ちまった」

　ロージーは笑顔を保ちつつも、群衆の歓声に紛まぎれるように声を潜ひそめて囁いた。

「これで私とお客様との勝負は終わり──私は、二度とお客様とここで対戦することはありませんし、もし次にここで顔を合わせたら、お客様が穏おん便びんな勝負に来たのではないと解かい釈しやくして、しかるべく対処します」

　次はカードではなく、銃じゆうで片を付けることになる──ロージーは、そう言っているのだ。

　リカルドは、楽しそうに白い歯を見せて笑った。

「いいぜ、約束だ。俺は約束は守る男だ、良かったな、ロザベラ？」

　そう言って、右手をすっと差し出してくる。

「握あく手しゆさ、いいだろ？」

　ウィンクをして愛あい嬌きようを振りまくリカルドがうさんくさくはあったけれど、ロージーは手を差し出した。

　するとリカルドは、握手の寸前でいきなりロージーの手を摑つかみ、その指先にキスをした。驚いて固まるロージーを、目だけで見て微び笑しようを浮かべる。

　悪戯いたずらめいたその表情を見た途と端たん、ロージーはかっと顔が熱くなるのを覚えた。困ったとか腹立たしいとかよりも、恥はずかしくなってしまう。それまでロージーが必死に作り出していた大人びた雰ふん囲い気きは、脆もろくも崩くずれ去った。

　後に残るのは、頼たよりない、赤面した少女。

　不意に、そのリカルドの手首を、ノアが摑んだ。

　身長ではリカルドの方が高いし、肩かた幅はばや胸の厚みもあるように見えたけれど、ノアはまったく頓とん着ちやくしないで、リカルドの手首を捻ひねり上げた。

「帰れ」

　囁くような低い声。

　リカルドは薄うすい笑みを浮かべたまま、ノアの手を振り払はらった。

「……あんた、ロザベラのなんだい？」

　答えないノアを煽あおるように、さらに問いを重ねる。

「従兄いとこ？　保護者？　仲間？　いやあ、どれもなんか違ちがうよな。正直なところ、俺はあんたが身内として出しゃばってんのか、ライバルとして妨ぼう害がいしてきてんのか気になってんだよ。な、どっちだ？」

「帰る気がないのなら、こちらは別の方法で片を付けてもいい」

　至近距きよ離りで睨にらみ合う長身の男たちのやりとりに、周囲の人々も不安げな様子だ。

　ロージーは慌あわてて彼らの間に割って入った。

「お帰りください、ガルシア様。ノアも……これ以上、騒さわぎを起こしたくないの、お願い……」

　リッツが呼んだらしい制服姿の警備員が、人々の輪の外からやってくる。そちらを見て、リカルドは笑みを苦いものに変えた。

「しょうがねえなあ。いいよ、自分で帰る。ルチア、来いよ」

　ルチアがリカルドのそばに駆かけ寄り、一度だけロージーを見たけれど、すぐにルチアの方から視線を逸そらしてしまった。苛いら立だっているようにも、呆あきれているようにも見える。

　二人が連れ立ってその場を去ると、カジノ側の配はい慮りよもあって、客たちは今日の勝負について語り合いながら散っていく。

「ドンナ」

　その時、リッツがそっと彼女を呼んだ。

　ロージーが表情を引き締しめて振り返ると、彼はノアにも声を掛かけた。

「ドン・ノアもお願いします。少しお話が」

　面めん倒どうな客に帰ってもらったはずのリッツの顔は、どういうわけかまたもや青ざめて見えた。
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　ホテルの前にはアリスタの車が待っていたが、リカルドはそれには乗らず、通りの向かいへ歩いて行った。

　ルチアは車に乗ろうと思ったが、なんとなく気になって彼の後を追った。ついてくるなと言われる気がしたから、距離を置いて、気付かれないように。

　通りの向かいには、スーツ姿の男が立っていた。

　男はリカルドがやってくる前に腕うで時ど計けいをちらっと見て、路地の方へ入って行った。リカルドも同じ路地に入って行く。

　しばらく歩いて、別のビルの裏手に出たところで、スーツの男が立ち止まった。

　そこは、ビルのゴミが集められている小さな空き地だった。

　男は振ふり返ると、リカルドをその切れ長の目でじっと見つめた。

　黒くろ髪かみを長く伸のばして、うなじの辺りで一つにまとめている。顔立ちは整っているのに、なんとなく地味な印象の男だった。その長ちよう髪はつにも拘かかわらず、ドラム缶かんの脇わきにしゃがんで見ていたルチアは「役人かな」と思った。

　一いつ瞬しゆん、その役人もどきの目が、ルチアの隠かくれるドラム缶の方へ向いた。

　ルチアは頭を引っ込め、息を殺す。

　幸い、気付かなかったのか、男はルチアのことには触れなかった。

「何故なぜカジノに行った？　目立つ真ま似ねはするなと言ったはずだ」

　物静かな、淡たん々たんとした声だった。

　もう一度覗のぞくと、男と向かい合うリカルドは、くく、と笑っていた。

　相手の反応を楽しんでいるような態度に、長髪の男は却かえって無表情になった。

「悪かったな、ロザベラに興味があってよ。いや、どちらかって言うと、ロザベラとあのノアってやつの関係にな」

「……関係？」

「もっと言うと、デ・コスタの家族関係だな。暴あばいて、問題ごとを全部ひっかき出してやりたくなる」

「他人の家族関係に口を出すのが趣しゆ味みなのか？」

「そういうわけじゃねえよ、あそこの家族は特別さ。やつが家長としてどんな家庭を作っているのか、興味があるのさ」

　やつ、というのは、たぶんデ・コスタ・ファミリーの当主エミリオのことだろう。あの家の家長といえばエミリオだ。

「ファミリーを率いる者としての対たい抗こう意識か？」

「あいつのやり方がむかつくだけさ。家長ってのは、家族を守るためにいるものだ。そうだろう？　ところがあいつはロザベラを利用してるだけだ」

「──そういうことか」

　ん？　と聞き返すリカルドへ、男は相変わらず冷れい淡たんな口調で言った。

「君が失ったものを、やつがまだ持っているから腹が立つのか。他人の玩具おもちやを取り上げて遊ぶ子どもと同じだな」

　リカルドの顔から表情が抜ぬけた。

「あの家にちょっかいを掛けても、君の家族は取り戻もどせはしない」

「……俺の家族のこと、あんたに話した記き憶おくはねえんだけど？」

「そうだったか？　しかし私は知ってるよ。君がどうして家族を失ったのか。残念だったな、せっかくアリスタの大ボスに気に入られたのに、結局のところ君は──」

　リカルドが、無言のうちに男の胸むなぐらを摑んだ。陰かげで見ていたルチアは思わず身を竦すくめる。

　身長ではリカルドと並んでも、体重は幾いく分ぶん軽そうな男は、嘲あざけるように言う。

「結局のところ、君は失敗したんだ。だから、自分と違って家族がいるエミリオが憎にくいし、あの家からロザベラを奪うばいたいんだよ。か弱く、可か憐れんな見た目のあの少女をね。彼女もあの家族の一員だっていうのに」

「べらべらと当てずっぽうでよく喋しやべるもんだな。詐さ欺ぎ師しになってもやっていけるんじゃねえか？」

「誉ほめ言葉だと思っておくよ」

　男から、リカルドは手を離はなした。

「とにかく、おとなしくして欲しいものなんだけれどね。次、また何かやったら、警察に引き渡わたすよ。言う通りにしてくれれば、そちらにも益はあることなんだから」

「そうであってもらいたいね。あんたの寝ね首くびを搔かき切るのは面倒そうだから」

　男が初めて微笑んだ。柔やわらかな微笑を浮うかべ、リカルドが乱したスーツの皺しわを直す。

「それから、次はお付きの人も紹しよう介かいして欲しいね」

　ルチアはぎょっとして頭を引っ込めたけれど、今度こそ、男と目が合った。

　最初から、ばれていたのだ。

　やがて革かわ靴ぐつの足音が遠のいたかと思うと、リカルドが声をかけてきた。

「おい、出て来いよ」

　ルチアがなかなか出て行けずにいると、リカルドからやってきて、彼女を覗き込んだ。

「なんだ、腰こしでも抜かしたのか？」

　そういうわけじゃない、と言いたかったけれど、事実だった。ルチアはドラム缶にしがみつくようにして立ち上がった。尻しり餅もちをついていたせいで、せっかくのドレスは裾すそとお尻しりのところが汚よごれていた。

「……あたしを、殺すの？」

　怯おびえを見せないようにして、ルチアは訊きいた。リカルドが噴ふき出す。

「はあ？　なんで？」

「あんたらの、秘密の話を、聞いたんだ。こういう時は、殺されるもんだろ」

「誰だれに言うんだよ、おまえが。デ・コスタか？　警察か？　相手が誰かもわかってねえだろ」

「…………」

　あの黒髪の男には見覚えがあるような気もする──でも、ルチアは黙だまっていた。

「じゃあ、しょうがねえだろ。おとなしく俺と一いつ緒しよに来いよ。デ・コスタの破は滅めつを見たいんならな──って言っても、俺と一緒のところを見られたんだから、この街に一人でいたらおまえがデ・コスタに消されるだろうけどな」

　リカルドはそう言って、先に立って路地を戻り始めた。ルチアはまだ少し膝ひざが笑っていたけれど、無理に歩いて、彼を追いかけた。

　君が失ったもの、とあの男は言った。

　君の家族は取り戻せない、とも。

　リカルドは、過去に家族を失ったのだ。

　ルチアはそれまで彼のことを何一つ知らなかった。大して知りたいとも思わなかった。ただロザベラに、兄を殺したデ・コスタに復ふく讐しゆうできるのなら、それで良かった。

（こいつも、もう、いないんだ）

　その事実が、ルチアの足を、少しだけ彼のそばへ急がせた。
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　誰もいない休きゆう憩けい室にロージーとノアを連れてきたリッツは、渋しぶい顔で切り出した。

「ドン・エミリオと連れん絡らくが取れないそうです。さっきドンの部下から聞きました」

「エミリオと……？」

　秘密主義の彼でも、いざという時のために、腹心の部下とはいつでも連絡を取れるようにしているはずだ。

（待って、今日って確か……）

　ロージーは、以前の自分の『仕事』を思い出す。

　ミルズ市長に渡した会合の場所と日時を報しらせるメモ。

　日付は、今日の午後一時だ。

　ロージーは部屋の壁かべ時計を見上げた。

　モノクロームの洒落しやれた時計が指す時刻は、午後四時二十分。

　ポーカー勝負のごたごたで、随ずい分ぶん時間が経たっていた。

「護衛も連れていますし、三時には戻る予定だったということなんですが……それに、良くない情報が一つあります」

「なんだ」

　ノアに促うながされて、リッツは言いにくそうに続けた。

「……ドン・ダリオに逮たい捕ほ状じようが出ましたが、あれはミルズが裏にいたようです。今日の昼に、ミルズが演説したそうですよ……ドン・ダリオを告発したって」

「!?　でも、ダリオに依い頼らいしたのは、そのミルズ市長で……」

「ミルズの演説じゃ、誘ゆう拐かいの件はドン・ダリオが無理に話を持ってきて、ミルズの説得で一度は取りやめになったものの、後にドン・ダリオが独断でやった、って筋だそうで」

「……っ！」

　酷ひどい。

　完全にダリオを嵌はめる気だ。

「票稼かせぎだろうと言われています。実際、ベイカー議員側に流れていた票を幾いくらか取り戻したようですね。デ・コスタとの決別宣言みたいなもんですから」

「……！　エミリオは、それを知っているの？」

　リッツは口元を歪ゆがめた。

「それはわかりませんが……」

　リッツよりも、自分の方がエミリオに近いことに気付いて、ロージーはエミリオの様子を思い出そうとした。

　エミリオはミルズの言動に注意を払はらっていたし、選挙戦絡がらみの情報は逐ちく次じ収集しているはずだ。今回の暴ばく露ろも、会合に行く前に知っていたとしてもおかしくない。

（そうしたら会合どころじゃない。そもそも、ミルズはこんなことをしでかして会合に来るの？　ううん、ミルズが来たか、誰が来たかわからないけど、とにかく会合で何かあったから、エミリオは帰って来ないんだ）

　嫌いやな予感がひしひしとせり上がってくるようだった。

　ミルズの裏でこれを仕組んだ人間の目的がダリオ一人ならば、新聞に暴露なんてしなかっただろう。ミルズを使えばダリオを逮たい捕ほすることは簡単で、それならこっそり事を進めた方が逃にげられる心配がないからだ。

　それなのに、黒幕は段階を踏ふんでいる。新聞に暴露し、警察に指名手配させ、さらにミルズに告発の演説をさせた。

　狙ねらいはダリオ一人じゃない。

　デ・コスタ全体だ。

（エミリオが、危ない）

「俺が心当たりを捜さがす」

　ノアがそう言い、部屋を出ようとする。ロージーは彼を呼び止めた。

「ノア！　私、エミリオの居場所に心当たりがあるの」

　ノアはロージーを振ふり返り、胡う乱ろんな目で彼女を見た。

「ほ、本当よ。だから……一緒に、行って欲しいの」

「危険が──」

「ノアが、守って、くれるでしょう？」

　嫌きらわれるのは、怖こわいけれど。

　立ち止まっていたら、ノアはロージーを置いていってしまう。

　だから、ロージーから踏み込んで、怯えながらも彼の顔を見上げた。

　ノアは絶句していたけれど、舌打ちを一つすると扉とびらを開け、ロージーを先に部屋から出してくれた。

「リッツ、ありがとう。後は大だい丈じよう夫ぶです。カジノのことは……」

「わかってます、見ておきますよ」

　リッツに見送られて、ロージーはノアとホテルの外へ急いだ。
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　幹線道路を使って市街地を抜ぬけ、郊こう外がいに出てからは果樹園の中を通る細い道へ。そこをまっすぐ三十分ほど行くと、杉すぎの木立に囲まれた木造三階建ての屋や敷しきがある。

　エミリオとミルズの会合場所だ。

「あそこよ」

　運転席のノアに囁ささやきかける。

　屋敷の前には、車が何台も停とまっている。見たところ、高級車とそうでないものとが入り交じっているようだ。一台の車を見て、ノアが呟つぶやいた。

「随分と荒あらっぽいのを連れて来たな」

「荒っぽい？」

　不安を堪こらえ、ロージーは聞き返す。

　ノアは車を屋敷から少し離はなれた場所に停めて答えた。

「……エミリオの兵隊ってところだな」

　ロージーは屋敷の方を窺うかがった。銃じゆう声せいも、人の悲鳴も、聞こえては来ない。

　今は。

　何事もなかったのなら、あるいはミルズが会合に来なかったのなら、まだここに車が停まっているはずがない。

（何かが始まって、終わってしまった？）

「おそらく、市長側も武装した人間を用意しているはずだ。……ロザベラ」

「は、はい」

　ロージーは助手席の中で背筋を伸のばし、ノアの言葉を待った。

「俺のそばから、離れるな」

「……うん！」

　ノアの目にも声にも、少しの躊躇ためらいが感じられる。ロージーを危険な場所へ連れて行くことがいやなのだろう。

　でも、連れて行ってくれる。

　ここまで来たら、安全な場所なんてないかもしれないから。

　二人とも車を降りて、屋敷にゆっくりと近づいた。




　会合場所に指定された屋敷はデ・コスタの関係者がオーナーで、週末のたびに密ひそかにプチホテル兼けんバーとして酒類を提供していた。

　古い家具と美術品が集められ、センス良く飾かざり付けられたラウンジは、今や穴だらけだった。

　革かわ張ばりのソファ、壁、扉、花か瓶びん、壺つぼ、柱、とにかくあらゆるものが銃じゆう撃げきによって穴を開けられていた。床ゆかは、割れた硝子ガラスや陶とう器きの欠片かけら、飛び散った木もく片へん、羽う毛もうやクッションの詰つめ物などで埋うめ尽つくされている。

　勿もち論ろん、死体もあちこちにあった。

　柱の陰かげに一人、ソファの後ろに一人、不意を打たれたのかラウンジの真ん中に一人。

　扉を開けた途と端たんロージーは固まって、濃のう厚こうな火薬と血の臭においに吐はき気さえこみ上げてきた。

　けれど、緊きん張ちよう感かんがそれを押しのけた。

　ノアは先に立って室内に入っていく。銃を構え、ロージーを背後に庇かばって。

「抜いておけ」

　小さな声で呟かれて、ロージーは慌あわてて小さなバッグから自分の銃を取り出して、両手でしっかり抱かかえた。指先が震ふるえてうまく持てなかったけれど、ノアが手を重ねてくれたら少し治まった。

（とにかく、ノアには、当てないように……っ）

　ロージーは、ノアに手て振ぶりで指示された通りに、銃口を斜ななめ下へ向けて、ノアの後からついて行った。

　死体の数は、さらに増えていく。

　階段に一人、二階の廊ろう下かに一人。

　どれも、デ・コスタの人間ではない。

　緊張と恐きよう怖ふで膝ひざが震え、頭も心も混乱してくる。

　その中でも、まだ少しだけ冷静な部分で物を考える。

（ミルズ市長が護衛を雇やとったんだ。ウェストエンドの外の人……？）

　人種は色々だったけれど、少なくともメルキス系ではない。

　いや、護衛、というよりは、エミリオを殺すためのヒットマンたちだったのかもしれない。

　不意にノアが立ち止まった。

　彼の注意は廊下の曲がり角に注がれている。その向こうに、誰だれかいるのだろうか。

　音はしない。

　でも、影かげが。

　壁かべの電球が、シェード越ごしに投げかける明かりの中に、影ができている。それが曲がり角の向こうから、近づいてくるのが見える。

　影はゆっくりではあるけれど確実に近づいて、そして、曲がり角から小こ柄がらな人物が現れた。

「！」

　現れたのは《クモ》だった。

「あ、え……!?」

　ロージーはおかしな声を上げてしまう。

　そういえば、彼は夜半にロージーをカジノに送り届けると、エミリオのところに戻もどった……のだった。ミルズとの会合にも護衛として同行したのだろう。

　ノアは銃を下ろした。

「全館制圧したのか」

「はい」

《クモ》は無表情に答える。

「……その向こうにエミリオがいるのか」

「今は手が離せないとのことです」

　のらりくらりとした物言いの《クモ》を押しのけて、ノアは角を曲がって先へ行こうとする。

「構わねえ。どけ」

「ドン・ノア」

《クモ》が咎とがめるように彼の名を呼び、その腕うでを摑つかんだ。

　その時──

　曲がり角の向こうから、悲鳴が聞こえた。

　ノアは《クモ》を突つき飛ばして廊下を駆かけた。

「ご、ごめんなさい、《クモ》さんっ、あのっ」

《クモ》が諦あきらめたようにロージーを見たので、ロージーも何度も謝りながらも、彼の横を駆け抜けて、奥の扉へ向かった。




　奥の部屋には、生者は四人、死者は一人。

　ミルズの護衛らしき死者はすでに壁かべ際ぎわで穴だらけになって転がっている。

　生者のうち二人は、ロージーも知らない顔だ。背が高い男たちで、顔がちょっと似ているから兄弟か従兄弟いとこ同士かもしれない。二人とも脱いだスーツのジャケットを近くの椅い子すにかけて、袖そでを捲まくって立っている。

　ベスト姿の男たちの前で蹲うずくまるように椅子に座っているのは、ミルズだ。

　ミルズの前にはエミリオが返り血一つないスーツ姿で帽ぼう子しを被かぶったまま立っている。

　エミリオは振ふり返りもしなかった。

「良い子たちはお帰り。私も彼の話を聞いたらすぐに戻る」

　朝食会や、他ほかの場でよく聞くのと同じ、落ち着いた声こわ音ね。

「たっ、助けてくれ、裏切るつもりは、なかっ……」

　ミルズの命いのち乞ごいを、男たちの一人が彼の後頭部に銃を突きつけることで中断させる。

　エミリオは、溜ため息いき混じりに注意した。

「おやめ、話を聞くだけなんだから」

　一階は血の海だし、ここだって相当なもので、ロージーは血と臓物のもたらす圧あつ倒とう的な死の気配に押し潰つぶされそうになっていた。

（怖こわい）

　人の死が当たり前みたいに転がっているこの屋や敷しきが、怖い。

　ここが市街地から一時間もかからない郊こう外がいだなんて信じられない。外には果樹園が広がり、毎週末にはパーティが開かれるような長閑のどかな場所が、戦場になっている。

「ノア、帰らないのかい？」

　エミリオはようやくこちらをちらと見た。

　ノアは顎あごを引くようにして頷うなずいた。

「ここまで来て帰れると思うのか。どうせロザベラも関かかわっている」

「そりゃ、発ほつ端たんは彼女の賭と場ばだしね……でも、君は？」

「俺は──」

　言いかけたノアの袖を摑んで、ロージーは眩め暈まいを堪こらえて言った。

「ノアも、家族、だから」

　ノアは驚おどろいた顔でロージーを振り返る。ロージーは彼の袖を摑む力をきゅっと強くした。

　エミリオは、意外そうな表情を浮うかべていたけれど、溜息を吐ついて彼らの存在を許した。

「まあ、いいだろう、問答の時間も惜おしいしね。それで──市長、事情を詳くわしくお教えいただけますか？」

　ミルズはがたがたと震え、顔を覆おおって小さくなった。指の隙すき間まから覗のぞくぎょろつく目で、室内の人間を見回し、結局自分の味方が一人もいないことを受け入れると、ようやく紫むらさき色いろに染まった唇くちびるを開いた。

「こ、怖かったんだ」

　髪かみを乱し、青ざめ、口の端はしに泡あわすらつけた彼は、そう切り出した。

「アリスタとの抗こう争そうが長引いたのがよくなかった。あれで、被ひ害がいが広がって……犯罪撲ぼく滅めつやら犯罪組織の一いつ掃そうやらを掲かかげるベイカーに支持が集まった。や、やつが市長に就任すれば、私はおそらくこれまでの罪で逮たい捕ほされるだろう。あ、あんたたちに協力したせいだ……」

「恨うらみ言はなしですよ、あなただって散々甘い汁しるを吸ったでしょうに」

　エミリオの嘲あざけり混じりの忠告に、ミルズは頷いた。

「わ、わかっている。だが、今回の選挙ではあんたたちの集票力も発揮できなかったじゃないか」

「それはあなたが選挙管理委員会の──まあ、いいでしょう、続けてください」

　ミルズは唇を舐なめて湿しめらせると、先を続けた。

「そこに現れたのが、あの男だ。連れん邦ぽう検事の……アレックス・リー」

　ロージーはハッとした。アレックス・リーとは何度か顔を合わせている。長ちよう髪はつの、役人風の男性で、デ・コスタ対策のために政府から送り込まれてきた。

「あの男が、私をそそのかしたんだ。横領や脱だつ税ぜいや談合の罪を帳消しにする代わりに、捜そう査さに協力して欲しいと。あんたの弟に、ちょっとした仕事をやらせて欲しいと」

「は……犯罪教きよう唆さでしょう、違い法ほうじゃないの？」

　ロージーの呟つぶやきに、ノアが答える。

「囮おとり捜そう査さだ。違法とは限らない……が、今回は捜査の範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつしている。特に問題なのは、恐きよう喝かつを頼たのまれたダリオが、誘ゆう拐かいで指名手配されているところだ」

　そうだ。ダリオの話によれは、ミルズの依い頼らいは単に恐喝だったはずだ。勿もち論ろん罪は罪だけれど、誘拐の方がよっぽど話題性があって罪も重い。

　ミルズは、口から泡を飛ばして叫さけんだ。

「私は誘拐なんて知らなかった！　単に、囮捜査に協力したつもりだった」

「そして私の弟が逮捕されて終わるものだと思っていた？」

　エミリオの笑えみを含ふくんだ問いかけに、ミルズは絶句する。

「わ、私は……」

「まあ、話はわかりました。あなたは我々を罠わなに嵌はめたため、報復が怖くてこの会合を利用して逆に私を殺そうと待ち構えていた、と。ダリオについての告発は？　票稼かせぎのため？」

「あ、あれもリーに言われたんだ。やるなら徹てつ底てい的にやらねば、私が殺されると。リーに従わなければ、私は一生刑けい務む所しよで過ごすことになる……」

　エミリオは眼鏡を外し、その汚よごれをハンカチで拭ぬぐいながら言った。

「あなたを守ることはできますよ」

「!?　ど、どうやって……」

「最初に私に相談してくださればもっと容易たやすかったのですが、今からでも遅おそくはありません」

　眼鏡を掛かけ直し、実業家のような、あるいは取引を持ちかける悪あく魔まのような魅み力りよく的な微笑ほほえみを浮かべて、エミリオは嘯うそぶいた。

「ダリオへの告発を取り下げてください。そうすれば、あなたを助けます」

　ミルズは喉のどを鳴らして唾つばを飲み込み、疑念がありありと浮かんだ目でエミリオを見上げた。

「連邦検事を消すつもりか？　できると思うのか？」

「あなたが私を信じてくださるのなら。選挙だって、私がなんとかすると言っていたでしょう。信じてくだされば良かったのです。そうすれば、このような回り道をせずとも済んだのに」

「い、いや、しかし……」

　ミルズは視線を落として考え込み、荒あら々あらしく首を横に振った。

「ダメだ、発言を撤てつ回かいすれば、私の信しん頼らいはがた落ちだ。選挙にも勝てない。選挙に勝てなければ、私はあんたにとって用済みだろう。殺されておしまいだ。今は、無理だ」

「無理と言いましてもね、うちの弟もあれで結構面めん倒どうな子ですから。逮捕から裁判なんてことになったら、かっとなった拍ひよう子しにあなたの大事な秘密まで喋しやべってしまうかもしれませんよ。だって、あなたに嵌められたと思っているんですから」

「な、なら──」

　ミルズは再び顔を上げた。その目には、それまでにはなかった狂きよう気きすら宿っているように見えた。

「なら、殺せばいい」

　──誰だれを？

　ロージーは、ミルズが何を言い出したのか理解できなかった。

「殺せばいいんだ、あんたの弟を。そうすれば裁判もなくなる。面倒な弟なんだろう、消してしまえばいい。あんたの弟が《力》持ちだろうが気にすることはない、どうせ裁判になれば長い間身動きできなくなるんだ。逮捕させて我々の秘密が漏もれるくらいなら、殺す方がマシだろう」

　この屋敷に死がありふれた造形物のように転がっているせいだろうか、ミルズももうおかしくなっていた。そうとしか思えなかった。

（ダリオを殺せって言ってるの？　エミリオに、弟を殺せって？）

　ショックの余り声が出ないロージーの傍かたわらで、ノアがやけに冷静な声で言った。

「エミリオ、選べ」
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　何を？

　ロージーは、ぎこちなく首を回してノアを見る。

「市長を取るのなら、告発はこのままにするしかない。その場合はダリオを消せ。ダリオを取るのなら、市長を消して遺ゆい言ごんでも捏ねつ造ぞうして、告発を取り下げさせろ」

「命令はしないで欲しいな」

「この二択たくしかない」

　ロージーはノアがまったくの他人みたいに思えた。

（何、言っているの？　本気で？　本気でそんな二択を考えているの？）

　部屋を見回した。ミルズは狂くるっていて、ノアもおかしくて、エミリオは黙だまっている。腕うでっ節ぷしの強そうな二人は、たぶんただの実行部隊だからエミリオの決断に口を挟はさむことはない。《クモ》にしても同じだ。

　ダリオの味方はいない。

　ロージーだけだ。

「間ま違ちがってる」

　ロージーは、しわがれた声を絞しぼり出した。

　室内の注目が、集まる。

　ロージーは、エミリオの目だけを見て訴うつたえた。

「ダリオは嵌められただけだよ。こんなことで逮捕されるのも、殺されるのもおかしいと思う」

「嵌められた方が悪いんだよ、我々の世界ではね」

　エミリオの言葉はたぶん正しい。

　けれど、これでは、同じ事の繰くり返しだ。同じ血が流れる相手と争い、殺し合い、抹まつ殺さつしてきた、これまでのデ・コスタの歴史と同じ──

　ダリオも殺される。あの分家の子と同じように。

「サルヴァトーレ・デスデーリを思い出して。あんなふうに、家族の中で殺される子を作っちゃダメだよ」

　ダリオは家族を変えたかったと言っていた。家族の中で殺し合い、騙だまし合うような、そんな関係ではなくて、もっと違ちがう形を求めていた。

　その彼を、今までと同じように殺すなんて、絶対に、すべきじゃない。

（私たちは変わるべきなんだ。変わらなくちゃいけないんだ）

　ロージーは必死で説得の言葉を絞り出す。

「ダリオを殺すのも、ミルズ市長を殺すのも一いつ緒しよだよ。ダリオを失っても、ミルズ市長を失っても、私たちには痛手でしょう？　二択じゃない、三つ目の選せん択たく肢しを見つけないと。そうじゃないと、検事の思おも惑わくに乗ることになる」

　眼鏡の奥のエミリオの目は、相変わらず冷たくて、家族としての愛情なんて感じられない。

　でも、少なくとも、この事件の黒幕の思い通りに事態が動くのは嫌いやなはずだ。

　少しの沈ちん黙もくの後、エミリオは決断した。

「……ミルズ市長にはこのまま選挙戦を戦ってもらいましょう。我々も集票には最大限力を尽つくしますよ」

　ミルズはまだ自分の安全が信じられない様子で、息を詰つめてエミリオを見上げている。

　ミルズを放ほうっておいて、エミリオはロージーに言った。

「市外に隠かくれ家がを見つけよう。ダリオにはそこで身を潜ひそめていてもらう。適当な時期に、真犯人をでっち上げるなりなんなりして誘拐事件にけりをつけて、呼び戻もどす」

「…………ほ、んとう？」

　ロージーは、ついそう聞き返していた。

　エミリオは顔をしかめ、彼女の背中を叩たたいて、部屋の外へ連れ出す。

「すぐばれる噓うそを吐ついても仕方ないからね。ダリオの《力》は我々の組織に必要なものだ」

「……あ、ありがとう、エミリオ」

　ロージーは廊ろう下かを歩きながら、ちらりと市長がいる部屋の方を見た。二人の男たちとノアも部屋を引き揚あげ、椅い子すに座ったミルズだけが残されている。彼は呆ほうけたようにエミリオたちを見送って、まだ立ち上がろうともしていなかった。

（……じゃあ、これで、終わり？）

　いいや、違うはずだ。

　ロージーは周囲に散らばる硝子ガラスや薬やつ莢きように足を取られそうになりながらも、頭を切り換かえていた。

（あの子が、見つかっていない）

　囮おとり捜そう査さのはずだったのに、本当に誘ゆう拐かいされた有力候補の息むす子こ──アンドリュー。

　彼は、いったいどこへ消えた？

　けれど、階段の上から血ち塗まみれの一階を見下ろした時、ついにロージーの緊きん張ちようの糸は切れて、惨むごたらしい状じよう況きようにその場で嘔おう吐とした。




　ホテルに戻ったロージーは、問題が本質的にはまったく解決していないことを改めて理解した。

　ダリオが、特別室から消えていたのだ。

　サイドテーブルには、走り書きのメモが一枚。

　そこには、シーサイド遊園地、とだけあった。

　ダリオからプレゼントと一緒に貰もらったカードの文字と、癖くせが同じだ。

「ダリオの字だ」

　エミリオもロージーからメモを奪うばって確かく認にんし、そう呟つぶやく。

「遊園地って、ビーチの遊園地？　どうして、そんなところに？」

　シーサイド遊園地は大きな観覧車やコースターがある遊園地だが、不景気で運営会社が潰つぶれて昨年の秋から閉へい鎖さされている。

「……ダリオが今動くとしたら、復ふく讐しゆうか誘拐された子どもを見つけるためだろう。市長は我々と別れたばかりだし、連れん邦ぽう検事がそんなところにいるとは思えないね。あり得るのは子どもの方だ」

「アンドリューのこと？　でも、ダリオは怪け我がだって酷ひどくて、やっと歩けるくらいなのに……」

　エミリオはメモを握にぎり潰し、くず入れに捨てて呟いた。

「ダリオはね、バカなんだよ」

　……その言葉には、詰なじるとか、罵ののしるとかいうよりは、もっと悲しくて優やさしい響ひびきがあるようにも聞こえた。

　けれどエミリオがそんな気配を纏まとったのはごく僅わずかな時間のことで、次の瞬しゆん間かんには、いつも通りの事務的な態度を取り戻していた。

　彼は部屋の外に待たせていた部下を呼び、できるだけ人員を集め、密ひそかに武装させて車に乗せるよう命じた。

「ノアは私と一緒に来るように。ロザベラは──」

「エミリオ、私も……」

　ロザベラは口を挟もうとしたけれど、ノアがその肩かたに手を置いて、それを押しとどめた。

「やつが俺たちが提供した隠れ家から抜ぬけ出すのは、二度目だ」

「……困ったことだね。だからなんだい？」

「やつはきっとまたやる。あんたの計画通り、おとなしく隠れ家に引っ込んでるなんて芸当できやしねえ。やつを連れ戻すのはいいさ、だが、その後は？　縛しばって鍵かぎのかかる地下室にでも放り込んでおくか？」

「別に私はそうしたって構わないよ」

　エミリオはショルダーホルスターの銃じゆうを抜き、数発撃うった後らしい弾だん倉そうに弾たまを詰め直してグリップに戻す。

　エミリオの手が銃をいじるのを、ロージーはほとんど見たことがなかったけれど、滑なめらかな、手慣れた手つきだった。

「茶ちや化かすな。俺たちの安全にも関かかわることだ。やつを、本当に閉じ込めておけると思っているのか？　できなければ、俺たちはまた何度でも、こうしてやつの尻しりぬぐいに駆かけつける羽目になるぞ」

「あの子を失えば戦力を失うことになる。《力》を持つのが自分だけの方が、君はいいのかい？」

　ただ話しているだけなのに、ナイフで切りつけ合っているみたいな剣けん吞のんな雰ふん囲い気きだった。

　ロージーが止めるしかない。数日前のダリオとエミリオの喧けん嘩かは止められなかったから、今度こそは、という思いで、口を開いた。

「待って、お願い、こんなこと話してる時じゃないよ。ダリオに何かあったら……」

　けれど、エミリオはロージーを見て、何かに気付いたみたいに、ぱっと微笑ほほえんだ。

「ロザベラは、一緒に行くかい？」

「え？」

　エミリオはいかにも楽しそうに見えた。

　本気で面おも白しろそうに笑いながら、彼は言った。

「君も、来たいなら一緒においで。それがいい。ダリオも、その方が観念して出て来てくれるかもしれないし」

「あの、そうできたら嬉うれしいけど……？」

「エミリオ」

　怒いかりを帯びたノアの声こわ音ねに、ロージーはびくっと震ふるえて言葉を飲み込む。

　ノアは、明らかに苛いら立だった目を、エミリオに向けていた。

　エミリオは、そんな視線すら涼すずしげな顔で受け止めた。

「やあ、ロザベラもこう言っているし、彼女を連れて行こうと思うよ。ノアは？　嫌なら、ここにいてもいいよ。彼女のことは心配しなくても──」

「それでロザベラを人ひと質じちに取ったつもりか？」

「そんなつもりはないよ、彼女の安全は私にとっても重要なことだからね。でも、君が気になるのなら、一緒に来た方が利口だと思うよ。今私は君の文句に付き合っている暇ひまはないしね」

　あ、とロージーは気付いて青ざめる。

　ロージーは、体ていよくノアに対する人質として利用されたのだ。

（で、でも、ダリオを、助けに行きたいし……）

　ノアは怒り心しん頭とうに見えたけれど、ロージーもここに留とどまっていたくはなかった。

　それに、ノアがダリオを嫌っている──そう、たぶん、愛情を感じていないのは事実でも、ダリオを助けるために、ノアの力を貸して欲しいと思う。

「ロザベラ」

　怖こわい声で名前を呼ばれる。

　ノアの言いたいことはわかっていたけれど、従うこともできず、ロージーはエミリオの側についた。

「ごっ、ごめん、ノア……」

　ノアは数秒ロージーを睨にらんだけれど、すぐに目を逸そらして、わかったとだけ呟いた。

　後ろめたい気持ちで、ロージーはエミリオに促うながされて部屋を出た。




　春の太陽の残ざん滓しは、急速に消えていこうとしていた。

　空は藍あい色いろにくすみ、ひんやりとした風が強こわ張ばるロージーの頰ほおを撫なでて、春物の薄うす手でのドレスの中に入り込む。

　その中で、ライトアップもされていない遊園地は、不気味に静まり返っていた。

　遊園地が閉鎖されたのは半年ほど前のことだ。

　遊園地はビーチの南なん端たんにあったから、レストランやホテルがある界かい隈わいからは少し距きよ離りがある。夜で、シーズンオフで、遊園地も潰れていると来れば、周囲に人ひと気けはない。

　エミリオは部下に人を集めて準備が調ととのい次し第だい来るように言い、その場にいた人間だけを連れて先に遊園地にやってきた。ロージーの他ほかは、ロージーを守るためについてきたノア、エミリオの護衛の《クモ》、それから別の車に乗ってさらに三人。これだけだ。

　遊園地の門もん扉ぴは閉とざされていたけれど、錠じよう付きの鎖くさりはすでに地面に落ちて、何者かが侵しん入にゆうした形けい跡せきがある。

　エミリオはそこで一いつ旦たん《クモ》を先行させて彼の報告を待つことにした。

　案内図で見る限り、園内はかなり広そうだった。

（……嫌いやな、感じがする）

　風の冷たさや夜の遊園地の不気味さのせいだけではなく、ロージーはぞくぞくと背筋を這はい上がってくる寒気を感じていた。

　この先に、ダリオがいる──そして、たぶん、アンドリューと、彼を連れ去った相手も。

（誰だれ？　あの連れん邦ぽう検事？　実行部隊が他にいるのかもしれない。だって、こんなふうに本当に子どもを誘ゆう拐かいするなんて、囮おとり捜そう査さでもしてはいけないことだもの。汚よごれ仕事をさせる人間が、誰か……）

　突とつ然ぜん、肩から背中にかけて暖かなもので包み込まれて、ロージーの思考は止まる。

　驚おどろいて振ふり返ると、ノアが自分のジャケットを彼女の肩にかけてくれていた。

「……袖そでを通しておけ。走れば落とすぞ」

「あ、でも、あのっ」

　ノアはベストとシャツ姿で寒そうな素そ振ぶりも見せないで、エミリオの方へ行き、話に加わった。ロージーは邪じや魔まにならないよう、それ以上声をかけられなかった。

　震えるのを見られていたのだろうか。そう思うと恥はずかしいけれど、彼が気き遣づかってくれたことも嬉しい。

「…………」

　ロージーは揺ゆれる気持ちを今はねじ伏ふせることにして、言われた通り、袖に腕うでを通してジャケットを着た。

「お見せしたいものが」

　声の方を見ると、エミリオのそばにいつの間にか《クモ》が戻もどっていた。

「案内してくれ」

　エミリオがそう命じ、《クモ》を先頭に、エミリオとロージーをノアと護衛で守り、園内へと入った。

　途と端たん、びゅう、と強い風が吹ふき付けて、砂を巻き上げた。

　かつては園のシンボルだった赤と金に塗ぬられた派手な観覧車も、園内を走るコースターのレールも、今は暗い闇やみの中で輝かがやきを失っている。屋台は撤てつ去きよされていたけれど、レストランや休きゆう憩けい所、見み世せ物もののための小屋などは、まだそのまま残っている。

《クモ》がエミリオを連れて行ったのは、『お菓か子しの家』を模したレストランだった。

　ビスケット生き地じの屋根や壁かべにとろけそうな白いクリームが絞しぼり出され、その上にはアラザンがトッピングされている。勿もち論ろんすべて偽にせ物ものだけれど、子どもの夢を凝ぎよう縮しゆくしたような見かけから、営業中は人気の店だったのだろうと思われた。

　電でん飾しよくの看板の下には、これまた可愛かわいらしい人形型のクッキーで飾かざられた、ビスケットの扉とびらがある。

　ただし、懐かい中ちゆう電灯で照らされたその表面は血で汚れている。

　ノアが指先に血を採って擦こすり、まだ新しいものであることを確かく認にんする。

（ダリオ？）

　頭が真っ白になって、違ちがう、ダリオじゃない、という否定の言葉すら出て来なかった。

　扉の先にあるものを見るのが、ロージーはただひたすら怖かった。

　ロージーは震えて動くことすらできなかったけれど、エミリオは無表情に、そして無造作に、扉を開けた。

　扉の先には、男が一人、倒たおれていた。

　ジャケットを着たその背中がべったりと血で汚れている。周囲の床ゆかは踏ふみ荒あらされて、血の足あし跡あとが幾いくつもついていた。何人もの人間がいたのだろう。

　男は俯うつぶせに倒れていて、顔は見えない。髪かみは──帽ぼう子しで隠かくれている。

「……っ！」

　ダリオだったら、という恐きよう怖ふでロージーの心臓はけたたましく悲鳴を上げる。

　呼吸が、出来ない。

《クモ》が、ぐにゃりと弛し緩かんした身体からだを無造作にひっくり返した。

　露あらわになった顔は、ダリオのものではない。銃じゆうを持っていて堅かた気ぎではないのはわかったけれど、彼の顔に見覚えはなかった。

（違った……！）

　不ふ謹きん慎しんにも、ロージーは座り込みそうなくらい安あん堵どした。

（人が、死んでるのは、変わらないのに）

　それでもほっとして涙なみだぐんでしまうロージーの耳に、エミリオと《クモ》のやりとりが入ってくる。

「死んでからどれくらいだい？」

「冷え始めていますが、一時間以上ということはないかと」

　ノアが死体の顔を懐中電灯で照らしながら言った。

「ダリオの部下だ。室内には他に誰もいないのか」

「ドン・ダリオと敵はいません」

　その表現に引っかかりを覚えたのは、ロージーだけではなかった。

「どういうことだい？」

　エミリオの問いに答えるように、《クモ》は床を懐中電灯で照らした。

　血で汚れた足跡が、奥へ続いている。

「行こう」

　エミリオは淡たん々たんと宣言した。

　敵はいないと言われていたけれど、静まり返った店内は不気味だった。

　テーブルの上には椅い子すが積み上げられ、その上から埃ほこりよけの布がかけられている。血の臭においが薄うすれると、すえたような、ちょっと籠こもった臭いがするのがわかった。

　血の跡あとは食堂を横切り、バックヤードまで続いている。

　厨ちゆう房ぼうの扉には銃じゆう弾だんの痕こん跡せきがあって、ここで激しい銃じゆう撃げき戦せんがあったことを思わせる。周囲には大量の血が飛び散っていたけれど、《クモ》はさらに奥へとエミリオを導いた。

　作り付けのオーブンやシンクはそのままだった。大きなオーブンは床からロージーの腰こしくらいまでの高さがあって、かなり薄くなった足跡が、その前にも一つ二つ見えた。

《クモ》は、オーブンの扉を開けた。

　元から少し開いていた扉は抵てい抗こうなく全開になって、懐中電灯が、中に押し込まれていた小さな身体を照らし出した。

　細い手足に、あの日のままの子ども用スーツ。

　それは、誘拐されて以来行方ゆくえ不明になっていた、ベイカー議員の息むす子こ、アンドリューだった。

　ロージーはすぐに膝ひざをつき、ノアに手伝って貰もらって少年の身体を冷えたオーブンの中から引っ張り出した。膝の上に少年の頭を載のせて顔を覗のぞき込む。

　少し瘦やせてはいたけれど、血色は良く見える。息はあるし、脈も正常のようだった。

「これは、どういうこと……？」

　困こん惑わくして、ロージーは誰へともなく声を上げた。

「ダリオだろうね、他にいない」

　エミリオが少年を見下ろして答えた。

「そもそもダリオは、ここにこの子を助けに来たんだろう。で、争いになって、このレストランに逃にげ込み、部下が撃うたれた。ダリオはこの子を連れてここまで来て、オーブンに隠した」

「でも、じゃあ、ダリオはどこ……？」

「ここから引き返して銃撃戦だな」

　床を見ていたノアがそう言い、顔を上げて厨房の入り口の方を見た。

　確かに、先さき程ほど通ってきたそこには、銃撃戦の痕跡が生々しく残っている。

「ダリオは？」

　呆ほうけたように、ロージーはそう繰くり返した。答えはわかっているような気がしたけれど、頭がそれを拒きよ否ひしていた。

　拒否していた答えを口にしたのは、ノアだった。

「無事ならここにこのガキを置いて消えない。どこかに連れて行かれたんだろう」

　生きているのか、死んでいるのか、ノアは明言を避さけた。

　ロージーは何も考えられず少年の顔を見下ろした。外傷はどこにもないけれど、この状じよう況きようでも起きないのなら、普ふ通つうの眠ねむりではないのかもしれない。服は同じだったが、随ずい分ぶんと汚よごれている。

　ふと、ロージーは彼のジャケットを汚す白い粒つぶに気付いた。

「……塩？」

　ロージーの呟つぶやきが聞こえたのか、エミリオが突とつ然ぜん屈かがみ込んで少年を覗き込んだ。

「海の匂いだ。そうか、船で乗り入れているな」

　思い返せば、駐ちゆう車しや場を含ふくめ、遊園地付近にはダリオの車とロージーたちの車以外は見当たらなかった。

　ここはビーチから近い。先程見た地図でも、遊園地自体が海と隣りん接せつしており、園内の小さな港には、海かい賊ぞく船のレプリカもあるようだった。

　たぶん少年はどこかのタイミングで海に落ちたか、海水を浴びている。服は乾かわいたけれど塩が残っている。

　船でやってきたのなら、出て行く時だって船だ。

「港だ。急げ」

　エミリオは立ち上がってそう宣言した。

　でも、ノアが先を行こうとするエミリオの腕うでを摑つかんで止める。

「後続が着くまで待て。危険が大きい」

「待っている余よ裕ゆうはないよ」

「生きているか死んでいるかもわからない人間にそこまでするのか？」

「ノア！」

　咎とがめるような声で叫さけんだのは──

　ロージーだった。

　ロージーは少年を膝に載せたまま、青ざめてノアを見上げていた。

「ダメだよ、そんなこと言ったら。ダリオは……」

「きっと生きているとでも言うのか。ダリオが捕つかまったような相手だ、一ひと筋すじ縄なわじゃあいかねえ。それはわかってるだろう、エミリオ。……あんた自身の身を危険に晒さらすのか」

　エミリオはノアの手を振ふり払はらった。

「君を信しん頼らいしているよ、ノア。屋内でも、君なら戦えるだろう」

　そう言って、ノアに反論を許さず、背を向けて歩き出す。

　少年を保護するため、また後続に港のことを伝えるために、護衛の一人は駐車場に戻もどることになった。




　波の音が聞こえる。

　時には心を落ち着かせるその音も、今は不安を搔かき立てるだけだ。胸中を侵しん食しよくされるようで、ロージーは余計に鼓こ動どうが乱れるのを感じる。

『海賊船』は園の北ほく端たんの人工の入り江えにあった。デッキにベンチを並べた、園内の水路を巡めぐる小さな遊覧船だ。海賊旗も帆ほももう下ろされていたけれど、懐かい中ちゆう電灯で照らすと、黒い船体には『ブラッディ・マリー号』という文字がまだ綺き麗れいに残っている。

　でも、これでは園外への移動には使えない。

（船は、どこ!?）

　ロージーは周囲を見回したけれど、船着き場には他ほかに船せん影えいは見えない。

　風が強くなってきて、髪かみをぐちゃぐちゃになぶっていく。

　ふと、頰ほおが濡ぬれたことに気付いた。

　最初は波のしぶきが当たったのかと思ったけれど、そうではなく、雨がぱらぱらと降り出していた。

「ここ、他に船が接岸できそうなところはないの？」

　ロージーは先程のレストランで見つけた地図を持ってきていた。風に吹ふき飛ばされないよう手でしっかりと握にぎりながら、懐中電灯で照らし出す。

　エミリオは何かを思い出そうとするように眉み間けんに皺しわを寄せ、地図をじっと見つめていたが、突とつ然ぜん、ハッとした様子で目を見開いた。

「海かい蝕しよく洞どうがある！」

「洞どう窟くつ？」

「浸食作用で出来たもので、園内の施し設せつじゃないが、ここから降りて行ける」

　確かに少し探すと階段が見つかって、そこから岩場に降りて行けそうだった。

　洞窟も、五分も行かないうちに見つかった。

　長い年月をかけて浸食作用で出来た洞窟は入り口が今も半ば水に浸つかっていた。壁かべ沿いに足がかりになる岩場はあったけれど、濡れて滑すべる。

「ロザベラ」

　濡れる岩場に足を取られないようにと必死なロージーに、ノアが後ろから声を掛けた。ノアの声が密ひそやかだったので、ロージーもできるだけ小さな声で返した。

「な、何、ノア」

「おまえは駐車場に戻った方がいい」

　驚おどろいて振り返ったけれど、明かりは奥にいるだろう誘ゆう拐かい犯に気付かれないよう足あし下もとを照らすだけにしていたから、表情はわからなかった。

　でも、エミリオがついてきていいと言ったのに。

　ロージーが思わずそう言おうとすると、ノアはその反論を先回りして言った。

「エミリオは、今正常な判断力を失っている」

「それは……」

　違ちがう、とも言い切れない。

　エミリオがロージーの同行を許したのは、ノアを連れてくるためだ。それだけならいつものエミリオだけれど、今は相手がダリオを連れ去るような力か、数があるとわかっているのだ。

　幾いくらノアがいたところで、危険なのは確かだ。

「……そんなに、厳しい戦いになると思う？」

　ノアが、答えようとした。たぶん、肯こう定ていの言葉を言おうとした。

　でも、彼は突とつ然ぜん懐かい中ちゆう電灯を消して、ロージーの唇くちびるに指を当てた。

（近い、の？）

　ロージーも口を閉とざし、視線を前方へ戻した。

　エミリオらはさらに少し先に行っていたけれど、彼らも懐中電灯のスイッチを切っていた。闇やみの中、水音だけが聞こえる。

　いや。

　人の声が聞こえる。

　それに、前方から、微かすかに明かりが漏もれている。

「……行くぞ」

　ごく小さな声で、エミリオが命じた。ロージーはそれ以上ノアと話せず、ただ、ごめんね、という気持ちを込めて目を伏ふせた。

　ノアは何も言わず、エミリオに呼ばれて前へ移動していった。




　エミリオは普ふ段だんなら冷静に判断を下す。

　今回だってそうだろう、とロージーは思いたかった。

　でも、ノアは、後続を待つべきだと言った。今のエミリオは正常な判断が出来ていないと。

　ノアの言うことも、わかる。

　それでもロージーが残ったのは、ダリオを助けたかったからだし、エミリオがもしも同じ思いでいるのなら、ノアに協力して欲しかったからだ。

（危険でも。それでも、時間がないのは、たぶん確かなんだ）

　海蝕洞は、少し行くと右に大きく曲がっていた。

　曲がった先には比ひ較かく的てき広い、水に浸かっていない空間が広がっていたけれど、左手の方では水が深くなっている。誘拐犯の乗ってきた船はその先だろうか。もしかすると、そのまま外に繫つながっているのかも知れない。

　そして、乾いた岩場には、三人の男たちがいた。

　何か喋しやべりながら、煙草たばこを吸っている。

　岩場に腰こしを下ろしたり、立ったりしていた彼らの足下にはカンテラが置かれていた。見たところ、人種はばらばらだった。市長の護衛同様、単純に雇やとわれたのだろうか。

　そのカンテラの明かりが照らす岩場に、赤い影かげが見えた。

（？）

　エミリオらは男たちから目線が通らないよう、岩場に身を伏せていた。ロージーは一番後ろにいるように言われていたけれど、思わず頭を少し上げて、目を凝こらした。

　赤いものが動いた。

　それは、赤毛の男だった。

（違う）

　一いつ瞬しゆん、ダリオじゃない、と思った。だって、ダリオにしては髪の色が赤過ぎる。彼はもう少し、ブロンドっぽい色だから、と。

　あんなに血で染まったみたいな色じゃない。

　でも、それは、ダリオだった。

　血ち塗まみれで転がるダリオだった。

　ロージーがそれを理解した次の瞬しゆん間かんには、エミリオの作戦が始まっていた。

　突然、ダリオを囲む男たちの服と言わず髪と言わず燃え上がる──が、炎ほのおはすぐに消えてしまう。

《力》を使ったらしいノアが呟つぶやいた。

「やつら水被かぶってやがるな」

　水なら周囲に幾らでもある。

　けれど、彼ら全員が水を被っていたとなると、意図的なものだ。

　ダリオが近すぎるから、ノアが以前やった、銃じゆうを爆ばく発はつさせる手も使えないだろう。

（ノアたちが来るって予想されてたんだ）

　どくり、と心臓が軋きしんだような気がした。

　けれど、男たちが銃を構えた時には、こちらの拳けん銃じゆうとライフルが次々に火を噴ふいていた。《クモ》のライフルが一人、二人、と的確に急所を撃うち抜ぬく。三人目が倒たおれた時には、エミリオは飛び出して、ダリオのところへ駆かけ寄っていた。

「ダリオ！」

　けれど、彼がたどり着く前に、ダリオが不自由な身体からだを動かして、かろうじて顔を上げて言った。

「まだやつが……っ」

「エミリオ！」

　叫さけんだのはロージーだ。

　ロージーの目は、ダリオの背後の岩いわ陰かげから飛び出してきた、一人の男を捉とらえていた。

　男の構える金属が、カンテラを照り返して光る。

　照らし出された男の顔は、洞窟の闇のせいではなく浅黒く、彫ほりが深くて──

（リカルド）

　メルキス系アリスタ・ファミリーのボス、リカルド・エストレージャの顔だった。

　彼のリボルバーの銃口はエミリオを狙ねらっている。

　銃声が響ひびき渡わたる。

　一瞬強く輝かがやいたのは、マズルフラッシュだったのだろうか。

　誰だれにも止めに入る余よ裕ゆうはなかった。引き金は冷静に冷れい酷こくに引き絞しぼられて、慣れた者ならば外すとは思えない距きよ離りから撃たれていた。

　でも、エミリオは銃じゆう弾だんを受けなかった。

　彼は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし、ただダリオを抱だきとめていた。

　自分を庇かばって胸に銃弾を受けた、弟を。

「伏せっ、伏せてエミリオ！」

　ロージーは必死で叫んでエミリオを後ろから突つき飛ばすようにして姿勢を低くさせた。転がるようにして倒れ込み、あちこちすりむく。

　岩陰に伏せながらも、エミリオは、本当にただ呆あつ気けに取られた様子で、ダリオだけを見ている。発はつ砲ぽうそのものとか、ダリオが自分を庇ったことに驚いたというよりは、血を流したダリオが自分の腕うでの中にいること、それ自体が信じられない、という顔だった。

　ダリオの目は閉じられて、開きそうには見えない。

　エミリオは血で汚よごれた手で、ダリオの顔にぺたりと触ふれた。

「……ダリオ？」

　小さく、囁ささやく声が聞こえた気がした。頼たよりない、力の籠こもらない声だった。

　ロージーには、エミリオの声とは思えなかったし、彼の行動とも思えなかった。

　だって、ここはまだ、戦場なのに。

「エミリオ！　しっかりして！」

　ロージーは必死で叫んだ。
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　ここまででリカルドは二発撃っていたけれど、《クモ》とノアの双そう方ほうから撃たれて岩陰に引っ込んでいる。

　ダリオを撃たれたことで頭に血が昇のぼったらしいこちらの護衛が真っ先に飛び出し、岩陰に銃弾の雨を降らせようとする。

　けれど、その時ロージーの耳はモーター音を拾った。

　海に通じていると思おぼしき、水路の奥からだ。

　モーターボートが、水を撥はねて水路に躍おどり込んできた。

　ボートのライトが一いつ斉せいに水面と周囲を照らし、その明るさに目が眩くらんだ瞬間、耳を聾ろうするほどの銃声が何丁分も響き渡った。飛び出していた護衛は蜂はちの巣すにされて倒れる。

「ひっ！」

　凄すさまじい銃声にロージーは悲鳴を上げて耳を押さえ、いっそう身を低くした。ようやく我に返ったらしいエミリオがロージーの頭を抱きかかえるようにして庇ってくれる。

　最初に撃たれた護衛以外は、それぞれ岩場に身を隠かくしていた。

「逃にげられます！」

《クモ》が、銃声に負けないように声を張り上げた。エミリオの腕の隙すき間まから見れば、リカルドが岩場から駆け出してモーターボートの方へ向かっていた。ボートからの援えん護ご射しや撃げきで頭も上げられない状態だが、《クモ》やノア、残る護衛が何とか応戦する。

「はっ」

　リカルドが軽快な動作でボートに飛び乗ると同時に、ボートはモーター音も高らかにスピードを上げ、ロージーたちが入ってきた方へ水路を突き進んでいく。

　彼らは逃げるのだ、これで終わる、とロージーが思った瞬間、リカルドがボートの上でライフルを構えるのが見えた。

　銃口は、再びエミリオを狙っている。

「！」

　ロージーは咄とつ嗟さにエミリオの前に身を投げ出した。守るとか庇うとかは考えておらず、ただ身体が動いていた。

　けれどリカルドの銃から弾たまが出る前に、彼は銃を取り落とした。その腕が炎に包まれている。

　火の気のないところに炎が上がったのだから、ノアの《力》だ。

　でも、リカルドだって他ほかの仲間たち同様水くらい被っていたはずだ。

　それなのに炎を上げた腕を、リカルドは海水に浸ひたした。じゅうっ、という音がして、煙けむりが上がる。

　タンパク質の焼ける臭においがしてきてロージーはこんな状じよう況きようだけれど吐はきそうになった。

　リカルドが残る左手でノアを罵ののしる仕草をしたのがわかった。でも、それ以上はモーターボートの速度が上がって見えないまま、彼らは視界から消えた。

　モーター音は、しばらく洞どう窟くつ内にこだましていた。

　ロージーはその音を聞きながら、おそるおそる、背後を振ふり返った。

　視線の先では、右の胸から血を流したダリオが岩場に横たえられ、青白い顔のエミリオが傷を押さえて止血をしていた。エミリオのシャツも腕も手もダリオの血で真っ赤だった。

　血が、止まらない。

「ダリオ……？」

　何が起こったのか、一瞬のことで、ロージーにはまだはっきりとは理解できていなかった。
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　水被かぶっておけば大だい丈じよう夫ぶじゃね、と言ったのはリカルドだ。

　疑いながらも、やらないよりはマシと思ったレオは、ひとまずそれを採用した。

　だが、ボート上で焼けただれたリカルドの腕を目にして、そんな対策はまったく対策になってなかったということを思い知らされた。

「いや、でもあいつ、最初はちょっと火つけるの失敗してたんだぜ」

　リカルドは脂あぶら汗あせを額に浮うかべながらそう言った。船の上では手当てのしようがない。氷も、包帯も、薬もない。せいぜい袋ふくろに入れた海水で冷やすくらいだ。とにかく陸へ急げ、と命じて、レオはリカルドの傍かたわらに屈かがみ込んだ。

「そりゃ、加減の仕方があるんだろうよ。最初のは濡ぬれてると思っていなかったから加減しててすぐ消えたんだろう。だから二回目は濡れていようがそれでもあんたの腕をミディアムレアにできるくらいの火力を出したのさ」

　デ・コスタの次男がアパートメントを燃やすところは見た。実際、そのアパートメントの中にいたのだ。火の回りは恐おそろしく速く逃げるのは苦労したが、建物の中は可燃物で溢あふれていたから、そのせいだと思って力を見誤ってしまった。

　水で濡らした程度では、あの炎ほのおは防げない。

「最初っから手加減なしでやりゃあいいのに。デ・コスタの次じ男なん坊ぼうは優やさしいってのは本当なのかね」

　目を逸そらしたくなるほどの火傷やけどを前に、レオは吐き捨てるように言った。

「これなら銃で撃たれた方がマシだ。こんな力を使う男が、『優しい』だって？」

「普ふ段だんは加減してるから『優しい』のさ」

　苦痛に顔を歪ゆがめながらも、リカルドは、それでも面おも白しろそうに口の端はしを吊つり上げて笑った。

「ロザベラのためなら、酷ひどい男にもなれるみたいだけどな」

　リカルドが構えていたのはライフルだ。たとえロザベラがエミリオを庇ったところで、彼女の細い身体からだを容易たやすく貫かん通つうしてエミリオの頭部を弾はじき飛ばしていただろう。初速が秒速八百メートルを超こえるライフル弾だんの威い力りよくは拳けん銃じゆうの比ではない。

　ノアが咄嗟に炎を使ったのは、銃では間に合わないか、少なくとも外れる可能性が高いと判断したからだ。まだ最高速度には達していなかったとは言え、モーターボートで移動中のリカルドに拳銃で弾を当てるのは、しかもリカルドが引き金を引くよりも早く当てるのは、おそらくは至難の業わざだ──無論ボートから狙うリカルドの側にも相当の技量が要求されたが。

　だからノアはためらいなく彼らの血脈に宿る《力》を使った。

　呪のろわしく恐ろしいその破は壊かいの力を。

「……兄のためじゃあないのか？」

　レオが疑わしげに呟つぶやいたが、リカルドは首を緩ゆるく振るだけで否定した。

　リカルドはエミリオを撃うつ気だったが、ノアが守ろうとしたのはロザベラだ。リカルドはそう感じていた。

「愛だよ、レオ」

「……愛ねえ」

　レオは言い、海岸沿いのウェストエンドの光に目を向けた。

「俺はそれより、あのダリオってのが死んだ時に、契けい約やく違い反はんにならないかってのが気になるがね」

「契約？　ああ、あれな」

　数時間前、リカルドに少年を引き渡わたしたのは連れん邦ぽう検事アレックス・リーだ。

　アレックスはこの少年の情報を餌えさにデ・コスタ家三男ダリオをおびき寄せること、ダリオのことはどう痛めつけても構わないが、必ず生きた状態で解放すること、という条件をつけた。

　元々デ・コスタへの意い趣しゆ返がえしを望んでいたリカルドとしては、悪くない条件だ。おまけに、アレックス・リーに協力することで、彼の弱みを握にぎることができる。

「ありゃ事故さ。自殺みたいなもんだろ。俺が殺そうとしたのはエミリオの方だしな」

「……だから、それ自体大丈夫なのか？　エミリオを狙ねらったこと」

「だめだって言われてねーよ？」

　けらけらと笑って、リカルドはデッキの上に寝ね転ころがった。

「あそこで狙わない方がどうかしてるって。目の前に敵組織のボスがいるんだぜ、まさか本人が来るとは思ってなかったけどなー」

「おい、毛布くらい敷しけ。傷に障さわるぞ」

「痛くてしょうがねえから寝るわ。着いたら起こせ」

　そう言って、リカルドはレオに背を向けた。

　レオはリカルドの腕うでを見て顔を歪め、部下にもう一度、陸へ急ぐように命じた。

　幸い──と言うべきか、アレックス・リーはこの件に関してはリカルドが自由に使える人間を貸し出していた。寄せ集めのならず者たちだ。アレックス・リーがどういうつもりだったかは知らないが、リカルドは彼らを完全に捨て駒ごまとして使った。

　おかげでレオらアリスタの部下たちには被ひ害がいは出ていない。

（どうせならダリオだけでも死んでくれりゃあな）

　レオは密ひそかにそう願う。

　契約違反になるとしても、その方がデ・コスタにダメージを与あたえられる。

　検事側は自由に動かせる手て駒ごまが欲しかっただけだし、アリスタ側もデ・コスタへの意趣返しを望んでいて、たまたま目的が一いつ致ちしただけだ。

　この件が片付けば、互たがいに邪じや魔まになって敵対することになるのは目に見えている。

　波と雨と風を舳へ先さきで切って、船は暗い海にモーターの力で道を切り開いていった。
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　エミリオはダリオの右胸からの出血箇か所しよに丸めた布を当て、さらにジャケットを裂さいて作った布でそれを強く圧あつ迫ぱくした。

　殴なぐられたところが紫むらさき色いろや青色に腫はれ上がって、ダリオの顔はまだらになっていた。

　ロージーはまだ呆ぼう然ぜんとしていたけれど、我に返って上うわ擦ずる声を上げた。

「びょ、病院、行かないとっ」

「まだ指名手配されている」

　ノアが冷れい淡たんな口調で言った。いつもと同じ、感情が籠こもってない声だったけれど、ロージーには酷く冷たく感じられた。

「でも、このままじゃ……」

　死んじゃうよ、という言葉は飲み込んだ。

　言葉にすることで、実際に起こるのではないかと怖こわかった。

「バロウズを呼ぶか？」

　ノアは、エミリオと取引がある医師の名を口にした。

　エミリオが止血の手を休めずに頷うなずく。

「ああ。そうするしかないだろう。一番近い電話は……」

「ホテルです。この先が岬みさきの北側に繫つながっているのなら、ここを辿たどればリフト・ホテルの裏手に出ます。こちらも移動させられるようにしておきましょう」

《クモ》がそう答えた。

「わっ、私、行ってくる！」

　ロージーはすぐさまそう言った。

　護衛のうち一人は死に、一人は命にかかわる怪け我がではないが負傷して動けない。エミリオはダリオのそばについているだろうし、それなら《クモ》もエミリオを守るために離はなれられない。ノアは──

（ノア、は）

　ロージーの思いが言葉になる前に、ノアが言った。

「俺が行く」

「いっ、いい、私、行けるから！」

　ノアを制して、ロージーは立ち上がると、すぐに駆かけ出した。

（あっ、あれっ、なんか、おかしいな、私）

　走って転びそうになりながら、足場の悪い岩の上を、奥に向かって進む。

（ノア、のこと、どう思った？）

　エミリオがダリオについていて、《クモ》が一いつ緒しよにいるのなら、ノアとロージーで電話をかけにホテルに戻もどればいい。それなのに、今ロージーは、ノアを置いて行こうとしている。

（だって、ノア、なんだか、怖い、んだもの）

　倒たおれたダリオを見るノアの目。愛せないという彼の言葉。何もかもが、ロージーの不安を大きくする。

　ノアはダリオを愛していない。

　もしかしたら、憎にくんですらいるかもしれない。

　もしも、ノアが、ダリオの死を望んでいたら？

（ううん、何考えてるの私！）

　ノアのことよりも、そんな考えを一いつ瞬しゆんでも抱いだいた自分が嫌いやになる。

　ノアは、愛していないからといって死を願うなんて人じゃないはずだ。

　その時、ずるっ、と足が滑すべって、水の中に落ちそうになった。

「！」

　咄とつ嗟さに手がかりを求めて伸のばした手は空を切る。

　でも、その手を、摑つかんでくれた手があった。

「ロザベラ」

　ノアの、乾かわいて、ひんやりした手。

「大だい丈じよう夫ぶか。無理するな。おまえは戻って──」

「わっ、私、行く……行きたいの……」

　ノアは、それ以上ロージーを引き留めようとはしなかった。

「わかった。俺も行く」

　そう言って、ロージーが岩場で滑っても平気なように、手を引いてくれた。

　きっと、やっぱり、自分の不安なんて酷ひどい思い過ごしなんだ、とロージーは思おうとした。

　ホテルに着いて、電話を借りて、バロウズ医師を呼べばいい。そうすれば、ダリオだって大丈夫だし、全部解決する。

　無む理り矢や理りに、そう思おうとしていた。




「出張？」

　ロージーは受話器を強く握ってそう聞き返した。

　受話器からは女性秘書の声が、バロウズが今朝から学会出張でウェストエンドを離れていると繰くり返すのが聞こえてきた。ろくに受け答えもせず、ロージーは受話器を置いた。

「どう、し、よう……」

　声が、震ふるえる。

　恐おそろしい言葉を吐はいてしまいそうで、ロージーは自分の口を押さえた。

　ホテル裏手の海岸に出たロージーは、雨に濡ぬれながらもホテルを目指して走った。足を取られて転んで泥どろだらけになりながら、やっとたどり着いたホテルのロビーで、途と方ほうに暮れていた。

　堪こらえきれずに溢あふれた涙なみだが、頰ほおを滑り落ちていく。

「他ほかの、お医者様を見つけないと……っ！」

　ロージーはノアの腕を摑んで訴うつたえた。

「お願い、他にお医者様を教えて！　ノアなら知ってるでしょ……！」

「落ち着け、ロザベラ。普ふ通つうの医者じゃまずいのはわかっているだろう」

　でも、それだと間に合わないかもしれないのだ。

　ロージーはぼろぼろと涙を零こぼして泣きじゃくりながら、子どものように首を振ふった。

「いや、いやなの。そんなのいや。救急車を呼んじゃダメなの？」

「呼べば警察まで来るぞ」

「それでも死ぬよりいいよ！」

　少し、大きな声が出た。周囲の視線は、汚よごれて濡れたロージーと彼女を抱かかえるようにして立つノアに集まり始めていた。

　ロージーは視線を避さけて俯うつむき、声を潜ひそめた。

「ダリオが捕つかまれば組織が大変なのはわかってる。でも、ダリオは本当の誘ゆう拐かい犯を追って撃うたれたんだよ。警察だって、ダリオが本当は誘拐なんてしてないってわかるはずだよ」

「……それだと、ミルズはどうなる」

　ロージーは唇くちびるをきつく嚙かんだ。

　ミルズは噓うその告発をして、今票を集めている。ここで彼の噓が明らかになれば、落選の可能性が高くなる。エミリオが幾いくら援えん助じよしても、策を弄ろうしても、取り返せないだろう。

「選挙を捨てて、ダリオを取ることになる」

「それでも……、私は」

　泣きたくない。泣いて訴えるなんて子どもみたいだし、そもそも泣いて願いが叶かなったことなんてこれまでにない。泣けばノアを困らせるだけで、答えはきっと変わらない。ノアはロージーの涙なんかに惑まどわされない。

　それなのに、新しい涙は次から次へと溢れて、雨に濡れた顔をさらにぐしゃぐしゃに濡らす。俯いて、小さくなって、口元に手を当てて嗚お咽えつを堪え、ロージーは言葉を喉のどから押し出す。

「っ、ごめん、なさい、ノア。それでも、私、ダリオに生きていて、欲しい、よ……！」

　しゃくり上げるように言うと、ノアがロージーの肩かたを抱だき寄せてくれた。

　あんなに恐おそろしいと思っていた相手なのに、ロージーにとってダリオはもうただの『悪い人』ではなくなっていた。彼の屈くつ託たくない励はげましに、確かに救われていたのだ。

　けれどその時、ノアは警けい戒かいの眼まな差ざしをロージーの背後に向けた。

　ロージーは振り返って、自分たちの方に近づいて来る、小こ柄がらな男性に気付いた。

　よれよれのスーツに、赤ら顔。ロージーより少し高いだけの身長。

　見覚えがある。数日前に言葉を交かわしたカジノの客だ。リッツに追い出されそうになっていたところを、ロージーが止めたのだ。

「ん」

　男はロージーに向かってハンカチを差し出した。白いハンカチは、男の見た目に反して清潔そうに見えた。

「あ、ありがとう、ございます……」

　ロージーは呆ぼう然ぜんとしながらも、しわがれた小さな声で礼を言い、ハンカチを受け取った。

「で、怪我人はどこだ」

「え？」

　男は、理解できないロージーを馬ば鹿かにするように鼻で笑った。

「怪我人がいるんだろうが。袖そで口ぐちに血がついている。さっきの話も聞こえた。急いでいるのなら、私が診みてやってもいい」

　確かに、ロージーのジャケット──ノアから貸してもらったジャケットの袖口には、ダリオの血がついてしまっている。

「……え？」

　ロージーはもう一度、同じ反応を繰り返してしまう。さすがに男がむっとした顔をした。

　事態を動かしたのは、ノアの言葉だった。

「……テッド・ウィーラー？　外げ科か医いの？」

　男は、ふんと鼻息も荒あらく肯こう定ていした。

「そうだ。診て欲しい患かん者じやがいるんだろうが、早くしろ」

「内密に頼たのめる、ということか？」

「少なくとも警察に友人はおらんな。信じるも信じないもそっちの自由だが」

「……恩に着る」

　ノアはそう言うと、さっさと彼を連れてエントランスへ歩き始めた。

　二人の間で話が進んでいき、ロージーは置いていかれた気分だった。

　でも、外科医、というのはわかった。ノアが顔を見ただけでわかったのだから、雑誌なんかに出てる有名人なのかもしれない。

「お、お医者様、なんですか？」

　先に行ってしまった二人に追いすがってそう言うと、よれよれの酔よっ払ぱらいことテッド・ウィーラーは、苛いら立だたしげに答えた。

「あんたの耳はどこについているんだ」

「あっ、ありがとうございます！」

「ハンカチなら新品買って返せ。おい、若いの、先に車に戻もどって鞄かばんを取ってこなきゃならんぞ」

　ロージーの礼に興味はないのか、ウィーラーは後半はノアに話していた。

　ロージーはハンカチを握にぎりしめて、大おお股またで先を行く彼らについて行った。




　ダリオが撃たれてから、四十分ほど経たっていた。

　すでにエミリオがダリオを背負って海かい蝕しよく洞どうから運び出し、ホテル側の出口に寄せた車に運び入れていた。

「ここじゃ無理だな」

　ウィーラーはダリオの状態を確かく認にんするとそう言った。

　結局、ウィーラーがダリオと一いつ緒しよに後部座席に乗り込み、裏手からホテルに運び込むことになった。最上階の部屋なら駐ちゆう車しや場から直通のエレベーターに乗れるし、人目も避けられるだろう。

　前の座席にはエミリオと《クモ》が乗った。その時には後続の部隊も着いていたから、ノアが彼らに負傷者の回収と死体の処理を命じて、ロージーはノアと一緒に別の車でホテルへ向かった。

　部屋へ向かう間にも、ロージーは何度も繰り返し大だい丈じよう夫ぶと自分に言い聞かせていた。

　医者も呼んだ、ホテルの暖かい部屋で手当てを受けられれば、きっとダリオは大丈夫。

　けれど、しばらくして部屋から出て来たウィーラーは、とても難しい顔をしていた。

　彼によると、ダリオは五箇か所しよに骨折があり、脳のう震しん盪とうも起こしている。銃じゆう弾だんは肋あばらを折り、一発は肺を逸それて貫かん通つうし、一発は肋で止まったらしい。

「内臓は無事だが、出血が多く危険な状態だ。折れた肋が臓器を傷つける恐れもある。今すぐ大きな病院で手術をして、入院させる必要がある」

　手術と、入院。

　それはそうだ。あんな大おお怪け我がをしたのだから。

　何度も自分に言い聞かせていたことが脆もろくも崩くずれ去って、ロージーは倒たおれそうになった。ノアが支えてくれなかったら、本当に倒れていたかもしれない。

　よろめくロージーを抱き留めたノアが、エミリオに選せん択たくを迫せまった。

「どうする？」

　エミリオは腕うでを組んでやや俯いて虚こ空くうに目を向けていた。そのままウィーラーに確認する。

「ここで手術をするのは？　必要なものは揃そろえましょう」

「無理だな。俺が必要なものをリスト化してあんたがそれを持ってきてそのすべてを消毒してる間に出血多量か感かん染せん症しようで死ぬだろうよ。あんた、血けつ縁えん者か？」

「ええ……」

「なら、輸血の足しにはなるかもな。とにかく、清潔な病院で真っ当な医者に手術させなけりゃ命の保証はできない」

　エミリオは黙だまり込んだ。

　彼の決断を、誰だれもが待っていた。

　ロージーは沈ちん黙もくを恐おそれながらも、彼の言葉を待たなければもう一言も発することはできないのだということも察していた。

　決めるのは、家長であり、組織のボスである、エミリオだ。

　選挙か、ダリオか。

　ゆっくりと開かれる肉の薄うすい唇を、ロージーは今までになく凝ぎよう視ししていた。

　ノア、とエミリオは最初にもう一人の弟の名を呼んだ。

「……ウェストエンド総合病院に連れん絡らくを」

　それが、彼の決断だった。




　ダリオはすぐに病院に搬はん送そうされて手術を受けた。

　ロージーは手術室の前で落ち着かない気持ちで待ち続けていたけれど、エミリオもノアも忙いそがしいのか、一度も立ち寄ることはなかった。

　結局手術は成功して、弾だん丸がんも無事に摘てき出しゆつされた。

　まだ麻ま酔すいも切れていなかったからダリオとは話せなかったけれど、多少落ち着いた寝ね顔がおを見ただけで、ロージーは安あん堵どのあまりまた泣いてしまった。

　その日は病院に泊とまった。

　翌朝の新聞で、ロージーはミルズ市長が昨夜『自殺』したことを知った。




　寝しん室しつで首を吊つっているところを家政婦が見つけたという。

　自殺の理由は、健康上の不安ということになっていた。

　現職市長、それも選挙戦の最中での自殺というニュースを、各紙とも紙面を割さいて伝えたが、そこにデ・コスタの名前は出て来なかった。

　デ・コスタの名前が出て来たのは、翌日の新聞だ。

　市長の遺書に、無実のダリオ・デ・コスタに罪を着せたことを認める記述が見つかったという。ミルズは遺書で自分の発言の撤てつ回かいをし、ダリオへの謝罪の言葉を綴つづっていた。実際、死の一時間前に、ダリオ・デ・コスタについての訴うつたえを取り下げることを警察関係者に一方的に告げていた。銃じゆう撃げき戦せんも、警察側の銃の暴発が原因とされた。

　ミルズが何故なぜダリオについて噓うその証言をしたのか、という点に関しては、ある新聞では得票のためだろうと書かれていた。ベイカー議員がデ・コスタを名指しで攻こう撃げきし、一定の支持を得ているために、ミルズもデ・コスタと距きよ離りを置くようなパフォーマンスをしたのだと。

　結局、デ・コスタは巻き込まれただけの被ひ害がい者しや──そういう論調だ。

　勿もち論ろん、ロージーは事実を察していた。

　ミルズは自殺ではないし、遺書はたぶんミルズの弁護士を巻き込んで偽ぎ造ぞうされたものだし、ミルズが死の一時間前に警察関係者にした告白というのも、脅おどされて電話口で告げただけのものだろう。

（エミリオが、ミルズを殺させて、遺書を作らせた。新聞のデ・コスタ擁よう護ごの論調も、エミリオの圧力だ）

　全部、わかっていた。その一連の事態が発生することを予期していたわけではなかったけれど、それ以外にどんな手があるのかと言われれば、ロージーには答えられない。

　ダリオを逮たい捕ほさせるわけにはいかない。

　それなら、選挙を捨てるしかない。

　ミルズはそれを決して受け入れないだろう。自分の発言を撤回し、選挙を捨てれば、彼はデ・コスタにとって用無しになる。

　だから、エミリオはミルズ殺害を命じたのだ。誰が実行したのかはわからない。《クモ》かもしれないし、昨夜いなかったノアかもしれないし、そのほかの、組織の仕事を任せるに足る構成員の誰かかもしれない。

　朝食会にはいつも通り出席したけれど、ロージーはこの件でエミリオを責めなかった。

　自分も同罪だと、思ったから。

「ロザベラ」

　ハムエッグを淡たん々たんとナイフとフォークで小さく切っていたロージーは、エミリオに呼ばれて手を止めた。

「以前、君が提案していた、遊園地の移設の件だけど」

　カジノの集客には、色々なやり方がある。

　いっそあの一帯を観光地としてもっと魅み力りよく的な土地にすれば、長期的な集客も見込めるようになるのでは──ロージーはそう考え、閉へい鎖さされていた遊園地の施し設せつの一部をホテルに隣りん接せつする土地に移設し、小規模ながら再開させることを提案していた。一部と言っても移設と運営には莫ばく大だいな金がかかる。今の状じよう況きようではそれも難しいかもしれない、とロージーは考えていた。

　けれど、エミリオはその予想に反する言葉を口にした。

「面おも白しろい考えだと思うよ。少し、詰つめてみよう」

「…………あ、ありがとう」

　あまりにもあっさりと自分の提案が受け入れられて、礼の言葉が遅おくれた。

「それから、カジノの今月の収益は？　報告書がまだだったよ」

「明日中には……」

　会話が続き、エミリオが、結構、と呟つぶやいて、また別の話題に移る。

　ロージーは、手を止めたまましばらくエミリオを見つめてから、呟くような声で言った。

「……ダリオは、もう大丈夫だそうよ」

　エミリオは一度だけロージーを見て、何も言わずに視線を今の話し相手に戻もどした。

　ロージーの言葉なんてなかったみたいに、滞とどこおりなく進む会話に、ロージーも不満はない。

（ありがとう、エミリオ）

　エミリオは、ダリオを助け、ミルズを殺した。

　それが、単に《力》の持ち主を失うわけにはいかないという家長としての判断だったのか、家族を守るための判断だったのかはわからない。

　でも、危険を冒おかしてでもダリオの命を選んだエミリオに、ロージーは感謝してしまう。

　あのプチホテルで命いのち乞ごいをしていたミルズの顔は、今も脳のう裏りにこびりついている。今日の夜は夢に見るかもしれない。

　忘れられない、忘れてはいけない人が、また一人増えた。

　ロージーにとっては、そういうことだ。

　明日は投票日だ。泡ほう沫まつ候補を蹴け散ちらして、ベイカーが圧勝するだろう。それはデ・コスタには喜ばしいことではない。

　朝食会に出席している幹部たちも、難しい顔をしている。

　心ここ地ちよい朝の日差しが入り、窓からは鳥の囀さえずりさえ聞こえる食堂で、ロージーは嵐あらしが来るのを感じていた。

　デ・コスタへの逆風が吹ふき荒あれるだろう。




　ロージーが部屋に入った時、アンドリューはベッドの上で身体からだを起こし、本を読んでいた。どうやら、少し前に流行はやった探たん偵てい小説らしい。そのページから目を上げ、ロージーを見て、にこやかに、不思議そうに挨あい拶さつする。

「こんにちは。看護師さん……じゃないですよね」

　初対面の時よりも口調が丁てい寧ねいで、かしこまった感じがするのは、たぶん彼が今「ベイカーの息むす子こ」として振ふる舞まっているからだろう。部屋を出入りするすべての人間が彼の素す性じようを知っていて、彼もそれを意識しているから。

　ロージーはその違ちがいを少し残念に思いながらも、微び笑しようを浮うかべて彼の問いに答えた。

「ええ。私はロザベラ。会ったことがあるの、覚えてる？」

　アンドリューはすぐに思い出したようだった。

「カジノで会った人ですね！　デ・コスタの……」

「そう。でも、大だい丈じよう夫ぶ。あなたに怖こわいことなんて絶対しないから」

「大丈夫です。僕を助けてくれたのも、ダリオって人でしょう？　父は、色々言っていますけど」

　そこは、病室だった。

　ダリオによってリカルドたちから救い出され、遊園地のレストランの中に匿かくまわれていたアンドリューは、その後病院に運ばれ、精密検査の結果異常なしと診しん断だんが下った。

　今入院しているのは、自宅だと記者が詰めかけて休まらないからだ。

　少年はリカルドらに捕つかまっていた時には薬で意識が混こん濁だくしていたが、おぼろにダリオのことを覚えていて、自分を助けてくれたのだと証言した。ダリオは無実だというミルズの遺ゆい言ごん書の記述とも一いつ致ちし、ダリオの容疑は完全に晴れた。

　少年は、自分を捕まえていた男たちについてもほんの少しだけ覚えていたが、髭ひげの男の人、とか、太った人、とかいうだけで、記き憶おくはかなり曖あい昧まいなようだった。誘ゆう拐かいのショックか、薬のせいだろうと医師は言っていた。

　再度の誘拐や記者の取材を警けい戒かいして、病室の前には護衛が立っていた──が、ロージーの『お願い』を聞いて、少しだけ目を瞑つぶってくれている。

「じゃあ、サルヴァトーレ・デスデーリについては？」

　少年は少しの間思い出そうとしたけれど、首を振った。

「ううん、わかりません。誰だれですか？」

「……そうね……」

　誰、なのだろうとロージーは考えた。

　かつて少年は、サルヴァトーレ・デスデーリに殺されると言っていた。

　けれど、今彼はロージーと会ったことは覚えていても、その時話したサルヴァトーレの名前に反応を示さなかった。演技にしては真に迫せまっている。薬の影えい響きようで記憶が曖昧になったのだろうか。それとも──

「質問を変えてもいい？　初めて会った時、私の写真を見たって言ってたよね。それは、どこで見たの？」

「父の……あ、」

　アンドリューは、初めて言いよどんだ。

　ロージーは、彼を安心させるように微笑ほほえむ。

「大丈夫、怒おこらないから。内ない緒しよで教えて？」

「……父の書しよ斎さいで見つけたんです。父は……」

　ベイカー議員は、デ・コスタ家を名指しで批判し、犯罪組織の首領と断じている。当然、デ・コスタについてもある程度調べているのだろう。

　少年は、その資料を、見たのだ。

（だから、私の顔を知っていた……）

　アンドリューは俯うつむき、シーツを見つめて呟いた。

「……父は、あなた方を敵視しています」

「あなたも？」

「僕は、あなたの従兄いとこに助けて貰もらいました。薬が切れかかっていたのか、あの若い男の人のことはなんとなく覚えているんです。男なら泣くなよ、って彼は言ってました。それに……」

　少年はそっと目を上げ、煌きらめく茶色の瞳ひとみでロージーを見やって、小さく笑った。

「僕は、前からあなた方の『ファン』なんです」

「……ごめんなさい、よく、意味がわからないのだけれど……」

　ロージーは困こん惑わくしていた。そんなふうに言ってきたのはアンドリューが初めてだ。恐おそれ、というのがデ・コスタに対する一いつ般ぱん的な感情だと思っていた。

　でも、アンドリューの顔にあるのは、憧どう憬けいだった。

　子どもらしい無む邪じや気きさで、彼は歌うように言った。

「だって、恰かつ好こう良いいから！　警察も、政治家も、あなたたちを止められない。法に頼たよらず、銃じゆうと才覚だけを頼りに、自分の道を行く。新聞記事もずっと集めてたんです。父の書斎であなた方の資料を見た時は、嬉うれしかった！　僕、将来は政治家じゃなくて、伝記作家になって、あなた方のことを書きたいな」

　憧あこがれの気持ちを向けられて、ロージーは啞あ然ぜんとした。

（血があんなに流れて、人が死んでるのに！）

　思い出すだけで吐はき気が甦よみがえるようなあの血の海を、狂きよう気きの沙さ汰たを、アンドリューは恰好良いと言っている。彼自身だって、そのただ中にいたはずなのに。

　エミリオなら少年の憧れを利用するのだろうけれど、ロージーは本気で、彼のことが心配になった。

「……あなたのお父様は、正しい人よ」

「でも、面おも白しろくない」

　アンドリューの態度は頑かたくなだ。もしかしたら、父親への反発もあるのかもしれない。

「面白いからこんなふうに生きてるわけじゃないの」

「じゃあ、どうしてあなたはデ・コスタなの？」

　理由は人によって様々だろう。刺し激げきを求めた者も、成り行きでこうなった者も、金のためだという者も、あるいはノアやダリオのように、生まれた時からその道に立っていた者もいる。

　ロージーは、自分の答えを口にした。

「……私として、生きたかったから」

　道具ではなく、一人の人間として。

　アンドリューは不思議そうな顔をしていた。ロージーはそれ以上何も言わず、部屋を出た。

　ポケットに数枚の紙し幣へいを突つっ込まれた護衛たちは、ロージーが廊ろう下かの角を曲がって姿を消すまで、黙だまって目を瞑っていた。




　その夜には集計作業が完かん了りようし、大方の予想通り、ベイカー議員の当選が確定した。







　エピローグ─Epilogue─







　ロージーはほとんど毎日、ダリオの見み舞まいに病院へ通った。

　医者が言うには驚きよう異い的な回復力だとかで、十日も経たつ頃ころにはダリオは暇ひまをもてあまし始め、しきりに退院したがった。

「だーってよお、本当にすることねえんだよ。せめて看護師がもうちょい若ければなあ」

　顔の痣あざはまだ残っているし、片足はギプスでしっかり固められ、左ひだり腕うでは三角帯で吊つっている。

　そんな状態でも変わらない彼の態度に、ロージーは半分くらいは本気で感心していた。

　何しろ、ダリオは、手術が終わって目が覚めてから、「痛い」とか「苦しい」とかいう言葉を一度も口にしていない。

「……身体を休めるために入院してるんだから、安静にしててね？」

　ロージーは彼の枕まくら元もとでオレンジの皮を剝むきながら、そう言った。

「うーん」

「ね、約束して。それで、今度こそ守ってね」

　今度こそ、のところで少し強く言った。

　ダリオはすでに一度、ロージーの用意した部屋から飛び出している。

「……怒ってんの、ロザベラ？」

　ちら、とこちらの顔色を窺うかがうように覗のぞき見てくる。

　ロージーはわざと怒った顔を作って言った。

「当たり前だよ。あれだけ言ったのに、全然聞いてもらえなかったなんて、ショックだもの。やっぱりダリオは私の言うことなんて聞かないんだなあって……」

「だーって、しょうがねえだろ。念のためあちこち電話したらあのガキの居場所がわかったって情報が……ほら、メモも残したしよ」

「反省してないの？」

「…………」

　ダリオは枕を抱かかえ込み、窓の方を向いて寝ね転ころがった。ふて腐くされた顔が窓まど硝子ガラスに映っていて、思わずロージーは笑ってしまう。

「なんだよお」

「なんでもない」

　また笑いそうになるのを堪こらえながらそう答える。

　ダリオは振ふり返って不満そうにロージーをしばらく睨にらんでいたけれど、ふっと表情を緩ゆるめた。

「ロザベラさ、笑うようになったよな」

「……そうかな？」

「うーん、そんな感じがする。なあ、訊ききたいことあんだけど」

「うん」

「俺が死にかけてた時、泣いてくれたって？」

「へっ!?」

　ロージーは動どう揺ようのあまり果物ナイフで指を切りそうになった。

「ほら、俺を最初に診みたっていう、ウィーラーって医者がいただろ。あいつ、この前この病室来て言ったんだ。俺を助けたのは、ロザベラがすげー泣いて必死だったからだって。……ロザベラに、感謝しろって。なあ、俺のために、泣いてくれたのか？」

「え……あ……」

　顔が熱い。過ごしやすい春らしい気候なのに、なんだか変な汗あせが噴ふき出てくる。

　ダリオは最初はちょっと目を伏ふせていたけれど、途と中ちゆうから、ロージーをまっすぐに見つめた。彼らしくもない、真ま面じ目めな顔で。

「……だって、死んじゃうと、思った、から」

　ロージーは、羞しゆう恥ちで息も絶え絶えになりながら、つっかえつっかえ、そう言った。

「……ありがとな」

　ダリオは、いつもみたいに茶ちや化かすのでも、面白がるのでもなく、言葉を嚙かみ締しめるみたいにそう言った。

　彼の心からの思いが込められているのがわかる、一言だった。

　ロージーはやたらと恥はずかしくなって、剝き終わったオレンジの皮をいじくり回しながら呟つぶやいた。

「そっ、そんな、お礼とか、言われることじゃないと思うの。私が、パニックになって、泣いちゃっただけだから。子ども、みたいだったと、思うし……ただ、私は、本当に、」

　ダリオがこちらをずっと見てくれているのがわかっていたから、ロージーも顔を上げて、彼と目を合わせた。

「ダリオに、生きてて欲しかったの」

「…………ああ、」

　ダリオは何か言いかけたけれど、言葉が喉のどに詰つまったみたいに、変な、顔を歪ゆがめた笑い方をした。

「？　ダリオ？」

「あー、なんでもねー。なんかアレだ、ロザベラの癖くせが移ったな、こりゃ」

「癖……って、く、癖じゃないよ、ただちょっと、喋しやべるの、あんまり得意じゃないだけだよっ」

　ダリオは笑って、ロージーの頭に手を載のせて、乱暴に撫なでた。いつもより力が強くて、ロージーの髪かみはぐちゃっと乱れてしまう。
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「もう、どうしたの？」

「なんでもねーって。悪い、今日はもう帰れよ。俺もすぐ退院するし、んなしょっちゅう来なくていいからな」

　デ・コスタの男なら誰だれでもそうだけれど、ダリオも一度言い出したことは変えない。ロージーは、たぶん彼は本気で近いうちに退院するつもりなんだろうなと思った。

　食べやすく一部だけ皮を残して切ったオレンジの皿をサイドテーブルに置いて立ち上がる。

「じゃあ、安静にしててね、無理しないでね」

　ダリオの様子が気になったけれど、ロージーはそう言い残して、部屋を出た。




　見舞いを終え、駐ちゆう車しや場に戻もどったロージーは、待たせていた車へ乗り込もうとした。

　その時、運転席に座る《クモ》が、ロージーの視線を誘ゆう導どうするように、ちらっと向かいの車列へ目を向けた。

「？」

　ロージーは記者か警察でもいるのかと、警けい戒かいして視線の先を見やる。

　けれど、そこにあったのは、すでに見慣れた車。

　運転席に座るのは、車の持ち主であるノアだった。




　コンコン、と運転席の窓をノックすると、ノアはロージーを一いち瞥べつしてから、目だけを助手席の方に向けた。乗れ、ということらしい。

　ロージーは頑かたくなに、運転席の窓を叩たたいた。

　何か言いたいことがあるらしいと気付いて、ノアが窓を開けてくれた。

「一いつ緒しよに、お見舞い行かない？」

　ノアも、エミリオも、一度もダリオの病室に行っていない。組織の人は入れ替かわり立ち替わりやってくるし、常に護衛に誰かがいるけれど、二人の兄たちはどちらも彼を見舞っていない。

　勇気を出して誘さそったけれど、ノアの返事は芳かんばしくない。

「必要ない」

「ひっ、必要、ないってことは、ないよ……」

「いいから乗れ。家まで送る」

「《クモ》さんの車に乗るからいいよ。ノアはダリオのお見舞いに行って！」

「断る。だいたいおまえもここに来すぎだ。毎日来ることはないだろう。まだアリスタのやつらがうろついているかもしれないし、今度のことで記者も──」

　ロージーもなんとなく想像していたことだけれど、ノアはロージーにお説教をしに来たのだ。

（やっぱりね……私を避さけてるノアが話しかけてくるんだから、そういうことだよね……）

　そのこと自体は仕方がないと思う。ノアはロージーのこととなると、かなりの心配性しようになるから。

　でも、ロージーとしても、ノアに言いたいことがあった。

「ダリオのこと、そんなに嫌きらいなの？」

　病室で見た、ダリオのあどけない寝顔やふくれっ面つらを思い出すと、抑おさえなければと思っていた感情がどんどん大きくなってしまう。

　責めてはいけない、ノアだって苦しんでるんだ、と思っていたのに、一度勢いづいてしまうと止められない。ここ一週間、ずっと胸の中にあったことだったから。

「ダリオは、ノアたちのこと、本当は嫌きらってないよ」

　どうでもいい相手や、嫌っている相手に、何かを望むことなんてない。

　愛しているから、違ちがうあり方を望んだのだ。

　本当は家族を変えたかった。でも、変えられなくて諦あきらめてしまった。

　たぶん、今もダリオは、ただ諦めているだけなのだ。

　それでも大事に思ってるから、身を挺ていしてエミリオを庇かばったのだろう。

「ロザベラ」

　いつもより、声のトーンが低い。

　ほんの小さな変化だけれど、ロージーにはわかってしまう。

　いつも他人の顔色を窺うかがってきたから──そして、ノアが好きで、ずっと見てきたから。

　ノアは、怒おこっている。

　ロージーは、激しい怒ど気きに怯おびえて後あと退ずさろうとした。

　でも、その前に、鏝こてを当ててカールさせた髪を一ひと房ふさ、搦からめ捕とられた。

「っ、ノア、放して……」

　咄とつ嗟さに髪の根元を押さえたけれど、逆らえず、ノアの方へ一歩近づいてしまう。

　その瞬しゆん間かん、搦め捕られた髪にノアの唇くちびるが触ふれたように見えて、どきりとした。

　髪から熱が上がってきたみたいに顔が熱くなって、眩め暈まいを覚える。自分の中にどうしてこんな熱量が存在していたのだろうというくらい──

「いっそのことあいつはあそこで死ぬべきだったんだ」

　でも、その一言に、冷水を浴びせられたように目が覚めた。

「ノア……！」

　ロージーが振ふり払はらう前に、ノアから手を離はなした。

「なんてこと言うの!?　そんなこと、ダリオには絶対に言わないで！」

「何故なぜだ？」

「ダリオが傷つくじゃない！」

「あいつを傷つけて欲しくないのか？」

「当たり前でしょう、だってダリオは……」

　ノアが、ハンドルに気け怠だるげにもたれかかって言った。

「家族、だからか？」

　何故か怖こわくて頷うなずけなかった。

　運転席から病院を睨ねめ付ける彼の目は鋭するどくも美しく、剣けん吞のんな光を湛たたえている。

「あいつがいなくなれば、おまえは俺だけの『家族』になるのか？」

　本気、だろうか。

　ノアの本心がわからない。

　愛されていることは確かなのだと思う。

　でも、これは、何か、違う気がする。

「……乗れ、ロザベラ」

　ノアはもう一度命じた。ロージーは無理に声を押し出した。

「《クモ》さんの車で、帰る」

　逃にげるように《クモ》の車に駆かけ戻った。




　夜が更ふけても、ロージーは眠ねむれずにいた。

　ベッドで寝ね返がえりを打つことに耐たえられなくなって、部屋を出て一階に下りた。温かい飲み物でも作って飲む方が、このまま時間を潰つぶすよりはマシに思えた。

　暗い階段を下りながらも、考えるのは昼間のノアとの会話だ。

（妹だっていうだけで、ほとんど知らなかった私のことをこんなに愛してくれるのに。本当に、ノアはエミリオやダリオのことを愛せないの？）

　彼は、本当にダリオが死んでもいいと思っていたのだろうか？

（ううん、そんなことない。ノアは、怒ってたんだ。それで、つい言ってしまっただけだ……）

　けれど、あの血みどろのプチホテルで、ダリオを取るか、選挙を取るか、エミリオに迫せまっていた姿を思い出し、自分の考えに自信が持てなくなってしまう。

　ノアはどんな場面でも冷静に物事を考えるから、あの時もそう考えてエミリオに選せん択たくを迫っただけだ、とも思えるけれど……

（……ノアは、冷静で、頭の良い人だ）

　身内の欲よく目めで見ている部分はあるけれど、それを差し引いても、ノアは察しが良く、頭の回転が速い人だろう。

　そうであるのなら、ロージーが気付いたあの陰いん謀ぼうの構造に、ノアが気付いていてもおかしくないのでは？

（……あれ？）

　階段を下りきって、ホールから廊ろう下かへ入ったところで、ロージーはぴたりと足を止めた。自分のつま先を見つめて、今の自分の思考を追う。

（ノアは、三つ目の選せん択たく肢しに、気付いていた？）

　何も言わなかったけれど、エミリオも気付いていたかもしれない。自分の考えを口にしなかっただけだと思えば、別に変なことではない。

　でも、ノアは、エミリオに二つの選択肢を上げて、どちらかを選べと迫った。三つ目の選択肢に気付いていたら、あそこで言げん及きゆうしないのはおかしい。

　ダリオを切っても、市長を切っても、デ・コスタには大きな痛手だ。

　プチホテルでミルズと対面した時には、まだ他ほかの選択肢があった。ダリオを匿かくまって、ミルズをひとまず選挙で勝たせる、という第三の選択肢。

　ノアは、その三つ目の選択肢に気付かなかったかのように振る舞まって、ダリオか選挙かの選択をエミリオに迫ったのでは？

（ノアは、エミリオに、ダリオか市長を失わせたかった？）

　……自分の考えが奇き妙みようなことには気付いていたけれど、止められなかった。

（ノアは、エミリオと、ダリオが嫌い。自分と同じ環かん境きようで育ったデ・コスタの男二人を、嫌っている。それは、ノアが、自分の出自を嫌ってるってこと？　自分の、家を）

　デ・コスタ家そのものを、ノアは嫌っている？

　否定したかった。それならロージーのことも嫌うかもしれないとか、デ・コスタに残っていることはないはずだとか、色々否定する理由は思いつく。

　それでも、ノアへの疑念は消えない。

（私、変なこと考えてる）

　ロージーは思考を放ほう棄きしようとした。

　歩き出して、悪い夢でも見たのだと思って、何もかも忘れようとした。

　でも、一歩も足が動かない。思考はどんどん暴走していく。

（ノアが、デ・コスタの家を嫌っていても、おかしくない……だって、ノアは凄すごく優やさしい人だから。デ・コスタがこれまでにしてきたことを思えば、ノアが家を嫌うのは、わかる……）

　だから、デ・コスタの力を削そぐことになる提案をした？

　その時、ロージーは廊下へ漏もれる明かりに気付いた。

　書しよ斎さいに、明かりが点ついている。

　光に誘さそわれるように、ロージーはようやく一歩、歩き出せた。




　小さくノックをしてみた。

　返事がないので、電気の消し忘れかと思いながらも、ノブを捻ひねる。エミリオが使わない時は大たい抵てい施せ錠じようされている扉とびらは、すんなり開いてロージーを迎むかえ入れた。

　デスクの上のランプだけが点いていた。シェードに嵌はめられた色ガラスが幾き何か学がく模様を描えがく、美術品のようなランプだ。

　その光の中、椅い子すに深く腰こし掛かけたエミリオがいた。

　彼は、肘ひじ掛かけに右肘を載のせて、体重を背もたれに預けて──眠っている、ようだった。

「…………」

　エミリオの寝顔なんて初めて見た。

　これはもしかして寝たふりなんじゃないだろうかと思いながらも、ロージーはソファに置いてあったブランケットを取り、足音を潜ひそめて近づいた。

　警けい戒かい心しんの強い普ふ段だんのエミリオからは考えにくいことだったが、彼はよく寝ていて、ロージーが近づいても目覚める気配はない。

　ロージーは、その身体からだにそうっとブランケットをかける──

「っ！」

　その途と端たん、エミリオの腕うでが伸のびてロージーの手首を摑つかんだ。ロージーの手から離れたブランケットはエミリオの身体の上に落ちた。

「……君か」

　恐おそろしいことにエミリオの右手はいつの間にか引き出しの中の拳けん銃じゆうを握にぎっていた。

　驚おどろきと恐きよう怖ふで何も言えないロージーから手を離はなし、エミリオは自分にかけられたブランケットに目をやる。

「これを掛かけてくれたのかい？」

「ね……寝ている、と思って。まだ、夜は寒いから……」

「そう、だね。寝ていたみたいだね……」

　エミリオはブランケットを軽く撫なでながら、銃を引き出しに戻もどした。

「何か用かい？」

「いえ、あの、眠れなくて、台所へ行こうとしていただけ……」

「何か悩なやんでいるのかな？」

　エミリオに打ち明けるような悩みじゃない。ロージーは慌あわてて首を振ふった。

「いいえ、いいの」

　エミリオは眼鏡を取って、卓たく上じようの眼鏡拭ふきでゆっくりとレンズの汚よごれを拭ぬぐった。

　ライトの光量のせいか、寝起きのせいか、今の彼はいつもより柔やわらかい表情を浮うかべているように見えた。

　一日の終わりにくたびれて、でも穏おだやかな雰ふん囲い気きを纏まとって。

「ダリオはね」

　急に、彼はそう語り出した。

「昔からよく問題を起こしていた。父の銃を持ちだして庭で鳥を撃うとうとして新車に穴を開けたり、書斎のカーテンを切って芝しば居いの衣い装しようを作ったり。でも、どうしてそうするのか、私はわかっていたよ」

　ロージーは黙だまっていた。

　エミリオはロージーの方を見向きもしないで、話を続ける。

「あの子はね、父や母や私たちの関心を自分に向けたかったんだ。あの子が問題を起こすのは、いつも決まって私たちが諍いさかい、互たがいに注目し、あの子を見ていない時だった。構って欲しいのかと最初は思ったが、それだけじゃない。あの子はね、私たちの諍いを止めたかったんだ。問題を起こして、注目を集めて、諍いどころじゃなくしたかったんだ。そうすれば、私たちが喧けん嘩かをする暇ひまもなくなると思ったんだよ」

　そこまで言って、エミリオは微笑ほほえみ、ロージーに目を向けた。

「バカな子だろう？　怒おこらせたりおだてたりして動かすのも簡単さ。でも、不思議と肝かん心じんな時に、こちらの意図を外れてしまって、苦労させられる」

「…………」

　ロージーはゆっくりと考えてから、自分の考えを口にした。

「それは、エミリオも、ダリオのことが好きだからじゃないかと思うの」

　自由奔ほん放ぽうな彼が好きだから、どこかで甘くなってしまう。

　ロージーは、ずっと眼鏡の奥に隠かくされてきたエミリオの感情を、ダリオが銃じゆう撃げきされた時、初めて見た気がした。驚いて、呆ぼう然ぜんとして、子どもみたいに頼たよりなくなって。

　冷れい徹てつに振る舞えなかったエミリオはあの一いつ瞬しゆん指揮官としては間ま違ちがっていたけれど、ロージーはあの反応のおかげで、彼も血の通った人間だと確信できた。

「君は、ダリオが好きかい？」

　答えは、すんなりと出て来た。

「好きよ。家族だと思ってる」

　何度もノアに問われるうちに、ロージーはそのことを受け入れていた。

　ダリオは確かに悪いことをしているし、酷ひどい人だと思うけれど、でも、やっぱり、失いたくはない存在なのだ。

　彼が元気でいてくれないと、たぶん、とても寂さびしい。

「これからも、ダリオを助けてくれるかい？」

　今度は、少し、沈ちん黙もくが必要だった。デ・コスタには敵が多い。ダリオを助けるということは、その敵と戦うということだ。

　でも、ロージーはエミリオの目を見て答えた。

「ええ」

　エミリオは、眼鏡を掛け直した。

　雰囲気ががらりと変わる。いつもの仕事の時のように、エミリオは冷徹な眼まな差ざしをロージーに向けた。

「アンドリュー・ベイカーが、サルヴァトーレについての記き憶おくを失っている、と君は言ったね」

　その件はすでに報告済みだった。元々ロージーは、エミリオの指示でアンドリューを訪ねたのだ。

「君に教えておきたいことがある。サルヴァトーレ・デスデーリの《力》についてだ」

　ロージーはその言葉に緊きん張ちようした。

「ノアは炎ほのお、ダリオは落らく雷らいを操あやつる異能を持つ。物理的な《力》だ。一族の男の多くはそうなんだ。だが、中には精神に影えい響きようを与あたえる《力》を持つ者もいる。危険視され、子どもの頃ころに抹まつ殺さつされることも多い。何故なぜかわかるかい？　人を思いのままに操るというのは、我々の中でも非常に危険な、特とく殊しゆな力なんだ。サルヴァトーレ・デスデーリも、そういう力を持って生まれた」

　……デ・コスタとデスデーリの抗こう争そうの理由が、わかった気がした。

「父は、デスデーリの子どもがその力を持って生まれたことを恐れた。自分の子どもならまだしも、相手は分家の子だ。いつ自分が操られて殺されるかわからない。だからサルヴァトーレを殺そうとして、それを拒こばむ彼の父親と争いになった」

　予想通りの答えに、それでも寒気がしてくる。恐ろしいのは《力》ではなく、《力》に拘こだわる人の心なのではないかと思えてくる。

「サルヴァトーレは、相手の負の感情を薄うすくして、代わりに自分に対する愛や信しん頼らいを植え付けることができた。繰くり返し対象と接せつ触しよくし、数度に分けて《力》を使うことで、人の心に深く入り込む。記き憶おく喪そう失しつはその代だい償しようだ。特定の感情を薄めることで、それに関かかわる記憶を失わせるんだ」

「……特定の、感情って？」

「不安や恐怖が多かったみたいだね」

　ロージーは、アンドリューの証言を思い出していた。サルヴァトーレに殺されると怖こわがっていた少年は、次に会った時には彼の名前すら忘れていた……

「アンドリューは、私のことをお父さんの資料で見たと言っていた……サルヴァトーレの名前も、その時知ったのかも」

「私もそう思うよ。九歳の子どもが知っていていい話じゃない。ベイカーが、サルヴァトーレ・デスデーリについての調査もしていたんだろう。その結果、アンドリューは自分に接近してくる人物の一人が、サルヴァトーレ・デスデーリであると気付いた」

「気付くって……もしもサルヴァトーレが生きていたとしても、容姿は子どもの頃のものしかわからないはずでしょう？」

「容姿はね。その昔、父が言っていたよ。サルヴァトーレ・デスデーリに出会った者は不思議な感覚を味わうと。会うたびに信頼と安心感が募つのっていき、気付いた時には穏やかな気持ちに包まれている。同じ感覚を、アンドリューも味わったんだ。だから、相手の正体を知った。彼の記憶喪失は、薬のせいではなく、サルヴァトーレ・デスデーリの感情操作のせいだろう。誘ゆう拐かい事件に関する恐怖と不安を薄めることで、サルヴァトーレは少年の記憶から自分のことを消したんだ。サルヴァトーレ自身が、少年にとっても最も恐ろしい存在だっただろうからね」

　エミリオの話が正しければ、サルヴァトーレが誘拐事件以前からアンドリューに接触していたことになる。

（あの子は、サルヴァトーレの資料を読んでいた……そして、自分に近づく人間がサルヴァトーレと同じ《力》を持つことに気付いて、危機感を抱いだいた。だから私に訴うつたえたけれど、あの子自身はサルヴァトーレに会うことで安あん堵どしてしまって、逆らえなかった……？）

　そして、恐怖と不安を取り除かれた彼は、サルヴァトーレと誘拐に関わる記憶をなくした。

「……アンドリューの失った感情は、取り戻せるの？」

「問題はないようだね。別に人間的に欠落が生じているわけじゃない。特定の状じよう況きよう下での……この場合は、たぶんサルヴァトーレに対する恐怖心を失っただけだから、他ほかの物事には真っ当な反応を返せるはずだ」

　エミリオはそう言って、くすりと笑った。

「おかしな子だね。そんなことよりも、もっと気になることがあるんじゃないかい？」

「……あなたは、サルヴァトーレ・デスデーリが生きている、と思うのね」

「そう」

　エミリオは足を組み、ゆったりと腹の前で手を組んで告げた。

「サルヴァトーレ・デスデーリが戻もどってきた」

「……彼と同じ《力》を持つ別人の可能性は？」

「一族の女が密ひそかに逃のがれて、君の母同様に子を産んだ──というのは考えにくいね。我々が、隅すみ々ずみまで調べたから。それに、彼の《力》は特殊だ。何人もいるものじゃない」

　十九年前、九歳だった少年。

　サルヴァトーレ・デスデーリは、今、何を考えているのか。

　それは、ロージーにも明らかなことに思えた。

「彼は、デ・コスタへの復ふく讐しゆうを望んでいる？」

「あるいは、正当な相続権を求めているのかもね」

「……？　遺産、ということ？」

　ロージーの訝いぶかしげな表情を面おも白しろがって、エミリオはまたくすくすと笑った。

「つまり、私の地位を狙ねらっているかもしれない、ということだよ。分家とは言え、彼は私より年長だし、私は《力》がないからね」

「…………!?」

　ロージーはびっくりしてエミリオを見つめた。

　冗じよう談だんなのかと思ったけれど、どうも違ちがうらしい。

「……そ、そんなことって、あるの？」

「相手はデ・コスタの男だからね、そういう可能性も考えているよ」

「……そう、なの……」

　デ・コスタ同士なのだから、エミリオの方が相手のことを想像しやすいのかもしれない。

　ロージーは、それなら、と尋たずねた。

「サルヴァトーレは、警察に協力しているの？」

　今回の陰いん謀ぼうの裏には、連れん邦ぽう検事がいた。警察が関わればエミリオのところに情報が漏もれる可能性が高いから、それがなかった以上、検事は少数精せい鋭えいで動いている。サルヴァトーレは検事に直接協力しているか、それとも……

「まだ確証はないよ」

　エミリオはそう言ったけれど、彼の中ではもう誰だれがサルヴァトーレかという目星がついていそうにも見えた。

　サルヴァトーレにはそれ以上言げん及きゆうせずに、エミリオは語った。

「この先、デ・コスタの立場は悪化し、敵は増えていくだろう。我々が抱かかえていた問題が顕けん在ざい化する。身内にも気を許してはいけないよ」

　ロージーは、慎しん重ちように頷うなずいた。

　デ・コスタの組織内では、選挙よりダリオを取ったエミリオの判断力に、疑問を唱える者もいる。強力な指導力で組織をまとめ上げていたエミリオだが、二十代のまだ若い首領だ。父の代からの部下たちの中には、彼が単に利益をはじき出すから従っているだけの者もいる。

　元がデ・コスタ家の作り上げた組織であっても、今となっては異能を持つ者はノアとダリオの二人だけだ。

　デ・コスタ家を排はい除じよし、自分たちのための純じゆん粋すいな犯罪組織に作り変えることを望む者が、現れるかもしれない。

　エミリオが『失敗』したとなれば、その可能性は高くなる。

　サルヴァトーレの動きに、そして内部の裏切りに、細心の注意を払はらわなければならない。

「気をつけて」

「……はい」

　ロージーを道具扱あつかいしてきたエミリオ。

　けれど、今彼はロージーを認めただけではなく、受け入れつつある。

　組織の人間としてだけではなく──たぶん、一族の一員として。

（この人の考える『家族』は、ダリオとは少し違うかもしれない。でも、たぶん、今は……私を信頼してくれている）

　ノアと出会い、ダリオと打ち解け、もうロージーが逃れようがないことをわかっているからだけではない。ロージー自身の行動が、彼の中に信頼のための足場を作った。

「ありがとう、エミリオ」

　ロージーは自然とそう口にしていた。エミリオは手て触ざわりを楽しむように膝ひざの上のブランケットを撫なでながら、微笑ほほえんだ。

「どういたしまして、ロザベラ。眠ねむれないのなら、またチョコレートでも作らせようか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、自分でやれるから」

「そうか。それから、明日から私の仕事を少し手伝うように」

　ロージーは瞬まばたきし、エミリオの灰色の目を見つめた。

「君を教育したい。幹部候補としてね」

　咄とつ嗟さには言葉が出て来なかった。

　偉えらくなって、自分が組織を変える──その目標を思えば、エミリオの申し出は嬉うれしい。

　でも、彼がロージーをこうして引き立てようとしているのは、本気で組織内に不安の種があるからだろう。自分の味方となる一族の人間を、一人でも多く組織で重要な地位につけたいから。あるいは、ロージーを懐かい柔じゆうしたいという可能性も──いや。

　ロージーは、ただ言うべきことを言うことにした。

「わかったわ」

　エミリオの思おも惑わくが何であれ、自分の答えは決まっていたから。

　ランプの暖かな光の中で、エミリオは薄うすく冷たく、いつものように笑った。
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　病院の消灯時間は過ぎていた。

　昼夜逆転生活が当たり前だったダリオは、夜になると目が冴さえてくる。感覚が鋭えい敏びんになって、思考も明めい晰せきになる。

　そうすると、昼間の出来事も、細部まで思い出せる。

　消毒薬の臭においを打ち消すようなオレンジの香かおり、それに混じるロザベラの可愛かわいらしい香こう水すいの匂におい。その向こうにある、彼女自身の甘い花のような──

「くそっ！」

　ダリオは罵ののしって、枕まくらを壁かべに投げつけた。

　思い出したくないのに、何度も繰くり返し昼間のことを思い出した。




『ダリオに、生きてて欲しかったの』




　恥はずかしそうに頰ほおを上気させて、でも、真しん剣けんな表情で、そう言ったロザベラ。

　好きだの愛しているだのという言葉は他の女から幾いくらでも耳にした。時にはたぶん重大な意味を込めて囁ささやかれた愛の言葉にも、心は動かされなかった。

　それなのに、どうしてだか、彼女の言葉はこんなにもダリオを打ちのめす。

　ダリオはベッドの上に仰あお向むけに倒たおれて手で顔を覆おおい、前まえ髪がみをぐしゃぐしゃにかき乱した。

　赤い唇くちびるが可愛い。憂うれいを帯びて伏ふし目がちの青い目が、自分を見るのが好きだ。頰が滑なめらかで綺き麗れいだと思う。か細くて小さな身体からだはダリオの趣しゆ味みからすると幼い感じがしたけれど、考えてみると歳は一つしか変わらない。

　彼女を構成するどの要素が、自分をこんなにも揺ゆさぶるのかわからない。

　見た目だろうか？　案外強したたかにもなれる性格だろうか？　自分に向けられる、混じりけのない、愛情だろうか。

（血けつ縁えん者に愛されたことなかったからな）

　まだ自分に残っていた冷静な部分で、そう呟つぶやく。

　家族と言える人から愛された記き憶おくが、ダリオにはない。

　母すらも、ダリオにはどこか遠い存在だった。自分を避さけているように感じられた。

　ロザベラは従妹いとこだから、血の繫つながりがある。

　家族なのだと思う。

　もっとちゃんと、家族になれると思う。

　可愛い、好き、綺麗、愛いとおしい。

　女の子が磁器の人形を扱うように大切にしたいと思うのに、あの細い手足が壊こわれるくらい強く抱だき締しめたいとも思う。

（欲しい）

　顔の前で交差させた拳こぶしをぎゅっと握にぎる。

　僅わずかに残っていた冷静な思考がのぼせた思いに押しやられていくのを感じる。

　会いに来るなと言ったのに、もうダリオはロザベラが恋こいしかった。

（会いてー）

　でもこんな無様な自分を見せたくないから、会いたくない気もする。あんまり強ごう引いんに接して嫌きらわれたり怖こわがられたりするのはもういやだった。

（うわー、なんだこれ、会いてぇ！）

　そんなことを考えながらベッドの上をごろごろと左右に転がる。みっともなくて、愚おろかだと思う。

　会いたくない、嫌われたくない、でも、会いたい。

　思いが爆ばく発はつして自分が吹ふき飛んでしまいそうで、ダリオはがばりと身体を起こした。

（ダメだ、よし、帰るぞ、帰る！）

　病院を抜ぬけ出して、ちょっとだけロージーの顔を見て戻もどって来よう。突とつ発ぱつ的にそう思いつくと、もう黙だまっていられなかった。ベッドから降りて、不自由な足と腕うでを庇かばいながらも服を着き替がえる。

　病室の洗面台で身だしなみを整えた彼は、松まつ葉ば杖づえを小こ脇わきに抱かかえ、懐ふところに銃じゆうを忍しのばせて外に出た。
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　ミルズを利用し、誘ゆう拐かいの罪をダリオに着せる。エミリオがミルズと手を切るように仕向ける。新市長に組織犯罪撲ぼく滅めつを訴うつたえるベイカーを据すえる。

　すべては、ノアとアレックスの計画だった。

　きっかけは、エミリオのダリオへの執しゆう着ちやくを知ったことだ。ダリオを失うくらいなら、エミリオは市長との繫がりを捨てる。エミリオはデ・コスタの後こう継けい者しやに、ノアではなく、ダリオを望んでいるから。

　ダリオが逮たい捕ほされて裁判を受けることになっても、最終的にはエミリオはダリオを釈しやく放ほうさせることができたかもしれない。だが少なくともその間、おそらくは数年に亘わたって、デ・コスタで《力》を持つのはノアだけになる。エミリオの権力基き盤ばんは弱体化するだろう。

　ダリオは単純だったし、自分が強い《力》を持つゆえに警けい戒かい心しんの薄いところがあった。しっかりした計画さえあれば、罠わなに嵌はめることは難しくない。

　けれど、今、ノアは到とう底てい晴れやかな気持ちではいられなかった。

　そこは、瀟しよう洒しやな中産階級向けのアパートメントの通路だった。

　エレベーターがフロアに到とう着ちやくし、ぽんという軽い音を立てて扉とびらが開く。出て来たのは、黒くろ髪かみをうなじのところで結ゆった、長身の男。

　アレックス・リー連れん邦ぽう検事だ。

　アレックスは通路の先にノアがいるのに気付いて、目を見開いた。

　けれど、それだけで、顔色を変えて狼ろう狽ばいするようなことはなかった。

　ノアの前までやってくると、彼は困こん惑わくした顔で言った。

「どうしてここに？」

「調べた。あんたが、自宅とは別にここを借りていると知った」

「だから、どうして？　用があったのかい？　ここはよくないね、話なら──」

　ノアは身体を起こし、まっすぐに立ち、それまでずっとポケットに入れていた手を外に出した。

　ポケットの中で持ち続けていた銃を、アレックスに突つきつける。

　鋼の銃口を、仲間と信じた男の鼻先に。

「サルヴァトーレ・デスデーリについて、知っていることを話せ」

　ノアとアレックスは志を同じくする仲間だ。

　七年前の大火の日に出会い、その半年後にノアがデ・コスタへの思いを告白した時から、ずっとそうだった。

　今回の計画も二人で何度も話し合って決めた。

　ただ一つ、サルヴァトーレの存在を除いて。

「デ・コスタ家に殺された少年の名前、だっけ？」

「誘拐されたアンドリュー・ベイカーが口にしていた名だ。彼はその後サルヴァトーレの記憶を失った。サルヴァトーレの《力》だ──もう一度訊きく」

　ノアは、自分が信じていた男の目を見て言った。

「あんたが、サルヴァトーレ・デスデーリなのか？」

　信じたくは、なかった。

　ノアはロザベラから少年がサルヴァトーレの名前を口にしたと聞いて、純じゆん粋すいに驚おどろいた。最初は、単に少年が父親の資料でも盗ぬすみ見て、想像力をたくましくしたのかとも思った。

　だが、保護された少年が記憶の一部を失っていたことが判明するに至って、確信した。

　これは、本物だと。

　本物の、サルヴァトーレ・デスデーリが絡からんでいるのだと。

　アレックスは答えない。

　言い逃のがれもせず、とぼけることもせず、ただ困ったように微笑ほほえんでノアの視線を受け止める。

　銃を握るノアの手に、力が籠こもる。

「俺に……《力》を使ったか、サルヴァトーレ」

　アレックスは手にした家の鍵かぎをノアに見せた。

「中に入ろう。さっきも言ったけど、ここでするような話じゃない」

　ノアは一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、アレックスを先に部屋に入らせた。

　居間は、広く快適で、花に溢あふれていた。

　色とりどりの鮮あざやかな花々に、視覚も嗅きゆう覚かくも狂くるわされそうだ。室温も心持ち高く保たれて、温室のような雰ふん囲い気きだ。

　ノアは、アレックスの背中に銃を突きつけたまま、彼の後ろからついていった。

　アレックスは一枚の扉に手をかけたところでノアを振ふり返り、銃口を見下ろして眉まゆを顰ひそめた。

「悪いけど、あまり『彼女』を驚かせたくないんだ。銃を下ろしてくれないか？」

「…………」

　ノアは逡巡した。

　その時、扉の向こうから女の声が聞こえた。

「あなたなの？」

　銃を下ろしたノアに、アレックスが目だけで礼を言う。

　ノブを回し、アレックスが扉を開けた。

　南に向いた硝子ガラス張りの部屋の中は、温室そのものだった。

　朱しゆ色いろのアマリリス、オリエンタルな胡こ蝶ちよう蘭らんや百合ゆり、早はや咲ざきの薔ば薇ら……丹たん精せい込めて育てられたのだろう、様々な種類の花が美しさを競きそい合うように咲さいている。高めに調節された室温のせいで、芳ほう香こうはいっそう甘く強く部屋を満たしている。

　花に囲まれた揺ゆり椅い子すに、女が腰こしかけていた。こちらには背を向けていて、編み込んだ長い黒髪と白く細い腕しか見えない。

　アレックスは揺り椅子の方に近づいて、女のそばに膝ひざを突いた。

「具合が悪いんですか？」

「ええ、ごめんなさい、今日は何も用意ができなくて……あなたが来るってわかってたら……」

「いいんですよ、さあ、寝しん室しつで休んでいてください」

　女はアレックスの手を借りて立ち上がった。華きや奢しやな身体からだ付きだった。ちらりと横顔が見えた。四十代くらいの、青ざめてはいるが美しい顔だった。

　彼女は扉の陰かげのノアに気付かないまま、杖つえを突きながら、アレックスの手を借りて奥の部屋へ入っていく。

　少し経たってから、アレックスだけ戻ってきて、静かに扉を閉めた。

「……誰だれだ？」

　ノアはそう尋たずねた。アレックスが部屋を借りていることは突き止めていたが、同居人がいたとは知らなかった。あるいは、ここはアレックスの家ではなく、彼女のための家なのかもしれない。

　アレックスは食堂へノアを案内し、ワインの瓶びんとグラスを持ってきた。

「あんたの身内か？」

　答えないアレックスに、ノアが重ねて尋ねた。アレックスはワインをグラスに注ぎながら苦く笑しようを漏もらす。

「何故なぜそう思う？」

「あんたの愛人にしては随ずい分ぶんと年上だ。それに、少し……似ていた」

　面おも長ながの整った顔立ちに、黒髪。そのくらいだが、なんとなく、印象が重なる。

「彼女はどちらかっていうと──いや、それは後にしよう」

　右手に銃じゆうを持ったままのノアにワインを勧すすめながら、アレックスは言った。

「彼女はサルヴァトーレ・デスデーリの母親だよ」

「……十九年前に死んだはずだ」

　アレックスはノアがグラスを手に取らないのを見て、自分のグラスを手に取り、宙に掲かかげて一人で乾かん杯ぱいの仕草をした。赤黒い液体を、ゆっくりと喉のどの奥へ流し込む。

「彼女は殺されなかった。七年前まで、君の父上に幽ゆう閉へいされていた」

「…………」

　あの男ならそれくらいはしそうだ、とノアは思った。

　一族の存続を思えば、血筋を残せる女は多い方がいい。妻が生きながら自分の放った炎ほのおに焼かれてもなおとどめを刺させなかったような男だ。抗こう争そうで滅ほろぼした相手の妻を『確保』しておくくらいのことはしそうだった。死体くらいは捏ねつ造ぞうできただろう。

　だが、初めてその可能性に気付かされて、ノアは言いようのない不安を抱いだいた。

　サルヴァトーレの母親が生きていた。

　それが、事実だとするのなら──

「彼女は、僕が七年前に助けた。大火の時のどさくさに紛まぎれてね」

　グラスの半分ほどのワインを飲んで、アレックスは吐と息いきを漏らす。

「ねえ、ノア」

　おそらくは意図的におっとりとした口調で、そう呼びかける。

「君の父上が、彼女に手を出していたって、知っていたかい？」

　──引き金に指を掛かけていたら、銃を暴発させていただろう。

　けれど、普ふ段だんからの習い性しようでノアは引き金に指をかけずに銃を持っていた。ノアはただ奥歯を嚙かみ締しめ、アレックスを見つめた。

　アレックスはどこか晴れやかな表情を浮うかべ、ノアを見つめ返した。

「教えてくれよ、ノア。……誰が、君の『妹』だって？」

　──怒いかりで理性が飛んだ。

　ノアは発ほつ作さ的に腕うでを持ち上げ銃口をアレックスに再度突きつける。

[image: ]

「最初から、全部……知って……！」

「七年前に君に出会った時から、ね」

　誰も、いないはずだった。デ・コスタの女は全員死んでいたはずだった。エミリオさえ知らなかっただろう。いや、知っていたのか？　わからない──

　エミリオとダリオの母マリアでも、ロザベラの母ファビラでもない、第三の女。

　デスデーリの妻。

　サルヴァトーレの母。

　そして──

「さあ、ノア。よく考えてくれ。君は、どちらの『兄さん』につきたい？」

　アレックスが、いや、サルヴァトーレ・デスデーリが、そう嘯うそぶく。黒くろ髪かみ、切れ長のブラウンの目、整った顔立ち、やや濃こい肌はだの色をした、年かさの男。自分と似ているところがあるなんて意識したことはなかった。

　けれどこうなってみて初めて、彼の眼まな差ざしの暗さを自分も持っていたと気付く。

　引き金に力を込めた瞬しゆん間かん、頭に浮かんだのは、蜂はち蜜みつ色の金きん髪ぱつと青い目の、美しい少女の姿だった。

（ロージー）

　チェリーの色をした唇くちびるに浮かべる儚はかなげな微び笑しよう、気き遣づかうような目つき、ノアの顔を覗のぞき込む仕草、キスの時の甘い香かおり、素す早ばやく離はなれる時の軽かろやかな動作。

　事実を知ってもなお胸から溢れるのは、狂おしいほどの愛いとおしさだ。

「アレックス！」




　花に満たされたその部屋で、アマリリスの鉢はちが一つ割れた。







　あとがき







　こんにちは、喜多みどりです。

　肉食小動物系ヒロインが悪い男たちにびくびく怯おびえながらも大だい胆たんな策を弄ろうして相手を嵌はめる『デ・コスタ家の優雅な獣けだもの』、おかげさまで第三巻発売です。初めての縄なわ張ばりを与あたえられたロージーが張り切ります。今まで罠わなを仕し掛かける側だったロージーですが、今回は市長選絡がらみの陰いん謀ぼうに巻き込まれ、攻こう守しゆが逆転するシーンも。果たしてロージーは見えない敵の罠を回かい避ひできるのでしょうか。

　そして、主な舞ぶ台たいの一つがカジノ！　なので、表紙もカジノです！　恰かつ好こ良よく最強に可愛かわいい表紙をいただいて感かん嘆たんの声が漏もれました。カズアキ先生、いつもどきどきする美しいイラストをありがとうございます。ちなみに表紙に釣つられて手に取った方は、この巻単独でも読める気もしますが、どうか一巻二巻も一いつ緒しよにレジへお持ちください。よろしくお願いします！

　前巻ではロージーをどこまで成長させたらいいのだろうと悩なやんだりもしましたが、今回は割とすんなり成長した姿を書けたかなと思います。対ダリオも慣れてきましたね。ちょっとずつ前向きになっていくのは良いものだと思うのですが、やっていることは犯罪か犯罪すれすれなので、本人の葛かつ藤とうはまだ消えません。彼女にもまして面めん倒どう臭くさ……いえ、問題を抱かかえているのがノアです。そろそろ抱えきれなくなったものが爆ばく発はつしそうなので、そうしたらすっきりするかなと思っています。ダリオは前巻でちょっと人気が上がったみたいで良かったです！　酷ひどいやつですが、酷いなりに可愛いところもあるんです……。エミリオもぼろが出て来ましたが、「なんだエミリオしょぼいな」と言われないよう、今後も腹黒く活かつ躍やくしてくれるはず、です。

　すでに公開終しゆう了りようしていますが、ビーンズ文庫の公式サイトやフェアなどで、本シリーズの掌しよう編へんをちょこちょこ書かせていただきました。私も短いお話を書くのは好きですし、本編では書けないキャラクターたちの日常を想像するのは楽しいです。期間限定のものばかりなので、すべての方に読んでいただけるわけではないのですが、読んでくださった方の息いき抜ぬきになれば、そして、普ふ段だん荒あらっぽく命のやりとりをしているキャラクターたちでも、生きてる以上、こんな普通のことで困ったり笑ったりするんだなあと思っていただければ幸いです。

　最後になりましたが、担当編集安井女史、第三巻でも的確なアドバイスをありがとうございます。そして、ここまで読んでくださった読者の皆みな様さま、今回もありがとうございます。書いている以上、皆様に読んでもらえることが何より嬉うれしいです。お手紙もいつも感激してます！

　それでは、また次の巻でお会いできますように。

　よろしくお願いします。
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